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　　　無名異（むみょうい）は相川金銀山から出る鉄分を多く含んだ赤い色の土である。
佐渡では、これを用いて無名異焼きという赤い肌を特徴とする伝統的な陶芸技法を伝えている。
▲無名異坑の入ロ
▲無名異坑内
▲窯元に届いた無名異
　掘り出された無名異は水でこして粘土をまぜ、練って
空気を抜きロクロにかけ形をつくって窯で焼き製品となる。
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窯に人れて温度を少しづっ上け“0時間以上かけて1200度までヒげて焼成する．無名異焼は、酸化炎（酸
素をたくさん送って、完全燃焼させる）で焼成する。
▼現在は、電気窯で焼成する
言1本書は佐渡無名異焼および近世以降の佐渡の窯業に関する論考、解説、史・資料を、主として刊行
　物から管見の範囲で収集し、便宜のため下記のように類別し掲載した。
　　1佐渡無名異焼と窯業の歴史・概要
　　2　江戸期の佐渡の窯業
　　　（1）金太郎焼　（2）小沢窯
　　3　佐渡無名異焼の系譜
　　4　佐渡の窯業さまざま
　　5　古記録・事典類に見る佐渡の無名異焼と窯業
　　　（1）古記録類　（2）事典・人物伝など
2　古記録などの史・資料以外の論考、解説については佐渡市（佐渡島内旧10か市町村を含む）・佐渡
　市内の集落・新潟県の刊行物、著作権保護期間を過ぎたもの、著作者の承諾を得たものを掲載した。
　これ以外のものについては佐渡窯業関係文献目録に題名・著作者等を記載した。
3　各項での掲載順はおおむね年代順とし、適宜、和暦・西暦を補った。
4収載にあたっては、基本的に原本のままとしたが、利用者の便をはかるため、句読点を付し、漢字
　は旧字を当用漢字に、漢数字は算用数字に改めたものもある。明らかな間違いは、そのむね注釈を付
　し誤記・脱字があると思われる場合は（ママ）と傍注した。なお本書で付した注はゴシック体で本文
　より小さく記した。図版・写真は重要と思われるものや、ないと資料解釈が困難なものを除き掲載し
　なかった。
5　資料収集には羽生令吉・本間裕亨・北見継仁・八木千恵子があたり、編集は八木が行った。
6　本書の作成にあたっては下記の方々からご教示・ご協力を得た。記して厚くお礼申しヒげる。（敬称略、
　五十音順）
石川栄子・計良勝範・下谷徹・其田和彦・深沢秋男・故本間寅雄・丸山東・柳平則子
佐渡市立中央図書館・新潟県立文書館
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1佐渡無名異焼と窯業の歴史・概要
『相川町誌』　昭和2（1927）年　岩木拡編・著　相川町発行
一、産業　工業
　　陶器
素　焼素焼ノ陶器ハ開町ノ時ヨリ已二之ヲ製造スル者アリ即鑛山ニテ輔二用フル羽ロノ必要アリテ其
　　　　　ノ製造者常二数戸若クハ十余戸アリテ之ヲ供給シタリ其内ニハ又燈皿、炮烙、壼、甕等ヲ作ル
　　　　　者モアリ中ニモ伊藤伊兵衛ハ古来南澤町二住シ羽口屋ト號シ羽ロノ外、素焼陶器ヲ作リ最モ
　　　　　廣ク販責セリ四代目伊兵衛ノ時官命二由リ江戸二上リ瓦焼ヲ傳習シ帰リテ之ヲ製造セシモ素
　　　　　焼ハ猶之ヲ継続セリ其ノ分家ナル伊藤某モ亦羽口屋ト號シ羽口及素焼陶器ヲモ製作セリ又別
　　　　　派ナル黒澤金太郎ハ寛政中ヨリ旋紬陶器ヲ創始製作セシカ亦素焼ヲモ作リ右両家ノ法ヲ傳
　　　　　フル者今二素焼ヲモ製スル者三戸アリ。
施粕陶器　ハ右ノ黒澤金太郎ヲ以テ製造ノ元祖トス天明年間マテハ素焼以外ノ陶器ハ皆之ヲ他國ヨリ移
　　　　　入シタリシヲ金太郎ハ之ヲ慨シ之ヲ創造セントシ百方苦心ノ結果素志ヲ達シ得タルハ寛政年間
　　　　　ニシテ天保十二年七十二歳ニシテ残セシト云フ墓ハ下寺町法念寺内二在リ初代ノ製品ハ皆日
　　　　　用ノ土鍋、土瓶片口、鉢、壼甕等ノ類ノミナリシカニ代以下酒器茶器等二意匠ヲ凝ラセシ美術
　　　　　的ノ製品ヲモ出タセリ陶土ハ皆富士権現ヨリ取リ極メテ硬質ナリ日用品ニハ黒紬ヲ用ヒ美術品
　　　　　ニハ青白其他各種アリ其銘二代ハ金太郎ト彫リ以下ハ佐金ト銘セリ天保中分家伊藤（今ノ赤
　　　　　水ノ先代）ハ亦右ノ法ヲ傅ヘシカ同種ノ日用品ヲ製作セリ現今両家ノ法ヲ継ケル者両三家ア
　　　　　リ紬色ハ昔ノ黒色ハ少クシテ種々ノ色ヲ用ヒタリ。
楽　　焼　ハ七代目伊藤伊兵衛ノ創製スル所ニシテ文政中ヨリ陶土二無名異ヲ交ヘテ焼クコトヲ発明シ
　　　　　盃抹茶碗等ヲ作リタリ是ヲ無名異焼ノ元祖トス其子甚兵衛業ヲ継キ茶器、酒器等ヲ製シ頗ル
　　　　　意匠ヲ用ヒ或ハ詩句、俳句等ヲ彫リ其銘ニハ繋米又ハ南渓清風亭、弄花堂等トアリ或ハ羽甚
　　　　　○佐トアルモノモアリ楽焼ハ以上二代二止マリ其子伊兵衛ハ陶業ヲ廃シ農業二従ヘリ。
朱泥焼　嚢二伊藤父子無名異焼ヲ発明シ好評ヲ得タリシモ元来其制楽焼ニシテ甚タ堅硬ナラサルヲ惜
　　　　　ミ三浦常山之力改良ヲ計リ支那ノ朱泥焼ト同質ナラシメントシ製陶二経験アル矢口漱石ヲ雇
　　　　　ヒ之ヲ試製セシメシモ意ノ如クナラス乃チ自ラ手ヲ下シテ熱心之二従事シテ或ハ原料ヲ選良
　　　　　シ或ハ窯形ヲ改造シ千辛萬苦家産巳二蕩蓋セルモ猶屈セス寝食ヲ忘レテ夙夜奮励シ遂二豫
　　　　　期ノ如ク堅硬ニシテ雅趣アルモノヲ製出シ得且ツ朱ノミナラス紫泥ヲモ製シ得タルハ実二常山
　　　　　ノ偉績ナリ世二常山焼ト称スル亦宜ナリ（常山別二傳アリ人物部参看）伊藤赤水（今ノ先代富
　　　　　太郎）之ヲ聞クヤ亦朝思夕考研鐙怠ラス亦同種ノ成品ヲ作ルヲ得タリシカバ従来ノ日用陶器
　　　　　ヲ罷メ専ラ朱泥焼二従ヒ今ハ三浦伊藤ノ両家相競フテ之ヲ製出シ相川著名ノー産物トナリ又
　　　　　両家ニテ養成セラレシ者ノ出テ濁立営業スル者モ三四戸アリ益々其産ヲ加フルハ喜フヘシ。
磁　　器　慶応二年大間町波平（氏ヲ逸ス）ト云フ者白磁器ノ製造ヲ企画シ美濃ヨリ職工ヲ招キ水金澤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けだ　　　　　二工場ヲ設ケ矢口漱石其業ヲ助ケ茶器、酒器等ヲ製造セシカ数年ナラスシテ廃絶セリ蓋シ資
　　　　　金ノ豊ナラサルト陶土ノ得カタクシテ価格ノ廉ナラサリシトニ由ルナリ佐渡縣ニテ産業奨励ノ
　　　　　際三浦常山亦之力製造ヲ試ミ會津ヨリ職工ヲ雇ヒテ着手セシモ幾バクナラスシテ之ヲ廃セリ
　　　　　其ハ前記ト同シ事情二因レルナラン而シテ更二朱泥焼ニー転シテ成功セリ爾後五十年未タ白
　　　　　磁器ノ製造ヲ計画セシ者アラス。
『佐渡大観　全』　昭和10（1935）年　佐渡郡小学校長会編・発行
第三章　人文的方面　　第九節　産業　　八、工業
◇美術工芸品
　本郡美術工芸品の代表として青銅器と無名異焼がある。
1
　相川の＝三浦小平治（号常1⊥Dが、金山の産土無名異を以て陶器製造に専念研究し、明治6年遂に成功し
　て今Hの佐渡無名異焼、朱紫泥陶器の濫膓をなしたのである．、大量生産ではないが、宮中より御買上の
　光榮を有し、其の名は令國に普く、輸移出をして居る‘、
　（中略）
　陶磁器年産額約2万5千円で全県合計高の約半を占めている．
各種工産物生産表　　（昭和9年度）
　町村名
﨑ﾊ 相川町 二見村 澤根町 二宮村 金澤村 吉井村 新穂村 畑野村
真野村 西三?ｺ 羽茂村 合　計
陶磁器 19，300 300 3，800 23，400
瓦ヒ管 L3402，1783，50030081039902，2402，5002，4004007，9427，600
第十五節佐渡の文化　　四、美術　工芸
◇陶　器
安永年間、相川で黒澤金太郎といふ者、金太郎焼をはじむ。灰色土及び黒灰十を以て日用厨具を作った．．
文政2年加賀の人伊藤雲山、相川南澤に住して、鑛山製錬用羽1．1を造り、其の了孫素焼で小皿、茶碗、盃な
どを造り、後瓦をも焼くやうになったが、八代甚兵衛更に楽焼を造る。羽口屋甚兵焼といふ。
三浦小平治（常山）明治初年、無名異原土を以て楽焼を造り、更に研究の結果、現在の如き無名異陶器を
造る，
其の他西三川に西三川陶器を出せしも、現在はその跡を残すのみ。往占國分寺瓦を焼いたといふ窯跡、ま
た西二川小泊に残存す、
「佐渡に於ける陶器の歴史』　昭和28（1953）年　平井栄一述　相川｜U教育委員会発行
　慶長6年に〔352年前）相川鉱山が発見され相111町が発達して之に伴う諸種の商売が営まれた中に、濁川
に「かわらけ屋」と称して家庭用の「かわらけ」若しくは坑内点灯用の「かわらけ」を製造して渡世するもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じロドドコが出来た。その家系は今も尚続いて居る．，これは陶器の部類にはいらぬが別に金銀製煉用の「羽「｜」を製
造するものが人沢に住み善右工門、市右工門、三九郎、五左工門、惣pq郎、与兵衛、孫次郎の七軒があっ
た．「羽口」というのは、ふいごによって作られた圧風を製煉用の櫨に導く素焼の管で、これは陶器といって
云えない事はない品物であるが、その羽LI製造業者は正保慶安の頃になると五軒に減じて居るのは、此
頃少しく鉱山の景況が悪くなったからである．．
　加賀の住人伊藤伊兵衛は佐渡へ渡って最初沢根附近に住んで居ったが、其r・甚兵衛が延宝2年（279
年前）に家屋敷を譲受けて大沢に住み羽口製造に従事し屋号を「羽口屋」と名乗るに至り羽日屋初代を
以て自任した。従って甚兵衛のr伊兵衛は当然．二代目であって此人は元禄9年26歳で家業を踏襲し、18
年後の正徳4年〔239年前）家業の傍ら素焼の1｜常品を造り出すに至った、1
　これは実に佐渡陶器の嗜矢であって、相川鉱山元禄の中興と関連して意義探いものと云わねばなら
ぬ。
　亜いで享保6年（227年前）後藤庄三郎と云う小判製造の家元（徳川幕府が指定した11］本で只一軒の金
貨製造の業者で重要な役職であった）の佐渡出張員の高田与右工門という人が曾て江戸在住の頃陶f1三の
経験があり偶々当時の佐渡奉行所の月番役（諸役人0）人事関係を司る役柄）田島四郎右衛門の屋敷で窯
を築き、皿など簡li1な陶器を焼いたのであるが紬薬の艶が思うように行かなかった。］3年後の元文年間相
川五郎左衛門来迎寺の住職が楽焼を試みた。住職は出雲国松江の産で陶作りを覚えて居り秘伝の書物な
ども所持して居ったらしく奉行の役人原田治郎左衛門、保科喜右衛門その外の人が之れに参加して研究
を始めたが、就中保科氏は細丁巧者で香櫨、茶碗など見事な出来栄えであったが、素より余技であり未開
の佐渡陶器を啓発するには至らなかった，此頃の陶上を富上権現の土（駿河の国から渡来した人々によっ
て名づけられた地名）に求めたもので、既に奥州飯塚の陶器も佐渡へ紹介されて居ったが、一般家庭での
茶碗、1皿、鉢などの日用品は殆んど全部が九州唐津物を用いたもので、数百浬海運によらねばならず高価
を免かれなかったから当然佐渡国内での製産が要望された，．この唐津物は現在相川町の旧家に屡々見受
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けられ古唐津と呼ばれて骨董的価値が高いものである。
　享保19年（219年前）伊藤家は三代甚兵衛が家名を襲い大沢から南沢に引越し安永4年（178年前）四
代伊兵衛となった。四代伊兵衛は当時の奉行柘植三蔵の肝煎で江戸へ派遣され今戸瓦並びに梅堀萬古
焼の焼方を習って帰国して瓦製造に従事し柘植奉行の後任であった高尾孫兵衛から「佐」の字の極印を
許され瓦作りの傍ら黒楽焼を造り出したが享和元年75歳で没した。
　この四代伊兵衛の没する少し前の寛政年間（約158年前）相川三丁目黒沢金太郎なる者が佐渡陶器の
火度が低いのと施紬陶器が皆他国から移入されて居ったのを潔しとせず遙々九州地方へ出掛けて陶器
の研究を行って帰国し、彼の富士権現の土を用いて皿、鉢、甕などの日常品、所謂下手物を作り傍ら水指、
抹茶々わん、花器などの芸術品にも手を染めた。その鉄紬薬による黒「カラミ」による青緑色を始め白、小
豆色、飴色など多様の粕薬を駆使し全国的に見て優秀な作品を掲げ得た事は、佐渡陶器史上特筆に値す
る。初代の作品は無銘で、二代は「金太郎」と彫り、三代は「佐金」と刻印したと云われる。初代金太郎は
天保12年72歳で没し、窯跡は五郎左工門裏山に数ケ所遺って居る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やが　斯くの如く金太郎全盛時代にあって、文政2年（135年前）七代伊藤甚兵衛は20歳にして家督を相続し聴
て陶土に無名異（純粋酸化鉄微粉）を混じて楽焼を始め盃、抹茶々わんを作り出したが、これは佐渡無名
異の始発とも云うべきで、只今日の無名異焼のように堅地でなかった事は事実である。七代甚兵衛は大変
熱心に研究したものらしく京都の了入注）楽家9代吉左衛門あたりに私淑したと考えられる点がある。続い
て八代伊兵衛は嘉永3年（103年前）家名を襲い安政年間に甚兵衛と改名し「甚米」とも書くに至った。それ
は恐らく京都の青木木米に倣ったものであったろうし「聾室」と唱えたなどは更に之れを裏付けするもの
である。本名を秀之と云い、南渓、清風亭、弄花堂などを雅号とし俳句を好み茶道、挿花の師匠でもあっ
た。
　其作品には「羽甚」若しくは「○佐」の銘刻があり晩年「題米」とも書いた総て優雅な温味のあるもので
火度の相当に高いものも作るに至ったが九代に当る松造は陶業に就かず農耕を選び現在の十代離米も
亦農業を営んで居る次第である。
　伊藤家が代々佐渡陶器に貢献した事は既述した通りであるが、其分家に当る伊藤赤水をも併せて説か
ねばならぬ。三代甚兵衛の長男文四郎が分家して下戸に一家を構えたもので次男の方が本家を継いで四
代伊兵衛となった。然るに四代伊兵衛には娘があったが息子がなかったので分家の次男が本家へ婿養子
に入って五代を継いだ。一方分家の二代が若くして亡くなり今度は本家六代伊兵衛の二男富三郎が分家の
三代を襲い四代富次郎を経て五代富太郎となった。五代富太郎は下戸から一丁日に居を移し赤水と号し
て陶業に挺身した。赤水という号も実は明治8年迄は鉱山の疎水道から吐かれる赤い水が南沢川の水と
別にされて大安寺の前から門前を通り赤水宅の前を横ぎって海へ注いで居った現実に即して、円山漠北
先生が命名したものだと云われている。富太郎即ち初代赤水は本家の七代甚兵衛の弟であり七代甚兵衛
が楽焼の外に無名異を取扱ったのに暗示を得て其完成に努力し、後述初代常山と相並んで堅地朱紫泥に
成功したのである。二代赤水は名を堅蔵と呼び朱泥焼を基礎とし数種の軸薬を試み其作品は高雅なもの
であった。現在赤水三代孝太郎父子によって陶業を守り続けている。
　初代赤水の後文久年間（約92年前）河岡新平という人が美濃近江から陶工を招いて水金沢で酒器など
を焼いたが間もなく廃絶したと伝えられ、慶応2年（87年前）大間町の波平という人も白磁の製作を企画し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラ美濃から工人を招いて水金沢に工場を設け柴町の矢1コ瀬石が其業を助けて茶器や酒器を作り出したが、
これも長く続かなかったらしい。
　三浦常山名は行篤、和歌をよくし活花、茶の湯に長じた。父の後を継いで小兵衛と改名し里正を勤め国
産掛りを命ぜられた。白磁器製造によって失職者を緩和しようと志して会津から職工を招いて仕事を始め
たが順調に行かなかったので之を打切り研究に没頭し無名異原土による楽焼造りに再出発してその欠点
でもある脆弱性の改良に研讃数年、寝食を忘れ家産を蕩尽して遂に支那朱泥焼に劣らぬ堅質な美術品
を揚ぐるに至ったのが明治9年であって爾来枯淡優雅な作品を世に送ったが、明治36年62歳で長逝され
た。初代常山の長男良平が二代を継いだが、二代常山は父初代と協力苦辛して創業時代の運営に当った
のみならず、全国の窯元を歴訪して窯の作用や紬薬の研究を行い、新粕薬十数種を発明したが、脆くも明
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治40年初代の後を追うて物故された事は遺憾であった。二代の弟清吉が三代となり昭和4年迄の二十数
年余の確立された基礎の上に縦横に活躍し常山焼の声価を高からしめて現在の四代常山に及んで居る。
　四代常山は二代の長男で．二科会友としての実力を創作に盛り上げ、芸術品を世に送りつつ今や円熟
の境地に達し、又一方三代常山の二男博は祖父初代常山の本名に因んで小平と号し、新感覚的芸術品の
創作に従う事約二十年、先年東京で個展を開いて天下の耳目をあつめた。大体常山系の陶器は素地物と
して朱泥、祥朱泥、紫泥、藍泥、烏泥等があり紬薬の主なるものに茶葉粕、柘榴粕、暁雲紬、黄雲柚、青尭
粕等がある。二代三代に師事して独立したものに、藤井波山があったが既に亡くなったし、赤水窯に名声
を博した岩佐半仙のあった事も是非記憶せねばならぬ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママラ　忘れてならないものに相川柴町の矢口瀬石がある。前に述べたように美濃工人と共に水金沢で製陶に
従事し一時初代常山の工場長をした事もあるが独立して気儘に仕事するに当って頗る愉快な作品を多数
残している。然し之れは遠い明治時代の事に属する。
　吉井村の朱泥焼は総ての点で到底相川製品と比較にならないのであるが、価格が低廉な為めに売行は
相当に多いと見えて大正時代から行われて今日に及んでいる。
　終戦後佐々木象堂による真野焼が真野で創始され両津にも新らしく陶器が生れた。相川大工町長浜数
右工門が起り同じく相川町に佐渡窯業会社が設立され、朱泥焼を大量に製産するに至った外に、個人とし
て朱泥焼製作に従事している人も少くない現況である。
　以上述べ来ったように佐渡の陶器は相川町に始まり各世代を通じて多数の陶匠、工人の苦心研鑛が集
積し根強い伝統となって今日あるに至ったもので、それは金山による江戸文化の一環とも云い得るのでは
なかろうか。
　或場合に金山や銅山の所在地附近に陶器が発達する可能性がある事を否定出来ないというのは鉱脈
と親密な関係にある石英粗面岩が風化ばい燗する時立派な陶土になるのであって、鉱山には酸化鉄も存
在するし製煉「カラミ」もある。製煉「カラミ」は粕薬として金太郎が縦横に応用している外に、秋田県の白
岩焼その他随所に古くから使用されたものである。
　要するに佐渡陶器は、相川町を以て代表され、相川町の文化的過程と地理的環境から必然的に発生さ
れたもので、更に将来に向って発展すべき使命を持っていると云わねばならぬ。　　　　昭和28．12．18
6主）平井栄一は『越後と佐渡』昭和29年11月号に同文を掲載しているが、発表年が古い相川町教育委員会発行のものを
　採った。
『概観佐渡』昭和39（1964）年　佐渡郡教育研究会・両津市教育研究会編　概観佐渡刊行委員会発行
第二章　産業経済の発達　　第七節　鉱工業
　三　工業
　（前略）
　　製造業の業種は第2表にみるように、或程度の多面性をもっているけれども、その主たるものは食料
　品工業であって、生産額は144700万円で総生産額190，400万円の77パーセントをしめ、みそ、しょう油、
　清酒などの醸造工業と、水産加工業がその主たる内容である。食料品工業につぐものとしては、木材木
　製品製造業が31，200万円で16パーセント、つぎが窯業土石製品製造業が4，900万円で2，5パーセントな
　どであって、他はとりたてていうほどのものでもない。（昭和36年度）
　　（後略）
　　6陶器
　佐渡陶器の源流は遠く奈良時代に求めることができる。741年聖武天皇みことのりして諸国に国分寺を
建立させたとあるが、佐渡真野町に建立された国分寺瓦のかま跡が小泊にみつかり、その小泊窯跡付近
から国分寺瓦と同時に須恵器破片なども多数出土した。しかし、その時より江戸時代末期までは、陶磁器
の生産の歴史が明らかでない。
　　江戸末期、相川の人、黒沢金太郎は、佐渡へ諸国の陶器が高価に持ちこまれるのをなげき、家業をな
げうって九州有田に赴き、陶器の製法を研究し、相川で製陶に従事したのが、今日の佐渡陶業の始めとい
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われる。　　　　　　　　　　　　　　　第2表生産額および附加価値額　甲．位　百万円
　佐渡で生産される陶器で、著名な　　　　　　噺潟県」二業統計調査結果表　H召和36年）
ものに無名異焼がある．これは相川
の三浦小平治（常山と号す）が佐渡
鉱山より掘り出された無名異（坑道の
くぼみにたまった酸化鉄を主成分と
する上、名称がわからず無名異とつ
けたといわれる，，）を以て1淘器製造を
研究し、明治6年ついに成功して、今
日の無名異焼の先駆となったといわ
れ、この間の事情を相川町誌はつぎ
のように伝えている。
　　「さきに伊藤父∫・無名異焼を発
　　明し好評を得たりしも、元来そ
　　の制楽焼にして、甚だ堅硬なら
　　ざるをおしみ、三浦常川之が改
　　良をはかり、支那の朱泥焼と同
　　質ならしめんとし、製陶に経験ある矢Ll漱石を雇い、これを試製せしめしも意の如くならず、即ち、自
　　ら手を下して熱心に之に従事して、或は原料を選良し或は窯形を改造し、丁辛万苦、家産既に蕩尽
　　せるもなお屈せず、寝食を忘れて日夜奮励し、遂に予期の如く堅硬にして雅趣あるものを製出し得、
　　且、朱のみならず紫泥をも製し得たは実に常川の偉績なり．＝世に常ll1焼と称するまた宜なり，伊藤赤
　　水これをきくや、また朝思夕考研鑑怠らず、また同種の成品を作るを得たりしかば、従来の日用陶器を
　　やめ、専ら朱泥焼に従い、今は三浦、伊藤の両家相競うて之を製出し、相川著名の産物となり、ま
　　た両家にて養成せられしものの出て、独立して営業するもの三四戸あり、益々其の産を加うるは喜ぶ
　　べし。」
　従来の陶器に無名異焼を加えて発展して来た佐渡の陶業は、その製作を高級品におき、茶器、酒器、花
器などが主でH用品はほとんど制作されておらず、その製品も主として十産物としてさばかれている、，著名
なる牛産者はつぎの通りで、主として高級な工芸品を生産している．．．
　　小平焼（三浦小平・相川D　赤水焼（伊藤赤水・相川）　数右エ門焼〔長浜数右エII小相川｝　金山
　　焼吟井仙太郎・相川）　真野山焼（田村吾川・真野〉　真野山焼（伊藤鉄二・畑野）　湖山焼（田
　　中湖山・両津｝
昭和34年 昭和35年 昭和36年
生産額 付加ｿ値額 生産額
付加
ｿ値額 生産額
付加
ｿ値額
食料品製造業 1，3824351，4584801，447392
木材木製品製造業 240 63 314146 312 94
家具装備品製造業 15 2 17 51　185
パルプ紙紙加工製造業 2 6 3　　　8 4
出版、印刷同関連産業 27 17 29 17 19 10
化　学　工　業 7 1 8 11 4
窯業、土石製品製造業 37 21 44 25 49 30
金属製品製造業 5 3 3 1｜
機械製品製造業 3 △1 22 16　　10 7
輸送用機械器具製造業 10 3 16 　1V 7 3
その他の製造業 18 81　5823 30 15
計 ㌧746553　1，9757241，904560
第5表分類別事業所数（36．12．3ユパ県統計課「［業統副『調査結果劃）
総数 食料晶
富維
H業
木材
ﾘ製品
家具
部?i
パルプ
?A
?ﾁ工
@畠
出版、
?ﾊ同
ﾖ産業
@連
化学
H業
窯業、土
@石
ｻ品
金属
ｻ品 機械
輸送用
@械
寀
その他
両津市 146 68 1 29 7 1 3 一． 13 一 4 7 13
相川町 88 40 一 17 6 1 1 1 10 一 一
6 6
佐和田町 82 38 『 28
3 1 1
一
6
一 一 一
5
金井町 28 11 一 4
1 1 3 1 7
一 一 一 一
新穂村 12 7 2 『 一 一 一 一 一 3
畑野町 31 13 一
10
一 一
1
一
4 1
一 一
2
真野町 63 13 2 32 一
1 1
一
7
一 一 一
7
小木町 120 6 92 2 一 一 一
1
一 一
3 16
羽茂町 31 16 一
10
一 一
1
一
2
一 一 一
2
赤泊村 29 3 20 1 一 1 4
計 630215 3 244 20 5 11 2 50 1 4 17 58
第六章　文化の発達　　第四節　学問芸術の発達　二　美術・工芸
　2陶器・鋳金
　金太郎焼は、寛政年間、相川の黒沢金太郎（天保12年没）という者がはじめて粕薬を用いて作った陶
器である。それ以前は、佐渡には素焼だけで、粕薬を施した焼物はなかった。彼は若いころ、諸国を巡遊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラし、九州で手法を習い帰国後、陶土を富士権言山中よりとり、土鍋・土瓶・鉢・かめ等の日常品を製作し
た。その質が硬かったので、たちまち評判となり、その需要が多かった。
　二世のときは本業のかたわら、美術的製品をも焼きはじめたが、四世に至り真野の金丸に移住し、それ
以後業を廃した。
　文政2年（1819）加賀の国から伊藤雲山がやってきて、相川南沢で鉱山製錬用の羽口を作り、さらにその
子孫は素焼で、小皿・茶碗・盃などを作ったり、後には瓦なども焼くようになったが、八代甚兵衛のとき楽
焼を製作した。これが世にいう羽［屋甚兵衛焼である。囲文政2年は、延宝2年（1674）の誤りと思われる。
　明治になると三浦小平治（常山）が、無名異原土をもって楽焼を作り、さらに研究を重ねて、現在の無名
異陶器を作るに至った。（鋳金は略）
「佐渡陶家雑考」　昭和48（1973）年　　佐々木　勇　『佐渡博物館館報』第21号　佐渡博物館発行
　最近わが国各地の陶磁、あるいは陶磁窯の研究が、郷土史の分野にまで入りこんできて、いままで一般
に知られていなかったものが、つぎつぎと解明されるようになってきた。佐渡でも、近世の陶窯、あるいは
陶工についての調査研究がつぎつぎと発表され、佐渡博物館編纂の「佐渡百科事典」稿本nには、時岡
二郎氏が伊藤甚兵衛を、陶工黒沢金太郎については、計良勝範君が発表、また、この夏（昭和47年8月5日
～9月10日）には、相川町教育委員会（代表者遠藤教育長）が二見中学校の金沢和夫先生や東京からかけ
つけた時岡氏などの協力を得て、金太郎窯跡の発掘調査を行ない、さらに、この秋には時岡氏が雄山閣
から「佐渡のやきもの」についての集大成したものを刊行するはこびになっているという。このように、佐渡
における国焼陶磁の研究は、かってない隆盛をみせているが、しかしまだまだ解明されないものがかなり
残っているのではないか。時岡氏の著述が相当これを解明してくれるものとは思うが、それはそれとして、
私ももともと「やきもの」は嫌いなほうでなく、何か機会があったら自分も書いてみようと資料あつめをやっ
ていた。ところが時岡氏の話をきいたので、こちらの方はとりやめることにしたが、それにしても、せっかく
あつめにかかった資料を眠らせてしまうのも惜く、諸先輩氏のものと重複するところも多いだろうが、あつ
まったものを提供することにした次第です6
　佐渡には原始時代すでに縄文の土器がつくられており、くだって古代には須恵の粗陶の甕・壷・怨（ワン・
コバチ）などがつくられているが、まさかこれを陶磁のなかにいれるわけにもゆくまい。すくなくとも陶磁とい
われるようなものがつくられるようになったのは、鶴子から相川の大沢に居を移してきて、ここに窯を築い
た伊藤甚兵衛あたりからではなかろうか。
　　　　伊藤甚兵衛
　全家は代々羽口屋で、「元祖代々系記」と題する系図の調べ書きが伝っている。それによれば、祖先伊
藤伊兵衛は、加賀の国から佐渡へ渡ってきて鶴子に住み、銀山でつかう羽口つくりを業としていたとあ
る。羽口というのは、金銀鉱石の細かく砕いたものを、熔鉱炉にいれて燃料の木炭でかこみ、炭の燃焼を
盛んにするため踏輪で風を送る、その送気管の尖端のところにつける耐火性の吹管のことである。大は角
型の一辺の寸法8cmぐらい、長さ23～25cm、中心に3cmぐらいの丸い穴をとおしてある。小型のものは一
辺5cm、長さ15cm、中心の穴は径2．5cmもあろうか。これをつくって銀山に納めるのが本業。それが屋号
となったのであろう。次にその伊藤家の「元祖代々系記」を発表いたしたいと思う。（但し原文は縦書き）
㈱今回原本コピーを参照し間違いや句読点等を補訂した。
　　　　　　　延宝二寅年ヨリ
　　　　　　　　　　元祖代々系記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤氏
6
　此書者六世ノ祖父代二取調へ罷在候処明治元年御一新と成テ其後戸籍ヲ委く御取調へ被成右二付猶
又及丈ケ取調へ書替置候也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八世甦米
伊藤伊兵衛
加賀ノ国出生二而当国江渡リ住所者沢根辺二而一ノ谷妙照寺旦那ノヨシ所持ノ鎗当家二伝リ
元祖伊藤甚兵衛
　延宝二寅年三月五日大沢二越中仁兵衛と申もの所持ノ家屋敷極印銀四拾目二而買求メ住居アリ。職
業者羽rl屋也。往古者大沢二善右工門・市右工門・三九郎・五左工門・惣四郎・与兵衛・孫次郎トテ七
軒羽口屋アリ。中頃者八右工門・善四郎・長右工門・長兵衛・予か家とも五軒アリ。其後ハ大沢二長兵
衛並予か家とも二軒而巳也。元禄七戌年五月大沢居屋敷並西ノ畑ケとも二筆御検地請ル。元禄九子
年三月十六日死ス。相川下寺町蓮長寺旦那法名圓林院秀永日久信士ト号ス
　室
　正徳二辰年七月廿日死ス。法名必具院妙［用ヵ］日浄信女ト号ス
長女
　寛文八年二生テ享保八卯年六月十六日行年五十六才二而死ス。法名詠花妙月信女ト号ス
二代伊兵衛
　寛文十一年二生テ元禄九子年二十六才二而家名ヲ続キ正徳四午年ヨリ素焼物始ル。享保十四
　酉年七月羽田村高之内字大平二上々畑壱反九畝拾五歩、同卜五戌年七月同村高之内字外谷地
　二上畑五畝拾八歩求ル。享保十九寅年七月朔日行年六十四才二而死ス。法名道影院秀光日髄
　信士ト号ス
　室
　宝暦十一巳年十二月廿二日行年八卜五才二而死ス。法名唯常院妙宣日遊信女ト号ス
ニ男甚九郎
　延宝三年二生テ寛延二巳年二月十四日行年七十五才二而死ス。法名鷲峯興運信士ト号ス
三代甚兵衛
　元禄十五年二生テ享保十九寅年三卜三才二而家名ヲ続キ、元文三午年十一一月十六日南沢二佐
　渡作右衛門と申もの所持ノ明屋敷ヲ買求メ、同四未年五月家作シテ是ヨリ南沢二住居アリ。同
　年十月井延享二丑年六月両度二大沢ノ明屋敷弐筆上ケ地之処持所二願卸、延享三寅年十一月
　羽田村高字夏なし二上畑壱畝九歩、寛延二巳年二月同村高字木戸ロニ下畑七畝歩、宝暦七丑
　年七月同村高字椎ノ木二四筆二下々畑弐畝拾九歩求ル。明和三戌年六月二日行年六卜五才二
　而死ス。法名顕実院秀清日善信士ト号ス
　室
　新五郎町商清水長右衛門方方要ル。安永五申年正月廿五日行年七十五才二而死ス。法名実如
　院妙通日宗信女ト号ス
長女
　宝永元年二生テ新五郎町商清水長右衛門方へ稼ス。寛政四子年九月八日行年八十五才二而死
　ス。五郎左衛門町玉泉寺旦那、法名観如院妙現日髄信女ト号ス
ニ男長之助
　宝永六年二生テ享保八卯年十一月四日行年十五才二而死ス。法名寂光道雪信士ト号ス
ニ女ヂく
　正徳五年二生テ元文元辰年六月十六日行年二十二才二而死ス。中寺町妙躰寺旦那、法名華月
　妙遙信女ト号ス
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長男文四郎
享保九年二生テ延享三寅年ニド戸町東側二表口三間後へ拾間之処佐渡鉄之助ト申もの所持ノ
家屋舗ヲ買求メ別家ヲ建ル。宝暦六了・年四月廿八日死ス。下寺町蓮長寺旦那、法名宝山院清圓
日浄信士ト号ス
室
鹿伏村農中村次兵衛息女ナリ。宝暦十二午年正月二日死ス。法名圓浄院妙清日行信女ト号ス
四代伊兵衛
　享保十二年二男二生テ幼名子之助、明和三戌年四卜才二而家名ヲ続キ、同四亥年十月羽田村高
　之内字夏なし二上畑弐畝拾弐歩、同五子年卜二月字大平二上々畑弐畝拾弐歩、同六丑年十二
　月字ゑぼし岩に下々畑壱畝三歩、安永元辰年八月字切江三筆二山下々畑弐拾壱歩、字白坂下々
　田六歩、山下々畑拾弐歩求ル。安永四未年六月七日御用瓦焼立二付江戸今戸瓦井梅堀万古焼
　之類習受候様被仰付、則路用金井道中足軽格ノ先触頂載いたし江戸表へ罷越、右職業習請帰
　国之上、字中地坂瀧ノ下へ焼釜築立、御用瓦焼立侯処、為手当と割安地払米七拾石買請被仰
　付、其節佐渡奉行高尾孫兵衛様御手元6佐ノ字ノ極印頂載いたし罷在。是ヨリ黒焼初リ、安永
　四未年九月羽田村高字称はやち二上畑八畝廿七歩中畑三畝四歩求ル。安永八亥年職業御鑑札
　頂載いたし罷在。天明元丑年十二月羽田村高字上のニド々畑六歩字椎ノ木二下々畑廿弐歩、右
　地所之内少々田地有之処求ル。是ヨリ追々新田開発所々二致ス。天明六午年八月羽田村惣請之
　内所々二見取畑七畝歩請ル。同八申年十二月同村高字大平二上々畑五畝八歩求ル。寛政元酉年
　6隠居シテ享和元酉年九月九日行年七卜五才二而死ス。法名本寿院秀久日実信士ト号ス
室
　川原田本町工鈴木庄次郎長女二而、相川石釦町斎藤権右工門子分ナリ。文化九申年六月十九
　日行年七十九才二而死ス。法名寿量院妙修日行信女ト号ス
三男
　享保十六年二生テ江戸沢町商根津長四郎ノ家名ヲ続キ、実家江多く忠孝アリ。天明五巳年四月
　十三日行年五十五才二而死ス。下寺町本敬寺旦那、法名正善院法清日香信士ト号ス
長女
　享保十九年二生テ羽田町工今井長左工門方へ嫁ス。文化十酉年二月九日行年八卜才二而死
　ス。壱町目永宮寺旦那、法名釈尼妙専ト号ス
ニ女
　元文三年二生テ南沢町工上野弥兵衛方へ嫁ス。享和三亥年十月七日行年六十六才ニテ死ス。
　山之神法泉寺旦那、法名是真院妙得信女ト号ス
四男
　元文五年二生テ下戸町商市川佐兵衛ノ家名ヲ続キ、明和四亥年卜月朔日死ス。五十里照念寺
　旦那、法名釈智性ト号ス。下戸村立岩寺地中二墓所アリ
五男
　寛保三年二生テ材木町商黒田久右工門ノ家名ヲ続キ、享和三亥年七月廿四日行年六十一才二
　而死ス。五郎左工門町玉泉寺旦那、法名唯唱院喜法日耀信士ト号ス
六男
　寛延三年二生テ米屋町商安田利右工門ノ家名ヲ続キ、寛政九巳年十一月十六日行年四十ノく才
　二而死ス。下寺町妙輪寺旦那、法名善根院中興日栄信士ト号ス。妾ノ子ナリ
長女やす
　宝暦七年二生テ安永年中二五代目ノ室ニナル
ニ女てつ
8
　宝暦十一年二生テ安永四未年正月十五日行年十五才二而死ス。法名陽月妙智信女ト号ス
三女よし
　明和二年二生テ明和五子年十月四日行年四才二而死ス。法名妙量童女ト号ス
四女
　明和六年二生テ安田利右工門ノ子分ニシテ柴町商山本仁十郎方へ嫁ス。天保十二丑年六月廿
　五日行年七十三才二而死ス。上寺町妙伝寺旦那、法名真善院妙相日達信女ト号ス
男子乙次郎
　安永元年二生テ安永四未年正月二十六日行年四才二而死ス。法名春夢童子ト号ス
五代甚兵衛
分家長男二生テ幼名松之助、当家ノ息子トナル。寛政元酉年四十五才二而家名ヲ続キ同年九月
南沢町高之内二下畑九畝拾五歩下々畑壱畝拾八歩、同二戌年十一月羽田村高字切江二下田五
畝四歩求ル。同三亥年八月南沢奥ノ吉郎兵衛持向屋敷ヲ借受、中地坂瀧ノ下ノ焼釜ヲ引移し井
弐間半二九尺ノ薪納屋建ル。寛政六寅年十月羽田村高字白坂二中田壱反四畝歩上畑田成壱反
歩中畑壱反三畝壱歩下畑廿七歩字称ばやち二上畑壱反歩求ル。同九巳年八月居屋敷之内二弐
間二弐間半ノ納屋建ル。享和二戌年二弐問二弐問半ノ上蔵建ル。文化二丑年六月名主職被仰
付、年数十ケ年勤ル。同三寅年三月大沢二壷納屋建ル。同四卯年十二月羽田村高字南谷地二上
畑三畝拾歩、同五辰年七月同所二中畑三畝廿七歩求ル。文化十一戌年六月四日行年七十才二
而死ス。法名唱行院秀明日成信士卜号ス
室
当家四代目ノ長女ナリ。天保卜三寅年十二月十五日行年八十六才二而死ス。法名ハ唱円院妙持
日達信女ト号ス
長女か祢
　安永六年二生テ寛政七卯年安田利右工門方へ嫁ス趣二定テ、同年七月廿七日行年十九才二而
　死ス。法名窃雍妙華信女ト号ス
六代伊兵衛
　安永九年二生テ幼名鶴松、中年二至リ伊四郎ト改ル。文化十一戌年三十五才二而家名ヲ続キ、
　同十二亥年大沢二柴納屋建ル。同十四丑年二月士宮崎金兵衛様拝領地借リ地ノ処へ土納屋建
　ル。文政二卯年三月朔日行年四十才二而死ス。法名本具院秀善日理信士ト号ス
室○
　上京町商尾畑與右工門長女いちヲ嬰テ文化元年二不縁
後室△
　羽田町商岩谷弥兵衛長女満す嬰ル。天保七申年六月五日行年六十才二而死ス。法名本性院妙
　帰日宗信女ト号ス
ニ男富三郎
　天明三年二生テ文化二丑年壱町目東側二森川安太郎と申もの所持ノ家屋敷ヲ買求メ譲渡分家
　伊藤文四郎跡三代目ヲ続ナリ。弘化四未年三月六日行年六十五才二而死ス。蓮長寺日那、法名
　性善院明了日為信士ト号ス
ニ女とわ
　天明五年二生テ天明六午年三月十八日死ス。法名暫夢嬰該女ト号ス
三女きり
　寛政二年二生テ寛政三亥年八月廿三日死ス。法名教夢嬰核女ト号ス
三男毎四郎
　寛政五年二生テ南沢町商三寺庄左工門ノ家名ヲ続キ（以下記述なし）
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七代甚兵衛○
　寛政十二年三月十二日生ル幼名粂蔵。文政二卯年二十才二而家名ヲ続キ同年6楽焼ヲ初ル。文
　政六未年八月瓦釜ノ屋敷ヲ求ル。同九戌年住家ヲ建替ル。同十一子年瓦釜新小屋建ル。天保
　七申年大沢ノ屋敷ヲ新田二開発シ同卜二丑年十一月字椎ノ木ノ松山立木ヲ四百貫文二売払。
　　　　　　　　　　　　　　　　ママハ　同十三寅年二月佐兵衛畑ケノ水溜堀ル。同年八月羽田村高字夏なしノ上畑壱畝九歩払テ椎ノ木
　二下々畑壱畝拾八歩求ル。同年四月名主職被仰付三ケ年勤ル。弘化元辰年菩提所蓮長寺類焼
　跡再建二付金拾五両寄進致ス。依之先祖代々霊拝所別ニアリ。嘉永二酉年十二月羽田村高字
　外谷地ノ上畑田成五畝拾八歩払テ、南谷地二上畑田成五畝弐歩求ル。同三戌年6隠居シテ、安
　政三辰年九月廿四日行年五十七才二而死ス。法名顕善院秀雄日清信士ト号ス
室
　鹿伏村農岩佐六助二女もん姿ル。天保十亥年二月廿二日行年四十才二而死ス。法名真善院妙
　性日有信女ト号ス
後室
　丸山村農［記述なし］なみ、濁川町商日向栄蔵子分二而嬰ル。文久元酉年六月廿日行年五十二
　才二而死ス。法名善翁（舞ヵ）院妙清日住信女ト号ス
ニ男栄蔵○
　享和二年二生テ文政十二丑年九月南沢北側二石倉作右工門ト申もの所持ノ明屋敷ヲ買求メ、天
　保元年二家作シテ右家屋敷ヲ譲渡シ別家ヲ建ル。明治四未年四月朔日行年七十才二而死ス。
　蓮長寺旦那法名、柔和軒善住日栄信士ト号ス
長女ちゑ△
　文化二年二生テ壱町日商三浦小兵衛方へ嫁スニ不縁シテ後天保五午年九月廿四口幕臣佐渡出
　着十御船手組屋敷二居住渡邊多源次後室二嫁ス。天保七申年五月十日行年三十三才二而死
　ス。下戸村長安寺旦那、法名実相院真誉妙月信女ト号ス
ニ女つや○
　文化三年二生テ大沢最上長兵衛方へ息女二縁付。文化十二亥年正月廿五日行年十才二而死ス
　大沢善行寺旦那、法名妙是童女ト号ス
三女たみ△
　文化四年二生テ文化八未年十一月五日年五才二而死ス。法名妙達童女ト号ス
四女さと△
　文化五辰年二生テ同年十一月十六口死ス。法名妙浄嬰核女ト号ス
五女きの△
　文化八年二生テ文化十二亥年八月廿九日行年五才二而死ス。法名妙是童女ト号ス
三男乙吉△
　文化十酉年二生テ同年九月十二日死ス。法名秋夢嬰核子ト号ス
八代伊兵衛
文政六未年五月十一日生ル幼名駒蔵。嘉永三戌年二十八才二而家名ヲ続キ、同年大沢ノ柴納
　　　　　　　　　くママ　屋取崩し、其跡ヲ新田堀添ル。嘉永五子年八月廿九日名主職被仰付、其後安政四巳年甚兵衛と
改名シテ十五ケ年勤ル。嘉永六丑年十一月水車新勝場御取建二付、瓦釜屋敷ヲ貸シ地二被仰
付、則釜小屋薪納屋とも取崩し士蒲原與左工門様拝領地ヲ借り受、右地所へ釜小屋薪土納屋共
一軒二建替ル。其節士宮崎金兵衛様拝領地借り地二建置候上納屋取崩し、安政二卯年十月大沢
ノ壷小屋建替ル。其跡新田堀添ル。安政五午年七月廿七日類焼二而居屋敷釜場ノ建坪不残及焼
失二、土蔵者残ルナリ。同年八月冶翌年七月迄二本家井細工場釜小屋土納屋とも建ル。元治元子
年字切江ノ田地五畝四歩売払。同年字椎ノ木二水溜井新田開発シ慶応二寅年二月廿三日中使
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　職被仰付、年数四ケ年勤ル。其後又明治三午年二月四日中使被仰付、同年十二月迄勤ル。慶応三
　卯年字大平ノヒ々畑七畝廿歩売払、同年二字椎ノ木二新田堀添開発シ、明治元辰年二字白坂ノ
　畑ヲ不残新田二開発シ明治二巳年三月佐渡県へ願ヒ、銭五百貫文無利足十ケ年賦返納御拝借
　ヲ以新田開発被仰付、則羽田村高字木戸ロノ下畑七畝歩ノ持地不残其外御仕入稼敷地之内荒
　地之処持所二願受、新田開発シ其餓は所々二少々宛開発シ、明治四未年二月士蒲原雄吉殿井宮
　崎保寿殿拝領地ヲ買求メル。同年二南沢高字堅長寺ノ畑ヲ売払。明治五申年八月6名ヲ羅米と改
　ル。同年十二月御払米世話煎米屋ヲ初ル。明治七戌年一月止メル。明治六酉年八月●濁酒商売
　初ル。同年十月本家二納屋建継キ同月6清酒醸造初ル。明治八年十月6清濁とも醸造止メル。明
　治戌七年二字南谷地ノ田畑売払。同年七月字がらんどう坂頭冶てんちん迄野水ノ江道ヲ三町目久
　保田金五郎と仲間二而伐開く。明治八亥年十二月戸長職被仰付、同九子年六月迄勤ル。同年瓦釜
　ノ屋敷ヲ新田二開発シ明治十丑年十二月瓦釜ノ地所へ水車取建、米摘粉挽ヲ渡世二初ル。同年
　土納屋取崩し明治十一年十二月羽田村高字佐兵衛畑ケ之田畑とも売払。同年同月元鉱山寮ノ地
　所字みと二三等ノ畑廿八歩、三等ノ山地壱畝廿五歩新地券讃請ル。明治十二寅年六月上ノ山大
　松中松小松共大沢ノ大松壱本添テ金参拾円二売払。同年大沢ノ壷小屋ヲ建替テ田地ノ畝町ヲ直
　テ堀添発シ明治卜四年六月羽田村字幸賀沢●祢はやちへ廿四名仲間二而江筋伐開ク。同年八
　月三町目久保田金五郎殿貸家ヲ借請米ノ携売焼物商ひ（明治卜五年口月四丁め弾誓寺持田地
　少々求ル）明治十六年十二月釜小屋居屋敷へ引移し十七年十二月三丁め出店ヲ引取
室
　鹿伏村農中川忠兵衛長女きし天保十二丑年閏正月十四日姿ル。明治十九年行年六十二才二而十
　月廿四日死ス。法名題室妙翁日秀信女ト号ス
ニ男喜三次
　文政八酉年十月朔日生テ嘉永元申年二月廿五日米屋町工池田源六方へ縁付。安政二卯年6同
　人家名ヲ続キ、安政四巳年十二月十八日行年三十三才二而死ス。山之神長泉寺旦那、法名大典
　一乗居十ト号ス
三男豊吉
　文政十二丑年二月四日生テ天保四巳年四月十四日行年五才二而死ス。法名空覚童士ト号ス
長女つる
　天保二卯年九月廿七日生テ同年十月十八日死ス。法名了夢水子ト号ス
四男仙吉
　天保三辰年十二月五日生テ天保十亥年十二月十八日行年八才二而死ス。法名冬宝玄了童子ト号
　ス
五男音八
　天保六未年八月廿一日生テ安政六未年八月十日行年二十五才二而死ス。法名得聞是経日真信
　士ト号ス
ニ女やを
　天保九戌年十月十八日生テ天保十一子年九月七日行年三才二而死ス法名（記述なし）
長女きく
　弘化四未年二月八日生テ嘉永二酉年十二月三日行年三才二而死ス。法名本善妙了日性童女ト
　号ス
長男直作
　嘉永二酉年三月十八日生テ同年十二月十八日死ス法名（記述なし）
九　代
　嘉永三戌年十月朔日二男二生テ幼名松造（記述なし）
室
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　旧幕ノ臣佐州出着士下戸炭屋浜町居住渡辺多源次二女こく、明治三午年九月廿七日姿ル。明治
　九子年九月三日行年二十五才二而死ス。法名黒室妙煙日風信女ト号ス
後室
　窪田村農本間藤十郎二女すま、明治十一年十月十四日要ル
三男亀蔵
　安政元寅年四月廿九［1生テ安政四巳年五月朔日行年四才二而死ス。法名夏暁了快童士ト号ス
ニ女りか
　安政三辰年三月廿八日生テ安政五午年十一月十五日行年三才二而死ス。法名妙導（遵ヵ）嬰核
　女ト号ス
四男伊之吉
　安政五午年九月卜五日生テ明治九子年九月廿八日次助町雑業金子甚平方へ縁付、同人別家ニ
　ナル。明治十二年八月不縁致ス
三女さわ
　文久元酉年四月廿五日生テ明治九子年十月廿八日南沢町工武田多平長男永蔵妻二嫁ス。明治
　十一年九月不縁致ス。明治十二年四月Uソ、日三町目商福沢栄七長男栄蔵妻二嫁ス
五男潤之助
　慶応元丑年二月八日生テ慶応二寅年九月六日行年二才二而死ス。法名輪玉嬰核子ト号ス
四女すゑ
　明治元辰年二月十九日生テ同年四月廿二日死ス。法名妙善嬰核女ト号ス
長女よう
　明治五申年九月十日生ル
ニ女とく
　明治十七申年十一月三十日生ル。同十八酉年二月十四日死ス。法名（記述なし）
三女ひて
　明治二十年一月1ソV日生ル
ト　代
　系図は以上で終っているが、九代目以降については如何したことか詳細な記入がない。恐らくこれは九
代目時代につくられたものか。何れ後代のものが記入するものとして疎記に止めたものではないか。原本
は殆どが変体仮名をつかってあって、そのま・では印刷できないので、殆どを当用活字に改めさせていた
だいた。
　ここで特に申し上げたいのは、この系図、本来の窯業にさして関係なさそうなものまで採用させてもらっ
ているが、しかしこれは窯業家としての伊藤家に何らかの影響を与えたであろう人々の動静、あるいは家
業の消長を知ってもらいたく特に掲出したもの。掲出については伊藤家御当主の承認を得たことは勿論校
正については伊藤家御親戚の池田氏を煩したことを申し添えておきたい。
　それともう一つ、伊藤家は代々羽口屋を屋号とし、初代が甚兵衛、二代が伊兵衛、三代が甚兵衛と、甚
兵衛、伊兵衛を交互に名乗ったことと、八代目を以って陶窯は廃止されたことである。
　また、この系図のなかの旧幕時代の、それも瞭かに農工商職と思はれるものに、それぞれ姓をつけてあ
ること、そうしたことからこの系図は明治に入ってから、過去帳か何かから拾い出して、新たに綴られたも
のということがいえる、そのように思います。
牛窪弘善輯
12
　陶工としての伊藤家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南沢題米図書
　　明治44年11月、佐渡新聞連載
　　閉この文は川上喚涛の著作である。本集成5項の（1）古記録類の『佐渡新聞』参照
　　　素焼も無名異焼も屋根瓦も南沢の羽口屋が元祖である………。
　　　伊藤家の元祖は加賀の国の出身で、延宝2年3月、相川町大沢に居住地を定めた。職業は羽口製造
　　業で、大略慶安年間から始めたらしい。羽口というものは鉱山の大吹、小吹という金を吹く床、即ち
　　分析に使用したものでセリ場へ納めることになっていた。以前は同地に羽口屋が7軒あったそうだ。
　　　二代目伊兵衛は寛文11年生れ、元禄9年26才で家名を継いで正徳4年に素焼（土焼物）を始めた。
　　京の音羽屋九郎兵衛が清水焼を始めた頃から46年も前のことである。実に本郡に於ける陶工の嗜矢
　　である。
　　　翁が素焼を始めるようになったのは、佐渡奉行所の役人の中に少々焼物を心得ているものがあっ
　　て、それから習ったからである。享保19年7月朔日に没くなられた。享年64、法名は道影院秀光日体信
　　上。
　　　伊藤家が現住地の南沢へ移住したのは3代目甚兵衛の代である。
　　　4代目伊兵衛は安永4年6月7日、御用瓦焼立てについて江戸今戸瓦並に梅堀、万古焼の類習いうけ
　　るよう仰せられて、旅費並に道中足軽の先触を頂載して江戸表へ出立したのである。修業後は字中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラ　　地阪の滝のドへ焼竃を築いて御用瓦を焼き始めた。その手当としては割安地、払米70石買請け仰せら
　　れた。これが屋根瓦の抑そもの始まりである。当時の佐渡奉行高尾孫兵衛の御手元から『佐』の字
　　の極印を載いてからの同家では『佐』の字を合印に使用した。それから黒焼という物が始まった。安
　　永8年には職業御鑑札頂載。享和元年9月9日、75才にて没。
　　　　　　　　　　　　　　くママラ　　　「佐渡相川誌」には、南沢伊兵、同善行寺前の長兵衛羽口の外、砂鍋土器を焼く、往占は是等の
　　土器も他国より来けり。宝暦4年、伊兵衛瓦を焼く。中寺町瑞仙寺の土台に用ふ。とある。
　　　7代甚兵衛は文政2年、即ち20才のときから楽焼を始めた。この楽焼というなかには無名異焼も含ん
　　でいるのである。吉田八右ヱ門が九谷焼の中興から60年目、美濃磁器、京の永楽焼の始まりからは丁
　　度6年目である。
　　　8代伊兵衛は安政中甚兵衛（羅米）と改名した。翁は秀之が本名で、南渓、清風亭、聾室、弄花堂
　　等の雅号を有し、甚平製には羽甚（羽口屋甚兵衛の略）丸佐、塾等の銘が押されてある。亦、翁の製
　　作品には多くつぎのような刻銘がある。
　　　金確製、無名異、昔吾祖、製作器、守其朴、敢無貴、自然香、自然効、清風亭聾室。亦、往々俳句を
　　刻したものも見受けられる。翁は茶道でも挿花でも宗匠格であったが俳句もよくし、句集一巻が残さ
　　れている。更に翁は頭脳も明晰で用意頗る周到で、伊藤家の系図などを立派に綴ったり、口碑を筆録
　　したり、亦書画、状などを綴って自ら序文まで添えなどしている。伊藤家にとって翁は実に代々中の最
　　も活動的な人物であったのである。明治18年没、享年64、弄花秀之日鶏はその釈誼である。
　　　翁の次は伊藤松蔵である。挿花の宗匠であったが昨年亡くなられた。10代、即ち現在の難米もとき
　　どき花をヒネっておられたがその書画状の序文は次のようなものである。
　　　予は南渓清風亭の秀之と号し、茶礼、生花の式を柳か学び、その余の風雅は知らざれど、壮年の
　　頃はいろいろの噺を聞ても楽はあり、年老て聾耳となり、噺は聞へず当時は茶華道の友も稀なり。楽
　　み薄き故にいま俳道を学び、陶器の中へ模様を形どり、外に愚の句をほりつけるを楽みとなしてあり
　　無骨ながら四方の諸君子へ披露いたし候。御歴々の御楽みをこれに御認め被下かし。又一入の楽み
　　に永く持用いたし度ものぞかし……。
　　　　　　　人毎に楽みはあり花の春　　　　　　聾　室
　　　　伊藤赤水
伊藤家はご覧のとおり、甚兵衛家の出である。
　　　　　　　　伊藤赤水家系譜
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本家三代目伊藤甚兵衛長男
初代伊藤文四郎
　　延享三寅年二下戸町東側表口三間後拾間町役目半軒百姓後半軒分戸処家屋敷井荒物□物
　商ひ元手銭譲リ請別家トナリ住居ス後不仕合打続キ宝暦四年二家屋敷売払二町目二店ヲ借リ
　住居ス宝暦六子年四月廿八日行年三十三才二而死ス蓮長寺旦那法名宝山院清円日浄信士ト号
　ス
　室
　鹿伏村中村次兵衛方ヨリ嬰ル宝暦十二午年正月二日死ス法名円浄院妙清信女ト号ス
　延享二年二生ル本家五代目を継キ文化十一戌年六月四日行年七十才二而死ス蓮長寺旦那法名
　唱行院秀明日成信士ト号ス
ニ代権平
　延享四年生ル父文四郎病死後鹿伏村中村次兵衛方二同居し後間ノlll二住居シテ明和元申年
　十二月朔日死ス法名宝山院清必日遊信士ト号ス
　室
　間ノ山住ミノもの二而五郎左ヱ門町来迎寺旦那ノヨシ
女子
　羽田町岩谷孫兵衛方へ嫁ス文政四巳年七月十三日死ス妙円寺旦那法名常心院妙円日性信女ト
　号ス
三男
　上寺町妙法寺弟子トナル天明五巳年八月十九日死ス法名嶺妙院日仙大徳ト号ス
女子
　鹿伏村岩佐六助方へ嫁ス
男子
　出家シテ柴町専光寺住持ニナリ
三代富三郎
　本家五代目伊藤甚兵衛二男ナリ文化二丑年壱町目東側表口四間後五間ノ家屋敷井掲薬商分二
　元銭残本家ヨリ譲リ請当家ヲ相続ス
　室
　羽田町岩谷孫兵衛方ヨリ嬰ル
四代松太郎
女子つち
　当家五代目ノ室トナル
女子きく
女子
　二丁目山本鶴之助方へ後室二嫁ス明治四未年行年
女子とく
　南沢町伊藤栄蔵方へ嫁す
女子すみ
　一家ヲ建ル夫ハ下戸町
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L好志
　　不明
　五代文四郎
　　加茂郡川内村白川兵五郎男定松左文三町目浜町小杉与十郎子分ナリ
　　室
　　当家三代目ノ長女ナリ明治六丑年三月十六日死ス法名
　六代富太郎
以ド欠文
　赤水系譜については、只私の手もとに集まっている資料はこれだけ、然しこれだけでは五代文四郎、六
代富太郎の系譜関係が瞭かでないので、後日調査のうえ、なるべく早い時期に瞭かにしておきたいと思っ
ている。
　　　　黒沢金太郎
　羽口屋甚兵衛についで赤水家系譜を述べたのは、同家が甚兵衛家からの分家だ、ということ以外、た
いした意味はないが佐渡匠（近ヵ）世の陶窯陶芸を語るに、黒沢金太郎を外してはなりたつまい。
　この㈹金太郎については嚢（嚢ヵ）にも述べてあるよう、佐渡博物館の計良学芸員が小冊子に纏めて
概略を発表しているなどあり、在京の時岡二郎氏もその研究の結果を、雄lll閣から出版されるというの
で、重複を避ける意味で私はこれに触れないことにした。
（註）時岡二郎「世界陶磁全集」第六巻（河出書房）所収の研究。
　　　河原伊勢治・計良勝範「新穂村井内、金太郎窯趾について調査」佐渡考占歴史5、昭和40年10月。
　　　河原伊勢治・計良勝範「金太郎焼に関する一、二の資料一相川の土地売渡し文書について一」
　　　　　　佐渡史学6、昭和42年10月。
　　　計良勝範「黒沢金太郎の身辺一彼の墓標と過去帖をとうして一」佐渡史学7、昭和46年6月。
　　　河原伊勢治「佐渡新穂村における陶工黒沢金太郎」佐渡文化1、昭和47年10月。
　　　　三浦常山
　三浦常山に関しては、「常山窯無名異陶器沿革控」と題した文書と、「陶器」と題した文書を入手したの
でそれをのせさせていただく。
　　明治三十四年七月中
　　　　　　　　常山窯無名異陶器沿革控
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠雨軒三浦常山
　　　　　　　　　常山窯陶器沿革
　　　　　　　　　　　　　　　　三浦常山　　　　佐渡郡相川町
　天保七丙申年、佐渡国相川町二生ル。幼ニシテ父二別レ、家政ヲトレリ。二十五才始メテ国産方世話掛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママハヲ命ゼラレ、家々代々里正タリ。嘗テ幕府ノ末二方リ英国ミンストルサクレハークス氏当地へ渡来スルヤ特
二接待員二命ゼラレ、慶応二年、英人ガール氏当相川鉱山へ聰セラレ着任セラルルニ方リテモ亦撰バレテ
接待員タリ。哀二於テガ氏二就テ専ラ海外二於ケル事業ノ情態ヲ審ニシ益々国産事業ノ必要ナルヲ悟ルト
共二其起業の念遂二勃々トシテ起リタリキ。
㈱外国人名はパークスとガワー。来島年については慶応3年パークスー行にガワーが同行したのが初めて。以後ガワーは
　翌4年に幕府の命により佐渡鉱山再建計画立案のため再来島するも幕府崩壊により3月頃引き揚げ、今度は新政府
　に雇われ明治2年来島、さらに翌3年スコットを伴って来島という。（『佐渡相川郷土史事典』による）
　翌年王政維新トナリ、奥平謙輔参謀トシテ来島スルヤ相川ノ地ハ最モ海岸二接近シテ防備ノ位置二非
ズトシ石田村屯所二其府ヲ移シタルヲ以テ爾来相川ハ只鉱山二依テ多ク生活ノ途ヲ立ツルニ至レリ。菰二
於テカ里正ノ我等痛恨措ク能ハズ、東奔西馳、相川ノ前途ヲ憂慮スルト難モ時非ニシテ遂二挽回ノ機運
二会セズ、翌年佐渡県知事トシテ新五郎ノ来任スルヤ府ヲ元ノ相川二移スニ至レリ。
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　明治四年、再ビ英人ガール氏鉱III技師トシテ来相シ旧製法ヲ廃止シ新製洋風機二改良セリ。為二鉱山
二従事セシ八才の者ヨリ七十才老者二至ル凡ハ三千有余ノ細民バー時二其ノ業ヲ失フノ悲境二陥リシカバ
時ノ知事深ク国産ノ興起センコトヲ斗（計）レリ。是ヨリ先キ常山ハ鉱山ノ用達ヲ兼ヌルヲ以テ同六年、勧
業方心得ヲモ兼務セシメ、当地二於テ白磁器ヲ造ランコトヲ謀ラレ、会津ヨリー時陶師ヲ雇聰セシモ原土
重二会津地方二仰ガザル可ラザルヲ以テ自然事業ノ不振ヲ来シ、遂二空シク此業を中止スルニ至レリ。
　愛二於テ常山再ビ志ヲ起シ、旧来ノ無名異焼ハ楽焼ニシテ軟弱ナリ、実用二足ラズ。依テ之ヲシテ堅牢
ナラシメント欲シ専ラ其方法ヲ案出シテ遂二今日ノ名ヲ博スルヲ得タリ。蓋シ其今日二至レバ惨澹タル苦
辛ハ到氏筆紙ノ能ク尽スベキニアラズ。
　抑モ我国陶器ノ創始ハ安永年間二在リテ当地三丁目黒沢金太郎ナル者九州地方へ漫遊シ、陶器ノ伝ヲ
得テ創製セシモ素ヨり区々タル普通ノFl用器具二過ギズ、偶々破山ノ土石ヲ以テ造ルニ至リシト難モ三代
ニシテ廃業シ常山工場二雇ヒシモ惜ヒカナ早世セリ。二代金太郎二使役セラレシ上西久平ナル者現時八十
余才ノ高齢ニシテ今猶常lll工場ニアリ。
　次二当地南沢町、伊藤伊兵衛ナルモノ無名異ヲ以テ楽焼セシモ其ノ製タル素ト軟弱ニシテ実用二供スル
ニ足ラズ。
　文久年間、当地大問町河岡新平ナル者美濃及ビ近江ヨリ陶師ヲ聰シテ字水金沢二於テ開窯シ、磁器ヲ
製シモ遂二奮ハズシテ絶タリ。
　当時陶師従事セシ矢口弥平ナル者猶ホ常山工場ニアリ、明治六年常山創業ノ際ニモ亦旧製二倣ラヒシ
ト難モ其質ノ全ク堅牢ナラザルヲ探ク慨嘆シテ日夜思ヲ改良ノ点二焦シ、偶々此ノ土質ノ殆ンド彼ノ支那
朱紫泥ト同一タルヲ発見シ之レニ充分ノ火力ヲ加へ堅硬ノ陶器トナラシメ彼ノ支那泥器二拮抗シ以テ我
国一種ノ名産タラシメント欲シ、熱心以テ之二当リ、明冶九年二至り新タニ自宅ノ邸内二於テ硬造ノ陶窯ヲ
築テ其ヨリ火ロニ経験ノ為巨多ノ薪材時日ヲ費シ孜々数年ノ星霜ヲ経テ漸ク堅硬ノ無名異陶器ト成ルヲ得
タリ。
　元来発明二係ル原土無色ナルモノハ鉄色二変ズルガ常ナリ。然ルヲ堅牢二焼成シ、原色ヲ変ゼラシメン
ガ為幾多、辛酸ヲ嘗メタリ。蓋シ冬天寒ヲ凌グニハ即チ薄キヲドニシテ、漸次衣ヲ厚クスルガ如キ、又栗ノ
形体ヨリスルモ幾重ノ包皮ヲ経テ始メテ人ノ嗜好二適スルノ美味アルガ如キ此陶器ヲ製スル上二於テ発明
　　　　　　　　　　　くママハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママハシタルカ要点ハ固卜斯ル卑近一原理二過キサリシナリ。是ヲ以テ幾重一器具ヲ製シ始メニ焼試ミシニ果セ
ルカナ其成績頗ル好結果ヲ得タリ。其時二於ケル常山ノ喜ビヤ知ルベキノミ。成業今日ニシテ往時ヲ顧ミ
レバ転ター笑二値スヘキノ奇聞少シトセス。旦夫レ従前ノ如キ軟弱ナル無名異楽焼ヲ改良シ、堅牢ナル朱
紫泥ト焼キ盛シ以テ国産ト為セシバ蓋シ常山之ガ元祖タル事晋ク世上ノ知所ナリ。其起業ノ紀元ハ実二今
ヲ距ルコトニ十四年前、即チ明治十一年ノ昔ナリ。一中略一
　明治十四年、第二回内国勧業博覧会ノ際上京、新潟県出品人総代ヲ拝命シ、北白川総裁宮殿ドヨリ御
招待ノ栄ヲ辱クシ又褒賞ヲ拝受セリ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママハ　都下陶器家三浦乾也トハ夙二親交アリ、長男ヲ尾濃ヨリ呼ビ寄セ乾也二師事セシム。常山ハ都ニテ陶
器二関スル書類ヲ求メ帰省、書中木米翁著ス所ノ陶説ヲ熟覧シ、一層ノ研究ヲ重ネテ専ラ実験二歳月ヲ費
シ、各種ノ紬土等ヲ発見シ満足ノ効果ヲ収メシモ拾数年間、一意斯業二経営シテ只ダ飢寒二苦マザリシ
外ハーモ余資ノ存スル所ナク、是レガ為明治拾九年一月一時上京シテ根岸二寓居セリ。根岸ハ上野ノ麓ナ
ルヲ以テ台州常山ト号シ開窯シ傍ラ挿花点茶ノ師ヲナセリ。当時農商務省雇教師独逸人ワグネル氏ト交リ
ヲ厚クシ種々陶器二関スル談話ヲ聞キ得ル所不勘、日本美術協会々員トナリ、毎月諸名家ノ宝器逸品ヲ熱
覧シ研究スル所亦頗ル大ナリ。明治廿一年三男藍川ヲシテ上京セシメ、又乾也ノ門二入ラシメ、図画彫刻
ノ技ヲ習ハシ、又明治廿二年一月常山帰国、奮ッテ泌質粕薬等改良ヲ企図シ、親子三人額ヲ集メテ日夜研
究二心ヲ委ネ遂二好結果ヲ得テ今日ノ世評ヲ博スニ至レリ。
　明治三十二年、武州八王子窯開設、一府九県聯合共進会開催セラルルヤ挙ゲラレテ審査員トナリ、又同
会ヘノ出品二対シテハ三等賞ヲ受ケタリ。其ノ出品ノ中二就キ　皇后宮職御用品トシ御買ヒゲノ栄ヲ辱フ
セシバ紫泥鷲彫刻花瓶ナリキ。之レト全時二農商務省参考品陳列館陳列品トシテ常山青姿蓮形筆洗ヲ御
購入セラル。明治三十三年八月、宮内省御用品トシテ常山青姿浮牡丹唐草花瓶ノ御買上ゲノ栄ヲ辱フス。
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明治十年、内国勧業博覧会二出品シテ花紋賞牌ヲ拝受セシヲ始メトシ昨明治三卜三年日本美術協会へ出
品、壱等質ヲ拝受ス。其他府県市博覧会等へ出品、賞牌褒賞等前後数十回。
　常山多年ノ経験二依テ発明セシ年次ト其種類トヲ摘記スレバ、実二左ノ十種二及ベリ。今ヤ其声価ヲ高
メ蓑ロタルー孤島二在テ能ク其ノ名ヲ知ラルルモ蓋シ常山ガ多年ノ寝食ヲ忘レテ事二従ヒシ結果二外ナラ
ズ、常山ハ徒ラニ名ヲ売ラントスルモノリ存ラズ、齢稀二近キ身ヲ以テ猶昔ノ辛酸ヲ遺忘セズ、益々斯業ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラ発達ヲ図リ美術ノ真髄ヲ極メテ以テ国家二利益タラシメン事ヲ期スルト共二、世間ノ知遇二酬セントシツツ
アリ。
　常山（初代）死去、明治三十六年十月、齢六十九才。常山発明スルトコロノ特色、泥質粕薬及彫刻ノ起源
年月日順序。
（1）藍　泥
（2）栗　泥
（3）紫　泥
（4）朱　泥
（5）濃　泥
明治八年九月
全
全
全
全
創製
九年一月創製
十年三月創製
十一年七月　　　創製
十一年八月　　　創製
以上五種泥色ハ明治十一年八月二至り完全ナル特色トナル。
（6）青盗　明治十六年十月　創製
（7）黄　姿　　全　　　　　　　　十七年十一月　　創製
（8）紫藤紬白泥嵌　明治十八年九月創製。同時二堆刻創始ス
（9）祥朱泥　　明治十九年三月　　創製
（10）白海鼠　　全　　　　　　　　廿年七月創製
（11）白雲柚　　全　　　　　　　　十トー年七月　　　創製
（12）朱紫泥ノニ質二黄泥堆彫象嵌紋　　明治廿三年六月創製
　　　　　　　　　　　　　　　　創製（13）紫研泥
（14）黄雲粕
（15）紫雲粕
（16）夏雲紬
（17）柘榴紬
　　　　　くママラ明治廿四年二日
全
全
全
廿五年十月
H’六年五月
廿八年十月
計一年一月
創製
創製
創製
創製 以上　　常山
　次のものは、常山が明治37年に当時の相川町長宛に堤出した常山窯の報告書であるがひょんなことか
ら私の手に入ったものである。
　　　　陶　　器
第一業務上ノ観察
（イ）沿革
　　　佐渡二於ケル陶器ノ創始ハ安永年間相川町ノ黒沢金太郎ナルモノ九州地方二遊ヒ製陶ノ術ヲ学ヒ
　　テ帰リ僅力日常ノ用具ヲ製出セシモーノ産業ト為スコト能ハズ偶々鉱山ノ土ヲ利用製造セシモ遂二十
　　分ナル日的ヲ達セズ遂二三代ニシテ其業ヲ廃スルニ至レリ、次デ文政年間同町伊藤甚兵衛ナルモノ
　　無名異土ヲ以テ楽焼ヲ製セシモ其質軟弱ニシテ実用二供スルニ足ラズ其後文久年間二及テ同町河岡
　　新平ナルモノ美濃及ヒ近江ヨリ陶師ヲ聰シテ水金沢二於テ開窯シ磁器ヲ製セシモ是又奮ハズシテ廃
　　絶ス明治初年常山勧業方心得業務ヲ命ゼラレ製産業ノ興起ヲ図ルハ国家ノ為メ最モ緊要ナルヲ察シ
　　当相川二於テ白磁器ヲ造ランコトヲ企図シ会津ヨリー時陶師ヲ雇聰セシモ原土ノ大半ハ之ヲ該地方
　　二仰ガザル可ラザル等彼是不便不利益ノ点少ナカラズ慈ヲ以テ…時之ヲ中止シタルモ常山再ビ志ヲ
　　起シ思ラク旧時ノ無名異焼ハ楽焼ニシテ軟弱実用二供スルニ足ラズト難モ之レヲ改良シ堅牢ナラシメ
　　実用二適シ而モ愛玩二足ルモノヲ製セント欲シ日夜思ヲ改良ノ点二注ギ苦心経営ノ結果遇々無名異
　　土ノ支那朱紫泥同一ナルヲ発見シタルヲ以テ之ヲ数回濾過シテ適意ノ器品ヲ造リ充分ナル火力ヲ加
　　へ堅硬ノ陶器タラシムベシト思惟シ称来熱心以テ期業之改善ヲ図リ初志ヲ遂クルノ気運二至リタルヲ
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　　以テ明治九年新二邸内二於テ登リ窯ヲ築キタリ然シテ火候ヲ経験スル為メ薪材ト時日ヲ費シ数年ノ星
　　霜ヲ経テ堅硬ニシテ而モ雅趣アル無名異陶器ヲ製出シ漸ク我邦一種ノ国産ト為ヲ得タリ時二明治卜
　　年、聖駕北越御巡幸行二際シ新潟市二於テ県下物産ノ小博覧会ヲ開催セラルルヤ自身創製ノ陶器ヲ
　　携帯シテ同会二陳列シ以テ天覧二奉供セリ蓋シ之ヲ以テ自国ヨリ製出セル朱紫泥陶器ノ世上二知ラ
　　レタル噴矢トス次二明治十四年第二回国内勧業博覧会開設ノ際新潟県委員惣代二推撰セラレ上京シ
　　テ任務ヲ了シ兼テ斯業ノ学者事業家ノ意見ヲ聴キ或ハ実物ヲ観察シ或ハ故人丹精ノ器品ヲ目撃シテ
　　大二得ル所アリ抑モ朱泥発明ノ当時ヨリ今日二至ル迄弐十八年間原料紬薬ノ撰択改良火候ノ適否如
　　何等ヲ実地二経験シ其間困苦惨担ノ悲況二陥ラントシ漸クニシテ効果ヲ収ムルニ至リシモ資産之レ
　　ガ為メニ殆ンド蕩尽シ僅カニ飢渇ヲ忍ヒ奮ツテ斯業ヲ経継センコトヲ強メ孜々トシテ之二従事セシバ
　　畢寛自巳ノ辛酸ヲ忘レー家ノ困難ヲ省ミズー意専心初志ヲ貫徹セムコトヲ期シタリ此間二在テ長男、
　　二男ヲ以テ斯業研究ノ為メ東西京二遊歴セシメ為メニ技術上得ル所アリ是ヨリ助力トナリテ事業著シ
　　ク発達隆運ヲ致シ其ノ製品モ亦大二進歩シ随テ世人ノ好評ヲ博シ需要ヲ充タスニ日モ亦足ラザルノ
　　盛況二至レリ去ル明治計二年東京府主催ノー府九県聯合共進会ノ審査員ヲ命セラレ明治計四年新潟
　　県主催一府十一県聯合共進会ニモ審査員ヲ命セラレ農商務大臣閣下ヨリ特二自業二対シ其功績顕
　　著ナリトシ辱クモ功労賞ヲ授与セラレタリ是誠二数十年ノ辛酸経営弦二到ツテ始メテ発揚セラルル恩
　　遇二渥セリ将来益々斯業ノ改善振興ヲ企図シ此ノ厚恩二報セムコトヲ期セリ。
　　　功労賞拝受の写し
　　　　　　　　功労賞授与証
　　　　　一金弐拾円　　新潟県佐渡郡相川町
　　　　　　　　　　　　　　　　　三　浦　常　山
　　　　　　夙二心ヲ陶業ノ改善二委ネ百折不擁家産ヲ
　　　　　　蕩尽スルニ至ルモ製陶ノ改良二意ラ（ヲヵ）絶タス
　　　　　　経二佐渡朱紫泥焼ヲ発明シ常山焼ノ名漸ク
　　　　　　高シ其ノ功績顕著ナリ
　　　　　右審査長ノ薦告ヲ領シ新潟二於テ之レヲ授与ス
　　　　　　　明治三十四年九月二十日
　　　　　　　　農商務大臣従二位勲三等　平田東助　國
（ロ）営業ノ状況
　製造品ノ種類　祥朱泥　濃朱泥　淡朱泥　濃紫泥　栗泥　茶葉粕　白雲紬　暁雲紬　夏雲紬　黄
　　　　　　　　雲粕等ノ各種類アリ
　製産額　　弐十弐万千七百個、此ノ価格壱万九千九百五十三円
　主販路　　三府及ヒ各県地方二販路漸進スト雌モ主ナルハ東京及ヒ関東地方北海道地方新潟県井白
　　　　　　国夷港二見港等ニシテ多クハ茶器、食器ニシテ酒器、文房器之レニ亜ク
　職工人員　拾七名（内訳甲四名、乙四名、丙四名、丁五名）
（ハ）職工及徒弟ノ状態
　職工労働時間八時間ナリ
　賃銀壱ケ年弐千弐百六十八円
　傭主二対スル関係、幼年ヨリ教授シテ傭役ス
　徒弟ノ契約ハ弐拾年間従業ノ約、身元ハ何レモ同郷ノ壮年徒弟ニシテ使役上二弊害ナシ徒弟習業ノ
　有様ハ各自専門二分ツ
（二）製品売買ノ状況
　販売店ハ東京市及新潟、自国夷港、小木港、二見港ニァリ其ノ他売捌店ノ主ナルモノハ関東地方、北海
　道等ナリ
第二技術上ノ観察
（イ）製品種別　茶器、食器、酒器、文房具
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（ロ）原料種類
（ハ）丁
　　無名異泥漿、無名異土及ヒ粘土其他紬料二用ユル硅石、長石、硬木灰等
　　以上一切当所鉱山附近ノモノヲ以テス此ノ仕入価格概金六百円
種　製作技術ハ旋盤製作、捻作、土型作、彫塑、彫刻、絵画、素地磨キ、施粕トナリ
　　以上二使用スル器具、旋盤、土型、箆鉄刀、竹刀、鉄削刀、磨棒、金剛砂沫
　　其ノ他各種装置、煉瓦石築造登り窯六房、素焼窯弐基、焼付窯一基、三重土漉桶、羽
　　二生箭、原土貯蔵室一室、粕料製煉石臼、石砕鉄器械等ナリ
第三製造ノ状況
　今ヨリ弐拾八年前、朱紫泥焼キヲ発明セシ以来、吾力製スル処ノ陶器ハ原料ヲ撰択シ綴密精良ヲ主ト
　スルガ故焼成ノ上ハ光沢アリテ美観ヲ呈シ且ツ堅牢ニシテ使用上耐久ノミナラズ年月ヲ経ルニ随テ雅致
ヲ顕シ愛玩掬スギニ至ル然シテ近来亦原料二各種ノ粕薬ヲ施スコトヲ発明シテ需用者ノ好評ヲ博シ販売
高ヲ増加シ嗜好家益ス多キヲ致シ産額十年前二比シ十倍ヲ加フルノ盛運二至レリ
　　以上調査ノ結果御届申候也
　　　明治三十七年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　浦　常　山
　　相川町長村田七郎殿
　以上は原本にしたがい、できるだけ克明にそれを写してきたのですが、肝心の原本が片仮名にひら仮
名、そのうえ変体仮名まで混えた、たとえば「彌」は「や」なのか「ね」なのか、日常語ならなんとか判読し
ますが地名などの場合、このような文字で表現されていたのでは現地を知らないひとたちに判読しようもな
く、それはそれとして文中欠字が多く、止むを得ないのでこれは口口で埋めさせていただきました。
　また、引用に冗漫な、と思われる箇所がないでもありませんが、反対にかき足りない点も多く、何しろ館
報原稿の締切りという時間的な制約もあり、既に印刷物として皆さま知りすぎるほどお知りのものもないで
はありません。
　それらとの重複を避けるという配慮が反ってこの記録を中途半端なものに終らせてしまった、それは反
省しております。然し佐渡の国焼陶器を研究なさるものにとって、是非知っておいていただきたいものもか
なりある等、参考になれば幸甚です』
　なお、相川町における陶窯の歴史を記述したものに、相川郷土博物館長だった平井栄一氏の著述（註
1）があり、佐和田町教育委員会で発掘調査したものに、「小沢窯跡」（註2）の報告書が刊行されているこ
とを申添えておきます。
　　註1．平井栄一「佐渡における陶器の歴史」越後と佐渡第10巻110号、昭和29年11月。
　　註2．佐和出町教育委員会「小沢窯跡」昭和45年1月。
『新潟県史　通史編5　近世三』　昭和63（1988）年　新潟県編・発行
序章　近世後期の越後・佐渡
　　産業経済　越佐の産業のなかでもっとも特色ある存在であった佐渡鉱山は、幕末になると極度に衰
　　微した。幕府はこれを打開するために、民間人の自分稼ぎ山を援助するとともに慶応三（1867）年に
　　は御雇い外人による新技術の導入を行った。
　　　幕末の鉱業で活気を呈していたのが鉛山の採掘である。現在の入広瀬村・加茂市・下田村・弥彦
　　村・村松町・糸魚川市などで掘られている。これは幕府がオランダや中国との貿易に銅を使い、その
　　銅の精錬に必要な鉛の需要が高まったためであった。
　　　三面川で鮭の種川制度が成功し、その成果があがるのも幕末であり、村上堆朱の生産が発展に向
　　かうのも天保以後である。天明年間（1781～88）に生産が始まった加茂箪笥は、幕末には蝦夷地まで
　　販路を広げている。佐渡の蝋型鋳金法による銅器が、優れた工芸品として製造が続けられるのは、
　　弘化四年、原（のち本間）琢齋が大窪村（柏崎市）から佐渡の五十里村（佐和田町）に移った後であ
　　る。その他、佐渡の無名異焼をはじめ各地の陶器や織物などには幕末に起源をもつものが少なくな
19
　　い。（後略）
第三章　産業の発達と流通の展開
八　窯業と特産物
　　越後・佐渡の窯業　越後・佐渡で本格的に窯業が興るのは、江戸時代の中期以降である。特に天明期
　　（1781～88）以後になると、九州鍋島・尾張瀬戸・京都清水・奥州相馬など、他国の窯業先進地から
　　多くの陶工職人が来住し、諸藩や地主・商人に雇われて技術指導に当たり、各地に陶磁器の産地が
　　生まれた。藩が窯の経営に当たった場合、その窯を後世には一般に藩窯といい、地主・商人の場合は
　　民窯と称している。次に主な窯についてその概要を述べよう。
　　　（中略）
　（五）佐渡の民窯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　　佐渡では、黒沢金太郎が寛政十二（1800）年に相川で金太郎焼を創始した。金太郎は、相川で羽
　　くち　　口（ふいごの先につける素焼の土管）を焼きながら瓦や火鉢一ヒ鍋などを焼いていた羽口屋甚兵衛
　　から陶法を学んだ後、九州の唐津方面で修業を積んだ。帰国後相川の檀特山に窯を築き、寛政十二
　　年に奉行所から焼物渡世の許可を得て陶器を焼き始めた。その後、文化年間（1804～17）に京都の
　　京焼や信楽などの窯業の先進地を視察したことが、作風によい影響を及ぽした。陶土・粕薬の選定や
　　調合などに工夫をこらし、日常の雑器のほかに新しい感覚をもりこんだ茶器・酒器・花瓶・文房具など
　　を焼くようになった。窯は二代金太郎に受け継がれたが、窯場は各地を転々と移り、明治初年の五代
　　金太郎の時代まで続いた（時岡二郎「陶工金太郎の謎」『佐渡史の謎』）。
『新潟県史　通史編7　近代二』　昭和63（1988）年　新潟県編・発行
第二章　日清戦争後の政治と社会
　第二節　企業勃興と県産業　八　醸造工業と諸工業　諸工産物の生産動向
　（前略）
　　瓦製造では北蒲原郡笹岡村（笹神村）において明治二十年代に改良釜二度焼き製法が導入され、好
　　評を得て県内の代表的な産地となった。陶磁器は佐渡郡の無名異焼、北蒲原郡の米谷焼、南蒲原
　　郡の高安寺焼、西蒲原郡の松谷焼および村上町の村上焼が知られた。建具・桐箪笥は南蒲原郡加茂
　　町（加茂市）が主産地で、北越鉄道の開通後、北海道・山形・長野・富山地方にも販路を拡大した。
　　（後略）
「佐渡のわざ　金太郎焼」　昭和63（1988）年　田中圭一　『歴史紀行②　佐渡』　歴史春秋社編　原
書房発行
　　　いま佐渡は焼物の国である。土産物屋の店頭をのぞいてみたら焼物が無い店を見付けるのに苦労
　　するにちがいない。大小の窯元が島中に林立していることがすぐれて特徴的である。
　　　佐渡無名異焼と称する焼物は赤茶けてくすんだ色をしている。鉱山からとれる無名異を含む土を
　　焼いたものだ。無名異の故郷は石見とも生野ともいわれるがその朱泥は茶に溶けて体に良いと喧伝
　　されてもきた。
　　　しかし、佐渡の無名異焼が明治のはじめ士族授産というどうにもやりきれない事情のなかで生まれ
　　たことを知っているものはあまりいない。
　　　江戸時代のはじめ佐渡は金銀山のおかげで諸国の富をあつめた。金を出して諸国の産物を買いあ
　　さった。戦国末期の城下町河原田（現・佐和田町）の町には京町や大坂町があり、相川の京町は上京
　　町・中京町・下京町と三町にも分けられて都から選ばれた品物が店先に積まれた。そのためにこの国
　　にあった在来型産業は打撃を受けた。焼物もその例外となることはなかった。相川の中央・大久保
　　長安がつくった大安寺の門前に「唐津町」という街ができたのは慶長のころのこと、そこでは唐津の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す　ゴ　　陶磁器がところせましと店先にならべられたにちがいない。そのために能登の珠洲地方から売られて
　　きた珠洲焼きの店などはたちまち経営難におちいったという。すでに珠洲焼きにおされて運が尽きた
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小泊（現・羽茂町）の須恵器などはひとたまりもなく人々の記憶から遠ざかってしまった。
　江戸時代の初期、慶長・元和の頃に年間一万貫もの銀を家康に上納していた佐渡金銀山は宝暦の
頃・十八世紀の半ばともなればようやく二百貫ほどの銀を上納することが精いっぱいであった。
　宝暦元年奉行所は、山師十二人のうち九人に三人扶持（一人扶持は一日米五合）を与えて奉行所の
丸がかえとし、経費切りつめに全力をあげた。買石（精錬業者）は天明二年（1782）奉行所に精錬請
負金額の増加を求めたが、それに対して奉行所は数名の者をお雇いとしのこりの買石には一人に二十
貫文を与えて整理してしまった。
　そういう情勢の中から佐渡の焼物がふたたび息を吹きかえすことになった。金太郎焼（黒沢金太
郎）の生誕である。
　時岡二郎さんによると買石金太郎の家はこの事件で失業・転業に追い込まれた。買石の小伜が母
に手を引かれて相川の浄土宗大超寺の門をたたいたのはこの時である。口べらしをしないことには
家を維持していくことができなかった。大超寺の黄誉上人はこの子の叔父で、寺は相川中寺町にあっ
た。
　金太郎の家は相川の海岸に近い五郎左衛門町にあった。五郎左衛門というのは山師樋［五郎
左衛門のつくった町でいまの相川三丁目裏に隣接する場所にある。金太郎はそこから毎日大超寺に
通った。道は南沢に沿って寺町にかかり、坂道を少しずつ登っていく。その途中に羽口屋甚兵衛の窯
場があった。
　羽口というのは鉱ll1で精錬するときに、炭火の火力をつよくするための送風装置で、その風の吹込
口につける土管のこと。角型のものもあれば、丸型のものもあった。長さは大きいもので八十センチ、
短いもので二トセンチくらい。いずれも先が細くなって強い風を送るようになっており、送風機のほう
はちょうどアコーデオンのようにのびちぢみするようになり人が足でそれを踏んで風を送った。金銀山
の吹分け床屋、鍛冶屋などでの必需品である羽口は、金銀山が栄えた頃には需要も多く、たくさんの
　　　　のき羽口屋が軒を連ねたが、そのころには大沢の善行寺という寺の前に長兵衛、南沢に甚兵衛の二軒が
ほそぼそと店をひらいているような有様であった。
　やがて安永四年（1775）四代目の伊兵衛は相川での御用瓦焼立をおこなうために奉行所から江戸
に派遣された。そのころ佐渡奉行所はしきりに佐渡島内で使用する布や染料・紙・茶碗などを自国で
つくらせ、他国にかねが流れ出ることを止めようとしていた。
　「当国にて前々より用いきたり候陶の器物はみなみな肥前唐津の産にて、日用の茶碗、鉢皿なども
　多くは唐津物を用い申し候。数百里海上の運送をかけ候てととのえ候儀に候間、なにとぞ当国にて
　多く焼き出させ、国用になるべきようにつかまつりたく存じ奉り候」
　　『佐渡四民風俗』の著者で佐渡奉行所広間役の高田備寛はこの本の中でこんなふうに述べてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いしがやる。宝暦六年（1756）のこと、この頃佐渡奉行をやっていた石谷清昌は田沼意次の勘定奉行、いわば
大蔵大臣をつとめた人であった。佐渡で必要なものは佐渡でつくろう、という政策の大転換だった。
今までは、他国から買い入れるものに税金をかけてその税金を佐渡奉行所の財政にしようとしていた
のである。それが鉱山の不況で輸入品は減り、財政収入は激減した。しかも島人の生活必需品を他
国から買っていたのでは金が流れでて貧しい島はますます貧しくなっていく。奉行所が政治のやり方
を変えた理由である。
　さて、三ケ月間の派遣日数では決して十分ではなかったが伊兵衛は瓦や黒焼物といわれる黒い素
焼でこんろや火鉢・へっついなどを焼いた。少年金太郎はそこだけが活気を帯びている伊兵衛の家
のわきを行き帰りするうちにこの焼物に異常な興味をそそられるようになった。
　金太郎が生涯を窯業にかけようと考えたのは寛政六年（1794）の頃のことであった。その金太郎の
消息について小さな手がかりがある。天保につくられた『佐渡四民風俗』追加である。
　　「陶作の儀は三丁目金太郎と申す者、年来心がけ他国にまかりこし習い受け、土地の土を以て薬
　に致し候儀相弁え国中せんさく致し、ついに薬に当り候に付、寛政の末、願いの上相始め、皿・鉢・
　瓶の類、その外日用の品々出来致し、国用を弁じ調法の儀に御座候問、相続致させたきものに御
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　座候」
　金太郎がどこに修業に行ったか正確にはわからない。時岡二郎さんにしたがえばその作品からみ
て唐津系の窯場で勉強したのであろう、という。（『佐渡史の謎』
　　　　　　　　　　　　　なま　ニゆ　その金太郎の窯ではじめて海鼠粕陶器が製造されたのは寛政十二年（1800）金太郎三十一才の
夏だったという。しかし金太郎にとって良い時代ばかりではなかった。やがて娘を失い妻を失った金
太郎は文政十二年（1829）頃工房を伜にゆずり身辺を整理して下総国千葉郡生実村龍沢山大厳寺に
　　　　　　　くママラゆき興雲上人の直弟となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くぼん　やがて天保四年（1833）佐渡に帰った金太郎は三瀬川村の九品堂に隠棲して念仏の生活に入る。
そこはかつて江戸時代のはじめ木食弾誓上人ゆかりの寺であった。そして天保十二年（1841）金太
郎はこの寺で七十二才の生涯を静かに終えた。専蓮社行誉徳浄求道西堂、これが金太郎の戒名であ
る。
　こうして生まれた金太郎の焼物は日用雑器として島内にひろまったが永続きしなかった。安価な他
国の陶器の流人が止まらなかったからだ。だから、もし明治のはじめ相川県勧業方に任ぜられた三
浦常山が居なかったら今日の佐渡の窯業は育たなかっただろうといわれている。その頃三浦は相川町
　　　　　　　　　　　　　　　　あたらしの名主であり質屋で財をなしていた。新権知事から相談を受けた三浦はその大仕事を引き受けて、
会津から職工を呼んで陶器製造にあたらせたが失敗してしまい、遂に私財をなげうって自ら焼物の
生産に専念したのであった。明治卜一年、東京でひらかれた内国勧業博覧会で褒賞を受けた頃には
彼の家産は傾きかけていた。それでも三浦は初志を忘れなかった。山本修之助さんの紹介するところ
によると明治三十四年農商務大臣平田東助から受けた功労賞には「つとに心を陶業の改善に委ね、
百折不携家産蕩尽するに至るも、製陶の改良を絶たず、終に佐渡朱紫泥焼を発明し、常山焼の名漸
く高し、その功績顕著なり」とあるという。
　この時期から佐渡の陶器は日用雑器から独特の風格をもつ茶器など特殊分野への道を歩んで現
在におよぶことになる。
　島には瀬戸や信楽のように特別よい陶土があるわけではない。また古くから陶器の国であったわけ
でもない。島のわざは島人が生きていくためのわざとして生まれたのである。
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　　第二章近代化への歩み（明治の中ごろから大正へ）　第六節産業の発展
　　　　五　窯業
　　焼物の系譜　江戸時代からの相川の焼物には二つの流れがあった。一つは近世初期から金銀製錬用
　　　　ふいご　　に使う輔の羽口焼成を出発点とし、その後、瓦や砂鍋・素焼物などの生活雑器の焼造に移行した流れ
　　である。中でも自ら羽［屋と称して陶器や素焼物・瓦を焼き、その後、楽焼もはじめた南沢の伊藤甚
　　兵衛家が知られ、佐渡では羽口屋は焼物屋の代名詞でもあった。
　　　もう一つは、粕薬を使って高温で焼き上げる本来の陶器製造法を基本とする流れで、これは寛政
　　の終り頃に黒沢金太郎が地元の土を使って生活用器の焼成に成功し、島内の需要に応じた。また茶
　　陶具類も手掛け、金太郎焼といえば施紬陶器を指すほど島内に浸透していた。
　　　しかし、この二つの流れも、やがてお互いが交流して同じ物を焼くようになり、系譜の違いは見られ
　　なくなってしまう。
　　　明治に入り、三浦常山・伊藤赤水が相次いで堅牢な無名異焼の妬器焼成に成功し、茶道具や彫塑
　　の置物・飲食器の生産が軌道に乗ると、新しく美術工芸的な作品を主体にした流れと、従来からの
　　日常生活雑器焼成を躇襲する流れに分化し、昭和まで分業が続いた。
　　　無名異焼は茶陶や観賞用器を主体とし、展覧会の入賞や宣伝によって全国に販路を広げ、佐渡を
　　代表する焼物として名を高めてゆくのに対し、土焼物といわれる雑器を主体とした陶器・素焼物は島
　　内の一般家庭を対象に、生活に必要な用器を焼成し続けたため、見逃されがちであるが、島民の生
　　活を支えた窯業として忘れることはできない。
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土焼窯業者の推移　明治3年の相川には、南沢町甚平・三丁目金太郎・一丁目文四郎・南沢町庄蔵・三
」’日嘉十郎・大間町新平の6軒の窯元業者があった（伊藤家文書）。
　彼らは他国から職人を雇い、あるいは多額の経費と年月をかけて地元の弟子を養成し、一人前にな
れば相応の賃金を払っていたが、一人前になった弟子の中には師匠の許へ通わず、自宅に窯を築いて
内々で商売をはじめる者がいた。せっかく丹精こめて養育しても勝手に独立されたのでは商売が成り
立たないとして、その対策を役所へ訴え出ている。
　明治2年には黒沢金太郎窯の職人であった五郎左衛門町の清水増五郎が、来迎寺の裏山に窯を築
いて独立しており、内々の商売者を除くと、明治初年には相川に7軒の窯元があったことが分る。
　さらに明治12年には伊藤富太郎窯の職人であった一丁目の風間泰蔵が、廃業した黒沢金太郎の窯
場を買って開業している。
　明治12年の「商金高調査」によると、窯元には一丁目伊藤富太郎・風間泰蔵・南沢町上西久蔵・中
京町荻野勘内の名が見え、泰蔵・久蔵は富太郎家の下請けで製品を焼造している。さらに同15年に
はこのほかに南沢町三寺庫治・伊藤繋米・二丁目徳永久太郎・中京町荻野浅太郎・四丁目永田庄五
郎・海士町風間久次郎・五郎左衛門町清水増五郎の名が現れる。三寺庫治・荻野親子は伊藤富太郎
窯の職人から独立したものである。このように窯元の名が目まぐるしく変わるのは、新旧交替の時期
と、新しく無名異の高温焼成による妬器が出現したことにより無名異焼の職人に転業する時期が重
なったためであろう。
　また、同34年には窯元は9軒になり（「佐渡地理史談」橘鶴堂文庫）、同41年には6軒に減少してい
る（「統計類集成」岩木文庫）。このように明治年間は窯元の変動が大きかったものの、平均7～8軒
の窯業者で、島内の需要を賄っていた。
窯元の生産体制と規模　明治2年の伊藤富太郎窯の例を見ると、雇用職人は8名で、そのほかに原土
　　　　　　　　　すいひの負い出しや薪割り・水簸など仕事場の雑用に従事する常雇いの人夫がおり、常時十数人を雇って
稼動していた。
　伊藤家の「焼物釦帳」を見ると、窯は本焼窯のほか、素焼窯・黒焼窯・赤焼窯・楽焼窯を持ってお
り、明治30年代までは各窯元とも火災防止のため本窯・素焼窯は人家から離れた山などに築いてい
る。
　また窯焼回数は、慶応3（1867）年に本窯7回・素焼窯13・赤焼窯38・黒焼窯98・楽窯11、明治元
（1868）年には本窯4・素焼窯11・赤焼窯12・黒焼窯105・楽窯10回となっている。
　明治14年の「商金高調書」によると、窯元の商金額に大きな差が見られるのは、独立したばかりの
窯元があったり、資金力による職人の雇用者数が違ったり、親子だけの生産に頼る者など、窯元の規
模によって操業条件が一律でなく、それぞれに差があったためである。
土焼物の生産高と品目　慶応3年の伊藤富太郎窯の生産品目と個数は次のとおりであった。
火消壼
火消蓋
鍋
アンコ
風炉
火鉢
小火鉢
角火鉢（八寸）
　〃　（黒八寸）
箱火鉢
盃
丸釜
炬燵
210個
350個
120個
310個
150個
50個
380個
　7個
30個
115個
200枚
110個
135個
ホウロク
コンロ（上下）
十能
五徳
摺鉢
土瓶
鉢
甕
植木鉢
花立
花筒
土鍋（五つ組）
片口
940枚
120個
600本
500個
560枚
350個
300個
350個
900個
llO個
llO個
570組
150組
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　伊藤窯では明治3年に煉瓦を焼きはじめるまで、雇用人数・生産品目・数量ともに大差なく続いて
いるが、台所用品・暖房具・その他の雑器が主体で、食器類は見られない。
　また、相川県が内務省へ提出した明治7年の陶器類の主要な島内生産高は次のとおりである。
　　茶碗　　　　　　　　1350個　　　　　　　　　徳利　　　　　　　　　1625個
　　鉢・皿　　　　　　　1250個　　　　　　　　猪口盃　　　　　　　1800個
　　蓋物　　　　　　　　　250個　　　　　　　　　火鉢　　　　　　　　　　90個
　　土瓶　　　　　　　　1300個　　　　　　　　　摺鉢　　　　　　　　　　1000個
　　土鍋　　　　　　　　1000組　　　　　　　　　ホウロク　　　　　　　　500枚
　　急須　　　　　　　　　110個
　これはホウロクを除くと、すべて施紬陶器であり、素焼物の火消壷・コンロ・十能類は含まれていな
いため、品目を比較できないが、器種では新しく飲食器が加わっている。
　明治41年の諸物資の島内移入状況の中から陶磁器を見ると、新潟港156個・名古屋港15・伊万里港
1800・大阪港89・伏木港59・門司港から140個が船積みされて佐渡へ入っている（「統計類集成」岩
木文庫）。これらはほとんど飲食器類である。
　江戸時代の庶民の椀類は木器の使用が主流であったが、明治の生活様式の変化に伴い、陶器の
飲食器使用が一般化する傾向にあったためであろう。
　明治に入ると本土から廉価で体裁のよい陶器が大量に移入されるため、佐渡の窯業は衰退したと
いわれるが、移入品は飲食器が大半であり、日常生活用の雑器類は依然として島内産で賄っていた。
窯業軒数は幕末から大きな変化はなく、生産量は減少していないのである。
職人の賃金　伊藤富太郎家の「焼物拍帳」によると、幕末から明治元年までの職人の賃金は一日300
文であったが、明治2年からは上が650文、中が550文、下が350文の三段階に分け、賃金の改訂を行っ
ている。これを円に換算すると、上が一日65銭となる。熟練の度合によって区別したものと思われ
る。
　明治42年の職人の賃金の中では、陶器ロクロ師と醤油造稼が月給制で他は日給となっている。陶器
職人は上が10円50銭、中が10円、下が9円50銭である（「各種統計類集成」岩木文庫）。当時は左官
職と船大工職が上で日給65銭、建具職・畳刺職・大工職・木挽職などがヒで60銭、鍛冶職・桶屋職・
石工職が上で55銭、日雇いが上で43銭であり、それらに比べ高い賃金とはいえなかった。
　さらに相川町役場調査による大正8年の相川の職人の賃金は、写真職が最も高く2円50銭、次いで、
ペンキ塗職・洋服裁縫職・印刷職・木挽職2円、木工・桶職・漆器塗職・靴工・屋根葺職・左官職・大
工職・石工・鋳物職が1円80銭、鍛冶職・鉱山坑夫・畳職・綿打職・ド駄職・菓子製造職が1円50銭、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろくろ鉱山支柱工・指物職・和服裁縫職・日雇・陶器鞭櫨職が1円20銭の順であった。陶器職は日雇・指物
職と同じクラスではあったが、熟練工になると大工・左官・靴工などと同じ2円になり技術による差が
大きかった。しかし、それでも他に比較すると決して高い賃金とはいえず、熟練して独立を願う者も多
かったと推察される。
無名異焼妬器の出現　明治11年に三浦常山が無名異の堅牢な妬器焼造を完成するのに続いて、伊藤
赤水もまた無名異焼の高温焼成に成功した。両者の研讃努力によって品質は向上し、無名異焼の名
は全国に広まり、佐渡を代表する焼物に成長した。
　明治三十四年の「常山窯無名異陶器沿革拍」には無名異焼陶器の完成までを次のように記してい
る。
　　（略）…明治四年英人ガール氏、鉱山師トシテ来相シ、旧製法ヲ廃止シ、新製洋風機二改良セ
　リ。為二鉱山二従事シ八才ノ者ヨリ七十才老者二至ル凡ソ三千有余ノ細民バー時二其業ヲ失フノ悲
　境二陥リシカバ、時ノ知事深ク国産ノ興起セン事ヲ計レリ。是ヨリ先キ常山ハ鉱山ノ用達ヲ兼ヌル
　ヲ以テ同六年勧業方心得ヲモ兼務セシメ、当地二於テ白磁器ヲ造ラン事ヲ謀ラレ、会津ヨリー時陶
　師ヲ雇聰セシモ、原土主二会津地方二仰ガザル可ラサルヲ以テ、自然事業ノ不振ヲ来シ、遂二空シ
　ク此業ヲ中止スルニ至レリ。愛二於テ常山再ビ志ヲ起シ、旧来ノ無名異焼ハ楽焼ニシテ軟弱ナリ実
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　用二足ラズ。依テ之レヲ堅牢ナラシメント欲シ、専ラ其方法ヲ案出シテ遂二今日ノ名ヲ博スルヲ得タ
　リ。蓋シ其今日至レル惨憺タル苦辛ハ到底筆紙ノ能ク尽スヘキニアラズ（略）。
　明治に入って鉱山に洋式の機器が導入されると、相川には多数の失業者が生まれた。明治6年、相
川県ではこの失業者の就労を促進するための一つとして陶器製造場の授産施設を設置し、三浦常lll
はその引受け人となった。会津から陶工を呼寄せ白磁器の生産をはかったが、島内には磁器に適し
た原土がなく本土からの移入に頼らざるを得ず、コスト高からこの企画は失敗に終わった。
　ここで三浦常山は独自の事業として無名異の高温焼成に取組み、明治8年に成功の自信を深め、11
年に堅牢な妬器の焼造を完成したのである。
　一方、伊藤赤水も幕末から明治初年にかけて煉瓦・土焼物を焼造する傍ら、鉄分の少ない大工町
（万行寺）・次助町・鶴子の土や、鉄分の多い富士権現・新穂山の土にベンガラ・無名異泥漿をいろ
いろ組み合わせて実験を繰り返し、朱泥の高温焼成に取り組んだ。
　大正12年6月12日の「佐渡新聞」の「伊藤赤水伝」には「・・本郡の特産物たる無名異焼の完成のた
め、殆ど寝食を忘れて苦心せしかば、遂には支那製の朱紫泥と相伯仲する頗る優良なるものを製作
するに至れり。これ明治四、五年の候に属せり。」と掲載している。
　しかし、明治4～5年は試験研究の真っ最中であり、この年に完成したとするのは疑問である。
　明治7年に富士権現の上土や黄土を基本にして無名異泥漿・ベンガラを調合して赤焼を高温で焼き
上げているが、安定した朱泥焼となるのは明治12年前後のことである。
無名異焼の原土　三浦常山は、無名異焼には酸化鉄を含んだ赤土（無名異土）と無名異泥漿、野坂土
の三者配合を原土とし、酸化焔焼成によって朱泥色に発色させた。
　二見半島の野坂から採れる粘着力のある粘上を基本とし、赤土は相川金山の中尾坑に連接する山
中から採取した無名異土を使ったが、後には下相川山の赤土を使用している。無名異泥漿は赤坂の
中尾坑産出を購入して調合し、窯の変化や調合の度合によって朱泥色のほか紫泥・烏泥色等に発色
させ種類を豊富にしている。
　また、紬薬材料には、長石や珪石分を多く含む達者石や小川石のほか硬木灰等を使い、単色の無
名異焼に新しく色を加えるなど作品に美術的価値を高める工夫と努力を怠らなかった。
　伊藤赤水も下相川の山を10年期で買い受けて赤土を採掘し、中尾坑の無名異泥漿を古川氏から購
入して原材料調達の安定をはかっている。原土の調合は不明であるが、恐らく常山と大差のない原上
を用いて焼造していたものと考えられる。
　柚薬材料は本土から購入せず、達者石・小川石・中山石（頁岩）や松灰・櫻灰など、すべて地元で調
達できるものを使った。
　大正8年の相川の陶土採取量は4500貫目であるが、そのうち常山窯で赤粘土550貫、赤水窯で500
貫を使っている。
無名異焼窯元の状況　明治の後半までは三浦常山・伊藤赤水の両家によって無名異焼の生産が行な
われた。原土の調合や紬薬の製法はそれぞれ極秘にされ、苦心研鐙の結果、窯元の特色が定着し、
やがて世上の人気を分かつこととなるのである。
　明治37年に相川町長へ提出した「常山窯陶器解説書」によると、常山窯では雇用者は甲4人・乙4
人・丙4人・丁5人の総計17人であった。甲は陶工・乙は土工・丙は研磨工・丁は雑工と思われる。陶工の
賃金は年間2268円であり、徒弟は20年間従業の約束で、地元の若者を雇用し、技術を習得させた。
　当時の赤水窯の雇用人員は不明であるが、恐らく常山窯と大差ない人数であったと推察される。明
治39年1月23日付の「新潟新聞」には、佐渡の無名異焼の紹介記事の中で「製造戸数二戸（常II」・赤
水）、職工男十四人」とある。また、大正11年の工場従業者調査によれば、常山窯の雇用者は陶工男
2人・土工男1人・女1人・研工男1人・女1人・雑工男1人・女1人の計8人であり、赤水窯では陶工男2人・土
工男1人・研丁女2人・雑工男1人の計6人であり、昭和に入るまでこの雇用者数に大きな変わりはない。
　妬器焼成が完成して以来、朱泥焼の生産は専ら常山・赤水の両窯元で独占してきた。そしてこれら
職人の中から後世、名工といわれ優秀な作品を残した陶工が現われるが、明治も末期になると赤水
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の弟の吉村赤山や、赤水窯から川端嘉山が独立し、大正に入ると常山窯から藤井波山が独立するな
ど、無名異妬器を生産する窯元の数が増える。さらに吉井村などに瓦生産から無名異妬器に転業す
る者も現われ、無名異焼は相川の地以外にも波及し佐渡の窯業として発展していく。
無名異焼の生産高と販路　明治32年の常山窯の生産高は2万8500個であったが、同39年1月の「新潟
新聞」には、常山・赤水の両窯で年間生産高は3万300個となっており、戦争による景況不振が影響し
ていると報じている。
　大正8年になると、常山・赤水窯の職工は少なくなり、生産高も両者で2万個に減少している。これ
は飲食器などの安価な製品から付加価値の高い美術工芸品の制作に重点を置くようになったためで
あろう。
　明治37年の販売先は、島内が20％、県内30％、京浜地方20％、京阪地方10％、北海道10％、その
他の各県へ10％であり、全体の80％は島外へ移出していた。
　大正4年の「佐渡産業案内」によれば、「美術工芸的な高価な品は東京・大阪・京都方面に需要が多
く、日用食器や文房具類は北海道に需要が多い」と記している。全国に販路を広げたのは、品質を高
める研究熱心と、各種展覧会に出品して入賞するなど宣伝効果を高める努力の積み重ねであり、窯元
自身の辛苦の結果であった。
　それにしても島内の消費はわずか20％に過ぎず、大正15年5月18日付の「佐渡日報」に、「佐渡特産
品として有名な無名異焼がなぜ島内の旅館や客商売の店で使用されないのだろうか。どうも佐渡人
は宣伝が下手なようだ」との投書が寄せられているように、窯元にも問題はあろうが、佐渡人にも無
名異焼を産業として育てる意欲が欠如していたことも事実である。
瓦の生産　江戸時代の安永年間（1772～1781）の羽口屋甚兵衛が江戸で今戸瓦の製造技術を習得し
て以来、奉行所の施設や社寺用の瓦焼造がほそぼそと続けられたが、需要は限られた範囲でしかな
かった。明治に入り屋根瓦の需要がのびると瓦屋が急速に島内に広がる。
　相川では明治3年に三丁目の忠八が沢根村に窯を築いて生産を始めている。明治12年には中京町
の荻野勘内、材木町の小林百太郎が瓦を生産している。
　明治25年になると佐渡の瓦屋は16軒に増えるが、相川は荻野勘内が続けているのみである。島内
の分布は潟上2・正明寺2・新町3・羽二生1・北五十里1・大野1・吉井本郷1・河原田1・窪田1・沢根2・
相川1の16軒であった。
　当時の佐渡瓦は寒さに強く堅固で、備中瓦に匹敵するほど良質であったが、代価が高いこと、見栄
えがしないこと、水の走りが悪いことなどから、能登瓦・石州浜田瓦が盛んに移入されていた。堅牢
な佐渡瓦を使用しないのは佐渡人の他国崇拝の悪弊と、瓦屋の営業姿勢に問題があると明治27年の
「北漠雑誌」に投書が寄せられているが、それでも瓦屋根の流行により島内の需要は増加の傾向に
あった。
　明治41年には瓦屋は全島で42軒に増加している。多い順に見ると加茂村20、新穂村6、吉井村4、
真野村3、相川町・沢板町・金沢村が各2、二宮村・西三川村・両津町が各1の計42軒であり、従業員は
男126人・女58人の計184人を擁していた。
　しかし、大正になっても他国からの移入は増えるばかりで、これに影響を受けて島内の業者は減少
を辿っていた。大正4年9月22日付の「佐渡日報」は「昨年末の調査にかかる本郡の瓦製造戸数は27
戸、この従業者男20名、女3名、計23なりという。…製造数量の前年より減退したるは石川県その他よ
りの輸入品甚だ多く、之がため非常の圧倒を受け、之が原因により製造戸数の減少を見るに至りたる
ものなり」と報じている。
　大正11年の相川の瓦屋は1軒で職工は3人であったが、末期から昭和初期になると、生産のある年と
ない年がある。常に瓦生産をするのでなく、注文によって焼くことになったためと思われる。
　佐渡で最も人口・戸数が多かった相川に瓦屋が少ないのは、冬の季節風を避けるために建物を低
くし、屋根に重い石を乗せる石屋根が普及していたためである。
瓦の生産高　明治25年の島内の瓦生産高は凡そ6000坪であった。坪当り50枚で換算すると平瓦にし
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て3万枚ということになる。明治41年には82万800枚に急増している。相川町では2軒で7万5000枚を
生産しており、全島の9％を占めるが、これは金山施設の近代化により需要が大きかったためと思われ
る。
　大正3年には62万4870枚に減少しているが、大正13年には151万2800枚に倍増している。これにつ
いて「佐渡日報」は「前年度に比し屋根瓦の需要が非常に増加している」と報じているが、景気の好
不況に左右されやすい企業体質の故であろう。
　相川では大正11年の生産高が4万枚、昭和2年には5000枚に急落している。
煉瓦の始まり　維新の改革によって鉱山などに洋式施設が取り入れられると、煉瓦の需要が急速に
高まった。佐渡で最初に煉瓦を焼き始めたのは一丁目の伊藤富太郎である。次助町の粘土を使って
耐火煉瓦を焼いた結果、外国産に匹敵する良質な製品を得ることができ、本格的な煉瓦生産に踏み
切ったのである。伊藤家の「焼物拍帳」によると、明治3年に土焼物を焼きながら鉱山役所から煉瓦
の注文を受け、年度末までに2204個を鉱山役所へ納入している。
　規格は長さ7寸6分（23．03cm）、幅3寸9分（1L82cm）、厚さ2寸4分（727cm）の大角瓦と、長さ7寸7
分5里（2348cm）、幅3寸8分（11．51cm）、厚さ1寸8分（545cm）の小角瓦の二通りがあった。この頃
は煉瓦といわずに角瓦と呼んでいたようである。
　現在残っている旧裁判所の塀や、北沢にある鉱山の建物・施設の煉瓦の寸法はこれに合致するの
で、相川で焼かれた煉瓦にほぼ間違いないと思われる。
煉瓦生産の普及　翌4年になると煉瓦を焼き始める者が増え、下戸町喜平・大間町新平・一丁目富太
郎の3人で鉱山役所から1万個の煉瓦を請負っており、さらに同6年には8万個を請負うなど煉瓦生産
は急速な増加を見せる。
　明治12年の「売上高申立書」によると、伊藤喜太郎は本業煉瓦、副業陶器類と申告しており、無名
異焼が軌道に乗るまでは煉瓦生産に主力を置いたが、その後無名異焼が主流になっても大正8年頃
まで煉瓦生産は続けられている。
　明治15年の「商金高調」には煉瓦製造者に伊藤富太郎のほか石拍町小嶋駒三郎の名がみえる。
　明治41年になると煉瓦生産は全島に普及し16戸を数える。これを町村別に見ると、相川町5・沢根町
1・二宮村2・羽茂村2・加茂村6戸となっている。
　これが煉瓦製造戸数の最盛期であり、その後は年々減少し、大正3年には全島で10戸、従業者は男
41名・女14名であった。
　大正4年の相川における煉瓦製造戸数は3戸で職人は男3名・女5名であり、8年には戸数は変わりな
いが職人が男4名・女7名に増えているが、大正9年には2戸となり、11年からは1戸で職人も3名に減少
し、大正末年で煉瓦製造は消滅する。
煉瓦の生産高　明治3年に相川で始まった煉瓦製造は、需要の増大に伴って生産高も飛躍的に伸び、
明治6年には8万個を鉱山役所へ納めている。その後製造戸数は全島へ広がり、明治41年には耐火煉
瓦が41万1800個、普通煉瓦が21万1950個の生産高となった。この中で相川は耐火煉瓦20万5600個
、普通煉瓦5万9575個を生産しており、全島の42％を占めている。そして、この年には島外移出が5万個
に及んでいる。
　大正に入ると製造戸数が減少し、大正3年の生産高は耐火煉瓦1万2000個、普通煉瓦10万5500個
に落ち込んでいる。
　大正4年の相川の生産は7万個と「佐渡日報」は報じており、大正8年の相川町役場の調査では耐
火粘土を6万3000貫採掘し、7万5000個を生産している。また同11年は1万5000個である。この頃は耐
火煉瓦ばかりで普通煉瓦は生産していない。
　翌年からは1万2000個に減り、大正末で相川には煉瓦屋はなくなっている。需要の減少と島外から
の移入に押されたものであろう。
職人の賃金　明治42年の「統計類集成」による賃金表を見ると、大工・木挽職・畳刺職が55銭、石工・
植木職の50銭に対し、煉瓦職人は45銭で大工の80％の賃金であったが、大正8年になると大工・左
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　　官の1円80銭に対し煉瓦職人は1円であった。当時の日雇表29相川に於ける賃金調べ
　　が1円20銭であり、煉瓦職は瓦職とともに最低クラスであ
　　り、大：［の56％と格差が広まっている。
　　　煉瓦製造はそれほど技術を要しない軽易な作業の故
　　であろうが、それにしても恵まれた条件ではなかった，
　　（佐藤俊策）
　　　　六諸職
　　相川町の諸職　維新から半世紀をへた、大止9年の8月6日
　　付「佐渡H報」に掲載された「相川における職人の賃金調1木
　　べ」の表29は、新しい時代になってからの職人の概要を
　　知るのに便利なので、まずそれを掲げてみることにする、．
　　これには、江戸期に見られなかった、電気・瓦・煉瓦・靴・
　　洋服・ペンキの諸職の名がわかり、また従来の諸職の継
　　承の様子を知ることもできる。（以下略川本間雅閣
　　ば『佐渡日報』当該記事を参照したところ11佐渡相川の歴史』掲載
　　表に誤りがあり訂正した。電気工は100が欠落したと思われる。
第五章戦後の復興U昭和中・後期）　第四節　戦後の窯業
　　終戦直後の窯業　明治になってできた日常生活用器を焼
　　成する窯業と、無名異の朱泥焼成窯業の二つの流れも、
　　昭和に入ると日常生活用器の金属化に押されて生産量は
　　減少し、三町日、二代風間泰蔵窯と、二町日、四代清水清
　　山窯の二軒になった。そのうち二町目「清山窯」は昭和15
　　年ころに閉窯し、終戦時には三町1・川風間窯」だけとなっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［｛左i度H報1〔大⊥E9・8・6日f寸）
　　ていた＝それもコンロ・炬燵枠・無名異焼の鞘や漁師の使
　　うアンコウなどの素焼物に限られ、片口や播鉢などの施紬陶器は生産を中止していた，、素焼物も数が
　　少なく窯の空きを利用して、独立したばかりの若い陶⊥が窯を使用することが多かった、，それも昭和
　　25年ころ二代風間泰蔵が老齢で引退するに及び、江戸時代以来の伝統を持つ日常牛活用晋3焼成の
　　窯業は幕を閉じることとなったのである。
　　　また、無名異焼も戦中の物資不足等の諸条件悪化で生産力は落ち込み、終戦時には一’町目の「二
　　浦常山窯」「伊藤赤水窯」、羽田川’の「一ミ浦小平窯」「石井柳山窯、の四軒が残っていた。
　　金山焼の設立　太平洋戦争が終戦を迎えると、社会観の急変・食糧難・軍需産業の閉鎖等の条件が
　　重なり、都会へ出ていた若者や、出1正兵十の復員などで若者が次々と郷里へ帰ってきたが、鉱山も戦
　　中の強行操業が災いして稼業が下火となり、町には若者を迎え入れる産業がなかった。混沌とした
　　世柑のllrで、竹細”］：や海岸での塩焼などで糊1－［を凌ぐ者が多かった。
　　　昭和23年といえば戦災都市が復興せず、祉会が落ち着きを取り戻さない混乱した時代であった。
　　当時、鉱ll1の分析課長を歴任して退職していた今井仙太郎が、自分の持つ分析技術を活用して新し
　　い紬薬をつくって無名異焼の大衆化と活性化をはかり、町の産業を復興すること目指して、曽我真一・
　　三浦巌・風岡仁平次・古藤義雄らの有志とはかり、資本金19万5千円で佐渡窯業（株）を設立し1金山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつ　　焼」を開窯した。当初は鉱Ll．1のカラミ（精錬淳）を紬薬にして煉瓦・瓦を焼成する計画であったが諸
　　般の事情で無名異焼に変更したという。
　　　1淘丁は常山工房にいた長尾紫水・片岡雅人らが中心となり、また太平洋美術学校で絵画を学んだ
　　清水文平が絵付けを担当し、生産に従事しながら若い職人を指導育成した、、やがてこの工房の中か
　　ら根本良平・大滝水哉・山本鮎川らの若千が育った．．
　　　しかし、この1金山窯」も昭和20年代後半から30年代前半にかけて陶丁が相次いで独立したり常
　　山窯へ戻ったりして技術者に不足をきたし、国仲から陶丁を招くなどして作陶を続けたが、生産量は
職　種 普通 最高 最低
農作ll傭 120銭150銭］uo銭
鍛　冶　職一 150 18〔｝ 120
鋳　物　職 180 200 150
錺　　　職 180 20〔｝ 150
　一z　山　去P電気工艶ﾎ　　工
150
W0
|li坦　．
P80
220
X0
Q00
Q00
128
U8
P50
P00－120
1左　　　官 180 200
i木挽職 200 250　　180
1指　物　職 120 150　　100
1畳　　　職 ］50 180　　100
1経　師　職 180 200　　130
1瓦　　　職 100 120　　　80
‘煉　瓦　職 10⑪ 120　　　80
‘屋一⊇1靴　　　1：1 ユ80 200　　ユ00
200　・100
陶　器　職
ｽ器塗職
ﾙ　縫　職
18⑪
P20
P8⑪
P20
200　1200200
80．一一
Pユ00　－100
洋　服　職 200 300 180
綿　手］’職 150 200 80
ペンキ塗 200 250 150
下　駄　職 〕50 200 ］00
提　灯　職 12⑪ 150 一桶　　　職 ｜80 200 一本　　　工 180 200 一菓了製造職 150 200 一日　傭　夫 120 15〔♪ 80
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減少の一途を辿り、次第に廃窯状態に追い込まれていった。
　「金山窯」の操業期間は決して長いものではなかったが、町民に焼物の理解を深めさせ、若手を育
てて独立の気運を高め、第一次窯業の盛期を迎える基礎をつくった功績は大きい。戦後の混乱期に
果たした金lll焼の実績は高く評価されねばなるまい。
第一次独立期　昭和13年から新潟陶苑で宮之原謙に師事して技術を習得した長浜数右衛門が昭和
20年5月に郷里の大工町へ帰り窯を築いて独立した。物資不足の厳しい戦時下のことであった。戦後
の昭和25年になると日常生活用器の焼成を辞めていた二町目の四代清水清山が無名異焼に転向し
て窯業を再開し、翌26年には真野陶苑、小平窯で修行した一町目浜の藤田一平、金山窯を退職した
羽田浜町の清水文平が相次いで独立し、自宅で作陶を始めた。また、27年には伊藤赤水窯で学んだ
二代坂下深水が江戸沢に窯を築いて独立するなど、若者の業界進出が目立った。「金山窯」を含めた
新たに6軒の窯元が増え、戦前からの窯元と合わせ総数10軒の窯元が出現し、相川窯業の基礎を築
くこととなった。
　昭和20年代前半はまさに窯元の第一次独立期で、若者の参入は業界に新風を送り、社会の落ち着
きとともに戦後初の盛期を迎えたのである。
相川中学校陶工部誕生　昭和20年代後半になると、国は産業復興政策に重点を置き、それに呼応して
文部省も中学校の産業教育を推進していた。当時、相川は鉱山縮小で町は沈滞気味であったが、反
面窯元の増加によって、窯業が町の産業として発展の様相を帯びていたこともあり、昭和28年8月に
相川中学校陶工部が誕生した。三十余名が部員として集まり、実技指導には長浜数右衛門が初代講
師に招かれた。
　佐々木工務店の寄付により手廻しロクロ四台が揃い数右衛門の世話と高田平五郎・近藤組の資金
援助を得て登窯が設置されるなど、陶工部は着々と設備が進み体裁を整えていった。この相川中学校
の陶工部が発端となって、後年陶工部を設けた町外の中学校も多い。二見中学校も43年に陶工部が
設置されている。
　初窯のときには相川窯元の大半が学校へ参集し、窯業の広がりと後継者の育つことを期待して乾
杯したという。陶工部の誕生は教育界ばかりでなく町民からも期待を持って祝福されたのである。
　後年、この陶工部の中から陶芸の道を志す者が生まれた。川島隆之が「道遊窯」を興し、窯元の
子弟が後継者となって窯業に専念するなど陶工部の果した役割を見逃すことはできない。
　講師は二代目に清水文平、三代目に坂下深水があたり、現在は陶工部出身の川島隆之が講師と
なって生徒に指導に当っている。
窯業組合の設立　窯元が増えた昭和30年代の初年になると、窯元同士の親睦団体を作る話が持ち上
がり、32年に任意の組織ができた。当初の役員は三浦常山・三浦小平・石井柳山の3名が顧問に迎え
られ、組合長に清水文平が就任した。正月に懇親会、葬祭に花輪を贈るなどの親睦を主体とした団
体であった。
　後年になって無名異焼の原土を搬出するケーブル化の負担金が契機となって、相川窯業組合設立
の気運が盛り上がり、山本鮎川が中心となって窯元をまとめ結成に漕ぎつけた。法的に認められた正
規の組合ではないものの、全窯元が組合員となり、定款をつくり会費を徴収することとなって、ここに
初めて町内窯元の大同団結が実現したのである。
　この新しい組合長に三浦小平が就任したが、実質的には清水文平が代行した。以後二年ごとに改
選している。栄町の大佐渡開発総合センター新築時には陶板製作を共同で行ってロビーを飾り、ま
た、県物産展における共同販売の参加や、町入口に「無名異焼のふるさと」の看板を立てたり、共同
パンフを作成するなど、今も地道な活動を続けている。
第二次独立期　「金山窯」を退職した山本鮎川・大滝水哉は昭和30年に独立して自宅で作陶を始
め、さらに31年に「金山窯」を辞して「小平窯」で修業した根本良平が、39年に中京町で「良平窯」を
開窯するなど、「金山窯」で育った若い陶工が相次いで独立した。また、30年から愛知県瀬戸で修業
を続けた岩崎徳平が35年に帰島し、郷里の稲鯨で「上野窯」を築いた。県外で技術を習得して相川
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で独立した最初の窯である。当初は瀬戸と相川では扱う原土が違うため失敗が多かったが、苦労を
重ねた末、ようやく生産を軌道に乗せることができた。
　東京芸大を卒業し、同校の陶磁器研究室にいた三浦小平二は、39年に東京都国立市で開窯し作
家生活に入った。48年に父三浦小平が死亡すると相川の「小平窯」を継ぎ、東京と相川の両窯で作陶
をしているが、東京芸大教授でもあるため東京での作家活動が主体である。しかし、相川の土から離
れることができず、無名異の土を使って南宋官窯に似た青磁に、窓絵のように色絵を配置する独特の
手法を確立した。三浦青磁と呼ばれ中央で活躍している。
　昭和30年代は窯元がさらに増え、相川窯業にとって第二の独立開窯期となった。一次・二次を併せ
独立した当初は窯を持てない陶工も多く、しばらくは「風間窯」や国仲の窯を借りて焼く状態であっ
たが、次第に窯が整い、若い陶工は新しい造形や粕薬の確立に意欲的で、互いに作品を批評し、
競って各種陶芸展に出品するなど、窯業の世界は製作意欲に満ち、熱気に溢れて活況を呈した。
昭和四十年代の動向　昭和41年に京都工芸繊維大学を卒業した伊藤窯一が、郷里の「赤水窯」に帰っ
て祖父の三代赤水を手伝ったが、祖父の亡き後に五代赤水を襲名した。52年のことである。同41年
には武蔵野美大彫刻科を卒業した長浜数義が帰郷し、父の「数右衛門窯」で作陶に入り、43年には
「常山窯」「金山窯」で若手を指導育成した長尾紫水が独立、さらに同年には清水謙が父の工房で
作陶生活を始めた。老舗の「赤水窯」「小平窯」とは別に、二軒で後継者が生まれたのである。
　しかし、40年代は全国的な焼物ブームで賑わいを見せながら、後継者として跡を継ぐ者が少なく、
20年代に独立した窯元は後継者が深刻で、折角築いた窯が一代で消滅するかと前途に不安を感じ
た年代であった。
ユニックスの誕生　このような沈滞ムードの中で、昭和48年に川島清・椎隆信・竹田秀彦・長浜数義な
どの若手によるサークル「ユニックス」が結成され、一町目裏で絵画教室・陶芸教室が開かれた。陶
芸は長浜数義・清水謙・本間孝など、かつて相川中学校の陶工部で学んだ経験者や窯元後継者の若
手が指導に当った。
　町内をはじめ、町外や島外の転勤者など多くの者が教室に通って陶芸を楽しんだ。毎年、展示会を
開いて作品を展示し、造る苦しみが喜びに変わることを知らしめるとともに、焼物を大衆に普及する
役目を果した。教室に通った者は町内で40人余、町外者5人余、島外からの転勤者8人余の盛況を極
めた。しかもこの中から自宅にアトリエを持つ者や島外へ転任して現地の教室へ通う者が出るなど、
焼物を大衆に普及するとともに、陶芸専門の若者養成に一役買う実績を残したのである。「ユニック
ス」は町で運営する技能伝承展示館ができる61年に伝承館へ移り、窯元で働く若手の技術習得に利
用されている。
北沢窯の創立　　「ユニックス」が活動した同じ48年に、窯元有志によって協同組合設立の必要性が繰
り返し話し合われ計画がまとまった。全窯元の結集には至らなかったが伊藤赤水・清水文平・山本
鮎川・岩崎徳平・長浜数義の5名が発起人となって暮も押し詰った12月21日に申請書を提出するに
至り、翌49年1月11日付で相川無名異焼協同組合の設立が認可された。ここに組合の共同事業として
「北沢窯」が発足することになったのである。
　理事長に清水文平、専務理事に山本鮎川が就任するのを契機に、二人はそれぞれ自宅の窯を離
れ、「北沢窯」を運営することになった。
　認可書の設立目的には「組合の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な共同事業を行な
い、もって組合員の自主的な経済活動を促進し、かつその経済活動を促進し、かつその経済的地位
の向上を図ることを目的とする」とあり、事業には、①組合員の取り扱う陶磁器の共同生産、②組合員
の経済的地位の改善のためにする団体協約の締結、③組合員の事業に関する経費及び技術の改善
向上、または組合事業に関する知識の普及を図るための教育および情報の提供、④組合員の福利厚
生の推進、がうたわれている。
　「北沢窯」は、これまでの家内工業的窯業を、近代工業的な運営に改め、従業員を雇って分業制を
確立して経営に当っている。「北沢窯」には島内の若者は勿論、島外からも従業員となる者があり、
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技術を学び∫1立できる腕を研いて巣ひっていった者が多い、
第三次独立期と後継者誕生　昭和50年後半から平成初年にかけて第三次の独立期と後継者誕生期を
迎える。昭和57年に岡辺哲史が生家の達者で「岡辺窯‘を開いて無名異焼一筋の道を歩き始め、平
成3年には愛知県常滑市生まれの永柳修一が銭座で「永柳陶房」を開窯し、「北沢窯1で育った若者
が相次いで独立を果たすことが出来た、．また、53年には島内で焼物に適した原．．Lを探し当てた森芳
弘が、卜’戸村に築窯して「芳弘窯」を開き、57年には坂下深水窯で修行した相中陶丁部出身の川島隆
之が四十物町に「道遊窯」を創設し、平成元年になると「小平窯」で学んだ丸ll儀美が坂下町に「厳
常寺窯1を開窯し、5軒の新しい窯が現れた、
　また、57年には岐阜県多治見工高を卒業した藤田洋一が帰郷し、父の「一平窯」で陶芸の道に入
り、同じく和光大学芸術科を出た岩崎戒が父の「上野窯」で作陶に専念することになった、、そして59
年に大滝進が二代日水哉を名乗って、亡き父の「水哉窯」を継いだ．一．平成元年は丸山東が「厳常寺
窯」開窯と同時に父と一緒に陶業に専心しており、平成3年には根本正之が「良平窯」に戻って作陶
を始めた．．
　この時代は島外山身者による相川での開窯がH㍑ち、また40年代に将来の不安を抱いた戦後の窯
元に子弟が帰って跡を継ぎ後継者難は解消された。年令層に幅ができ、相川の窯業も大きく変わろう
としている、・，
町立技能伝承展示館開設　昭和61年に「相川町地域バイタリ　表13　陶芸実習者数
ティ事業」の一環として総工費8154万「「1で、北沢の一角に町
立の技能伝承展示館が開館し、町の伝統技能として誇れる
「裂織り・1と「陶芸」の展示と実習活動が開始された、、陶芸
実習室の傍には登窯が備えられ、島外から多くの人が1．北沢
窯」の陶⊥による指導の許に陶芸に親しんでいる。体験学習
による学校生徒が令体の60％を占めるが、一般客も延びを見せ、実績は年々増加を辿っている。また
島内・島外別では10％対90％で圧倒的に島外者が多く、相川の焼物が広く知られるようになったこと
を物語っている、過去5年間の実習者は表13のとおりである、、
　また町民を対’象に定期的に陶芸教室が開かれ、多数の参加で実績を挙げている。教室には転勤
で相川生活をしている島外者及びその家族の参加も多い．現在は焼物の魅力を知った経験者らに
よって「陶遊会」の愛好者団体が生まれている。会員は42名を数え、週に渡集まって創作活動に励
んでいる、、
　施設・設備が整備されたこともあってユニックス時代とは違った面で、伝統1：芸の無名異焼の理
解・昔及に大きく貢献している。
窯の変遷　戦前・戦後を通し相川の窯は薪を焚く登窯を使用した、家族や職入の手で平均24時間か
ら30時間燃やし続けて1180度から1230度に温度を．．ヒげる苛酷な労働であり、酸化焔焼成と還元焔
焼成では焚き方が違った．それも薪の人手困難と石油の普及により昭和45年ころから燃料が重油に
変わった。いち早く導入したのは「深水窯」であり、その後二文’ド窯」「良’ド窯」「平窯」などが追随
した。しかし、これも数年で終りを告げ、47年ころから新しく電気窯が出現し、窯焚きの・摺甫を解放す
ることとなって、窯元の大半が電気窯に切り替えたため、登窯が不要となった窯元が多い。それでも、
いまも電気窯のほかに物によって登窯を使用する窯元もあり、また焼物屋の象徴として記念に煉瓦の
煙突だけを残している窯元も見られる。
　明治に始まった無名異焼の朱泥器も、戦後になると窯元の数が増え、本．1二の鉄分の少ない白土を
使った施紬陶器を焼成するなど作品も多種多様に変化した。また、相川の窯で修行する島外者も増え
ている。「北沢窯1で修行し分水町で開業した者、或いは「数右衛門窯」で技術を習い覚え長野県軽
井沢で作家生活に人った者もある。戦前には考えられなかったことで、それだけ相川の窯業が社会に
認められたといえる．
　相川の陶⊥も年令の幅が大きくなり、美に対する考え方から伝統］：芸を指向する者や現代工芸を
年度 件数 実習者数
平成元純 593件 2．490九
〃　2 637 31802
ケ　3 869 5，639
ケ　4 1，222 6，298
ケ　5 1，725 10，738
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窯元一覧表（平成5年現在）
窯　　名 開　窯　者 開窯年 現　窯　主 後継者名 備　　考
赤水窯 仙藤富太郎 天保年山 昭和52年　5代伊藤赤水を襲名
清lli窯 初代　　清水増五郎 明治2 n召不1125　勺…　　4　f1こi青水i青lll
　　　　　‘
x止・†・一p
常山窯 初代　　三浦　常川 明治9 4代で廃窯
風問窯 初代　　風間　泰蔵 明治12 2代で廃窯
小平窯 初代　　　：浦　小平 昭和5 昭和48年、2代三浦小平二
柳山窯 初代　　石井　柳山 昭和12 2代で廃窯
数右衛門窯 長浜数右衛門 昭和20 長浜数義
金lll窯 今井仙太郎 昭和23 廃窯
文平窯 清水　文平 昭手U26 清水　謙 北沢窯へ
一平窯 藤田　一ド 昭和26 藤田洋一・
深水窯 2代　　坂下　探水 昭和27 2代で廃窯
鮎川窯 山本　鮎｝ll 昭和30 北沢窯へ
水哉窯 初代　　大滝　水哉 昭和30 昭和59年、2代大滝水哉を襲名
L野窯 岩崎　徳平 昭和35 岩崎　戒
良平窯 根木　良平 11召和39
紫水窯 長尾　紫水 昭和43 休1団．r
北沢窯 理事長　清水　文1ド
齧ｱ理事山本　鮎川
昭和49 一
芳弘窯 森　　芳弘 昭和53
道遊窯 川島　隆之 昭和57
岡辺窯 1司辺　哲史 昭和57
巌常1芋窯 加II義美 平成元 丸山　東
永柳陶房 永柳　修’ 平成3
目指す者など多様で、それぞれが造形美を追求し研鑛を積んでいる。口展入選や伝統丁芸展の人
選・受賞・監査委員などのほか、現代丁芸展の人選や会員・審査員の経験者、県展で最高の県展賞・
奨励賞の受賞など枚挙に暇がない。さらに東京をはじめ島外での個展のほか、外国で個展を開くな
ど中央で認められる者もあり、その活躍は相川窯業にとって誇りであり、広く内外にその存在を示し
ている。このように各自各様の生き方を模索し、励んでいるが、いずれも基本的には相川の無名異焼
から離れることができないでいる、伝統工芸の重みを今更ながら感ぜざるを得ない。
　先輩が苦労して築いた基礎のヒに安閑とするのではなく、現代社会に適応した窯業の行くべき道
を考えながら進まねばなるまい。そのことによって窯業がさらに発展し、町の産業として地位を築くこ
とになるであろう。窯業の未来は大きい、さらに研究を重ね飛躍することを期待したい．．（佐藤俊策）
『佐渡近世・近代史料集一岩木文庫・一』下巻　平成7q995）年　岩木文庫史料集編纂委員会編・金井
町教育委員会発行
　　21　明治期　新潟県佐渡郡統計書　樋年号のないものは明治42年ヵ
　　　　一ナf　l業
（8）煉瓦及び瓦
耐　　火 普　　通 瓦 職　　工
数量 価格 製造ﾋ数 数量 価格
製造
ﾋ数 数量 価格
製造
ﾋ数 男 女 計
相川町 205，6003，8⊥8 ・1 591575ユ，050 1 75，00｛〕 3，375 2 5 18 23
二見村
沢根町 1，200 18 1 80，0003，200 2 13 4 17
河原田町
八幡村
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耐　　火 普　　通 瓦 職　　工
数量 価格 製造ﾋ数 数量 価格
製造
ﾋ数 数量 価格
製造
ﾋ数 男 女 計
二宮村 300 3 1 200 1 ユ 24，5001，000 1 5 1 6
金沢村 24，5UO 800 2 4 4
吉井村 70．〔〕1〕1｝ 3，ooo 4 lo 1 11
新穂村 98，00⑪ ：〕．600 6 lo m
畑野村
真野村 8，4002，550 3 9 9
西三川村 21400840 1 3 3
小木町
羽茂村 45，000450 2 2 5 7
赤泊村
松ヶ崎村
岩首村
水津村
河崎村
両津町 16．8｛｝o 558 1 2 2
加茂村 2059004，118 4 105，9751，589 2 42ユ，20015，16320 63 29 92
内海府村
外海府村
高千村
金泉村
合　　計 4｜L80079399 21，1953，｜08 7 820，8UO34，08642 ］26 58 184
耐火煉瓦1枚2銭、普通煉瓦1枚1銭5厘、瓦1枚3銭6匝卜見倣シ計算ス
（9）工産物雑類
職　　　　工品　　　　　目 数量 価格 製造戸数 男 女 計
漆　　　　器 3、850川 1わ1 33 1 34
銅　　　　器 6，397 5 17 17
鉄　　　　器 7995 38 47 15 62
陶　　　　器 3，090 8 14 ・1 18
莫　　　　産 12440枚3，079 578 107 535 640
建　　　　具 650箇 L805 8 18 18
履　　　　物 80．900足 ll，790 34 63 63
箪　　　　笥 520箇 3，030 12 26 26
竹　　製　　品 57450箇39，149 243 323 ⊥33 456
草　　　　履 3，208箇 5，774
草　　　　軽 24．472箇451273
実　　子　　網 4．097反 29，908
実　　子　　縄 16、219メし 20，274
網　　端　　縄 31」95丸 46，793
そ　の他縄 17241丸1仰00
莚 45．659束 45，659
蓑 2，566 3，849
味　　　　噌 80，000樽24，ooo 53
清　　　　酒 6．708イ1 5L950 40
焼酎　味酬 277 21
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職　　　　工品　　　　　目 数量 価格 製造戸数 男 女 計
醤　　　　油 1，288 3，864 27
麹 2，938 108
注莫産の職工合計数合わず。女533ヵ
（19）陶磁器
職工 装飾品 家具 飲食器 その他 計産　地 戸数 男 女 計 数量 価格 数量 価格 数量 価格 数量 価格 数量 価格
相　川 7 12 3 15 560 860 L360 15 2，800
沢　根 1 2 1 3 290 290
計 8 14 4 18 560 1，150 L360 15 3，090
（21）各種工場
職工5入以上10人未満 同5人未満
瓦焼 鋳物 瓦焼 陶器 鋳物 鍛冶 染物 罐詰
4 2 7 7 3 1 4 1
一六　商業
（2）管内輸出入表 明治41年
輸　　　　　　出 輸　　　　　　入
品種 数量 価格 輸出先 数量 価格 輸入元
煉　瓦 50．000箇 L⑪00 新潟
陶　器 78 468 〃 156箇 936 新潟
（3）管外輸出入表　　明治41年（：注輸出はなし
輸　　　　　　　　　　　入
品種 数量 価格 輸入元
陶磁器 15筒 500 名　占　屋
〃 1，800 3，100 肥　　　前
〃 89 534 大　　　阪
〃 59 354 伏　　　木
〃 140　　　　　　　　　　　　　　　840 門　　　司
（5）賃銭表　　明治42年
3月 9月職業の種別 日給・月給・誾汲ﾌ区別 上 中 下 上 中 下
陶器轄櫨師 月給 10，50〔〕 10，000 9，500 10，500 10，000 9，500
木　挽　職 H給 600 550 500 600 550 500
大　工　職 1司 600 550 500 600 550 500
左　官　職 同 650 600 550 650 6⑪0 550
瓦　葺　職 同 550 500 480 550 500 480
屋　根　葺 同 430 400 380 430 400 380
煉　瓦　職 同 500 450 400 500 450 400
指　物　職 同 600 550 500 600 550 500
経　師　職 同 600 550 500 600 550 500
畳　　刺　　職 同 600 550 500 60（工 550 500
建　具　職 同 600 550 500 600 550 500
石　工　職 同 550 500 480 550 500 480
植　木　職 同 500 500 500 500 500 500
菓子製造 同 ／loO 380 370 400 38⑪ 370
下　駄　職 同 400 380 370 40⑪ 380 370
鍛　冶　職 同 550 530 500 550 530 500
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3月 9月職業の種別 日給・月給・誾汲ﾌ区別 上 中 下 上 中 下
活　版　職 1可 350 300 280 350 300 280
船　　大　工 ｜司 650 600 550 650　　　600 550
桶　屋　職 同 550 530 500 550　1　　530 5｛｝0
坑　　　　夫 同 450 430 400 450 430 400
日　　　　雇 1司 430 400 380 430 司00 380
醤油造稼 月給 9，000 8．500　　8、〔〕0⑪ 9，000 8，500 8，OOO
下　　　　男 〔月給力） 2，000 1．80⑪　　1，5002，000 1，8⑪0 L500
下　　　　女 1司 】，000 850　　　　700 1，000 850 700
⑥会社
資本会社名 種類 所在 設立 目的 総額㈲ 払込側 積立金 社債
相　川　銀　行 株式 相川町大字羽Ill町 30年3月銀行業 150，00093，000
佐　渡　銀　行 株式 両津町大字夷町 30年7月銀行業 16000012〔〕．00027，000
姻　草　会　社 合資 相1川r大字羽出町 30年4月姻草元売捌 1，500 1，500 20
金　七　商　店 合資 相1川1’大字羽出町 40年3月物品販売倉庫業 10，00010，000
三　家　会　社 合名 二見村大字二見 39年8月貸金問屋倉庫業 50，00050，000
新穂商品会社 合資 新穂村大字新穂町 32年5月物品販売 10，0006，000 32（」
両津運送会社 合資 両i．1町大字夷町 39年8月回漕業 5，1⑪0 1，500
石　井　商　店 合資 両i．畑∫大字湊 42年訓問屋業 22，000 500
阿　野　会　社 合資 沢根町大字沢根町 42年12月問屋業 3，000 3，000
共　栄　会　社 合資 羽茂村大字本郷 42年8月荒物肥料販売 5，00〔｝ 2，500
国　府　会　社 合資 真野w大字四即∫ 33年：明味噌製造荒物販売 20，000
羽茂味噌会社 合資 羽茂村大字大橋 31年4月味噌製造販売 10，0004，500 5，500
内　浦　海　産 合資 加茂村大字和木 22年7月海産酒造 3，000 2，800 800150
南　北　会　社 合資 金沢村 40年2月貸金味噌物品製販 ］0，000 10，OOO
村上導火線ｻ　造　会　社合資 柳川1’大字江戸沢旧∫ 40年8月導火線製造販売 8，000 300
共　保　会　社 合資 相川町大字．ド戸村 3i年U月砿油製造販売 5，000 3ρ00
佐渡耐火煉瓦会社 合資 相川町大字1丁目浜 41年3月煉瓦石灰製造販売 2，500 2，500
伊　藤　商　会 合名 相11町大字ド戸町 31年11月海産物製造販売 3、0｛｝0 630 17
（8）郡内各港出入貨物品種別数量・金額
輸出
品　種 単位 数　量 金　額 仕出地
両津港 陶　器 箇 78 468 新　潟
〃　　　　　　瓦 坪 2，015 3，830 〃
2　江戸期の佐渡の窯業
（1）金太郎焼
「八王寺金太郎窯（推定）予備調査」　1．佐渡考古歴史（会報）」第2号　昭和40（1965）年　河原伊勢
治・計良勝範　佐渡考古歴史学会発行
　　　　一‖召不04D勺三7月工り、降σ）調査一
　本年7月以降最近の動向について下記のとおり略報する．．．饅1．は略
2．新穂村大字瓜生屋字八．］三寺　　金太郎焼窯予備調査　7月24［1
　　会具　　fll∫原イ君勢治・計良勝範
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　　　　八王寺金太郎窯（推定）予備調査
期　間　昭和40年7月24日
場　所　新穂村大字瓜生屋字八王寺201番地　地日　原野
所有者　飯田　登
調査員　河原伊勢治・計良勝範
結　果
　　飯田登氏の敷地内の山林傾斜地に焼物窯が存在するらしいことが、河原伊勢治氏の調査で判明。さ
　らに、河原氏による飯田氏からの聞取り調査では、飯田氏が幼少の頃母と窯の中へ入ってレンガを取り
　出したことがあるという。24日は登氏が不在のため、窯の確認、陶片の採取はできなかったので、近隣
　の聞取り調査を実施した。近隣の者は皆金太郎窯であるといっている。
　　本間貞二郎氏
　　　「少しおとなしい人で、阿弥陀堂にいた。明治の始め頃という。阿弥陀堂は今より大きく住むことが
　　できたが、上新穂の南沢にいたともいう。飯田家は代々名主で、金太郎を匿い、屋敷内で焼かせたと
　　伝わる。」
　　　　　所蔵品　金太郎焼片　［（飴粕）径8寸
　　　　　　　　　　　　　捏　鉢　径尺6寸
　　　　　　　　　　　　　小　甕　径5寸
　　　　　　　　　　　　　花生筒（飴紬）高さ8・」’5分　径3・J’8分
　　大場千三九氏
　　　所蔵品に金太郎焼と思われる恵比寿・大黒像（素焼）がある。
　　石川久右衛門氏
　　　73才になる石川トリ氏は「親からむかし、焼物作りがこの辺にいたことを聞いた。うすうす覚えてい
　　る。この片口もその者が焼いたもので、いいものだから大切にせよといわれている。甕もあったが壊し
　　た。」と語ってくれた。
　　　　　所蔵品　金太郎焼片［
　　須田　勇氏
　　　　　所蔵品　金太郎焼徳利
　　以上のように、近隣の人達はいずれも金太郎焼があったといい、また金太郎の作品を所蔵している。
　さらに、飯田家所有地内には窯もあるというから、ここで陶器が焼成されたことに間違いあるまいと思
　われる。今後は窯の発掘調査と陶片資料の収集により金太郎焼との比較検討の必要がある。
　　5代金太郎（明治26年、48才没）は相川町の大火にあって、新穂～河原田へ移住したというから、金
　太郎の経歴・飯田家の伝承などの調査によって金太郎窯かどうか確認したい。
「新穂村金太郎窯祉についての調査」　河原伊勢治・計良勝範　『佐渡考古歴史（会報）』第5号　昭和
40（1965）年　佐渡考古歴史学会発行
　　　　　　　　　　　会および会員の動向　9月～10月　　　　　　　　　　　　　⑰1及び3以下略
2．10月23日、河原伊勢治、計良勝範、上林章造は、佐渡陶磁協会員の太田六雄氏の同行を得て、新穂村
瓜生屋八王寺・飯田登氏宅地にある金太郎窯の試掘を行なった。
　　　　　新穂村金太郎窯力tについての調査（第2報）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河原伊勢治・計良勝範
一　まえがき
　金太郎は相川三丁目の黒沢金太郎が、佐渡で施粕の焼物ができないので九州へ習得に行き、寛政12年
（1800）、自宅の裏山の檀特山に築窯し、富士権現の土をもって作陶した。窯場は平田見の瀬戸物屋地蔵
のあるところといわれる。
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金太郎焼は4代まで続いたとされる。いまその4代までの没年を見ると次のとおりである。
初代
2代
3代
4代
天保12年　72才
天保7年　44才
天保9年　30才
明治2年　58才
　いずれも窯場は相川であったとされている。
　5代は、明治9年以降相川常山窯の一職工であったが、明治12年の相川大火の後、新穂、河原田を転住
し、最後は河原田で明治26年に48才で没しているという。
　さて、河原伊勢治が、昔から金太郎焼が新穂村八工寺にあったという伝承を聞き、去る7月24日に河原・
計良が予備調査をおこなった。その結果は会報第2号に『金太郎焼窯（推定）予備調査』として報告した。
そのときは窯趾の確認がなされなかったので、引き続いて10月23日に土地所有者、飯田登氏の案内を得て
窯趾の一部を試掘した。
　ほんとうに窯があるかどうか。何代の金太郎で何時頃か、ということが問題点で、それらについて以下、
知り得たことを、第1報とまとめて略報したい。（一部第1報と重複する）。
二　調査日時と場所
　1．日　時　　昭和40年10月23日（土）午後
　2．参加者　河原伊勢治・計良勝範・上林章造・太田六雄・飯田　登
　3．新穂村大字瓜生屋1556番地　　通称八王寺
　　　（註．この番地は旧青木村の地番をもってきている）
　　　旧名　井内村大字八王寺20番地の1
　　　飯田登氏屋敷内　　山林傾斜地
三　飯田家の家柄と宗旨
　明治初年まで井内村の代々名主。屋号は甚兵衛。貞亨2年（1685）からの古文書を有す。
　八王寺は10軒あり、そのうち7軒は称光寺（門徒、現在は両津市湊へ行っているが、以前は八王寺の寺
跡にあった。）の檀家で、残り3軒は井内神宮寺（真言宗）檀家。飯田家は神宮寺檀家。金太郎が住んだ
という阿弥陀堂は門徒7軒の共有。　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲称光寺は勝広手等の誤り
四　八王寺付近の土質と地形略図
　八王寺のお宮の前の沢を南沢という。沢は水田化されている。この付近にかつて称光寺という古寺があ
り、その近くに墓が残る。
　飯田氏宅地付近から後の山は良質の粘土山で、赤粘土、白粘土が層をなしている。近くには新穂ダムが
付近略図
焼場
冊
八王子
△墓地
窃竜〃1
薬泉寺
　　飯田氏宅
　　　口竪　山林
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あるが、このダムは土
堰堤で、その芯はここ
の粘土を使ったが、ダ
ム建設工事の時の土
質検査で粘土は良質
とされている。
五　窯趾の試掘
　窯趾と伝えるところ
は、飯田氏宅地内入
ロの傾斜地にあり、現
在は山林で杉を植えてある。登氏が幼少の頃、母とともに竃をつくのに用いるため、窯場の煉瓦を取り出
したことを記憶している。現場は細長く傾斜地に（欠字）字状に凹みをなしている。窯と推定される現場の
前部は、整地のため削られているので、凹地の中程に横に1本のトレンチを入れて見た。
　試掘結果は窯を確認するには至らなかった。しかし、地形、出土遺物、伝承などから、さらに発掘すれ
ば窯を発見できるものと思われる。わずかな試掘であったが、大量の素焼破片が出土した。素焼片は黄
褐色を呈し、細目の四角角丸の煉瓦片、摺鉢片、植木鉢片などもある。素焼片が大半を占める中で、わず
かではあったが粕薬のかかった陶片が2点出土した。紬は海鼠粕と白色灰紬で、無紬の破片は粕薬をか
ける前の素焼片であろう。また中には輪積手法の円筒状で横位に小孔を穿った破片も見られる。いずれに
しても、さらに上方ヘトレンチを入れれば窯にぶつかると思われ、ここで陶器を焼成したことは間違いない
であろう。いずれ機会をみて再調査したいと願っている。
六　部落の伝承と作品
　昭和40年7月24日、部落に残る作品と伝承を調査したので、その結果を述べたい。（第1報参照）
　〈イ〉飯田　登氏　　（登氏60才くらい）
　　作品　徳利、壷、甕、茶こぼし　　いずれも無銘
　　　父が慶応だから明治以前だと思う。金太郎は前の阿弥陀堂で細工してこの窯で焼いた。2代といっ
　　ているが、人によると初代ともいう。幼少の頃、母と一緒に穴窯に入って煉瓦を取り出しそれで竃をつ
　　いた。付近でも金太郎窯といっている。焼き破片が多く出土する。窯の現場は手をつけないで残して
　　ある。宅地付近からは赤土～白土が多数層をなしている。
　〈ロ〉本間貞二郎氏　　（貞二郎氏50才くらい）
　　作品　片口（飴紬、径8寸）捏鉢（径1尺6寸）小甕（径5寸）生筒（高さ8寸5分、径3寸8分、白　薄青
　　　　　粕、飴紬）　いずれも無銘
　　　金太郎は一寸おとなしい人だった。2代目だという。阿弥陀堂にいて、甚兵衛さんの屋敷で焼いた。
　　甚兵衛さんは代々名主で、屋敷内に金太郎をかくまって焼かせたんだろう。h新穂の南沢にいたとも
　　いう。阿弥陀堂は今よりも大きく立派に住まえた。初代ともいう。
　〈ハ〉大場千三九氏
　　作品　恵比寿・大黒の像（素焼）　無銘
　　　昔から飯田さんの屋敷内に金太郎窯があるといっている。現場は今でも残っている。家にある恵
　　比寿・大黒は昔から金太郎の作として伝わっている。像は恵比寿・大黒棚に飾ってある。
　〈二〉石川久右衛門氏
　　作品　片口　　無銘　　甕もあったが壊した。
　　　　石川久右衛門方　石川トリ　　（73才）
　　　若いとき、親から、昔この辺に焼くもんがいたという話しを聞いたことがある。家に片口と甕がある
　　が、これは古いから壊してはならないといっていた。そしてそのなんたらいうもんが焼いたと聞いた。
　　甕は壊してしまった。
　〈ホ〉須田　孝氏
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　　作品　福禄寿の像（無粕）、甕　　無銘
　〈へ〉須田　勇氏
　　作品　徳利（飴柚）、甕　　無銘
　以上、部落全戸を訪ねたわけではないが、訪ねた殆どの家では金太郎焼として多くの作品を残し、大切
に保管している。その紬薬について見ても、窯趾出土の粕薬と各家所蔵の作品の粕薬と一致する。従って
それらの作品が土地の伝承どおり飯田家屋敷内の窯で焼かれたものと判断できよう。
　これらの作品は、我々の乏しい知識ではあるが、太田六雄・河原伊勢治・計良勝範ともに、器形、柚薬、
胎土などで金太郎焼と判断した。しかし、さらにその筋の専門家から確実に金太郎焼か検討してほしいも
のである。
七　何代金太郎か
　ここに窯があったことは間違いなく、部落では金太郎として初代とも二代とも伝え、明治ではないように
思われる。我々は部落に残る作品を金太郎焼と思うので、仮説をたてたいと思う。即ち飯田登氏宅地内の
窯趾を「八王寺金太郎窯」と名付けたい。
　窯の構造、規模についてはさらに調査を続けたいし、何代の金太郎か、時代は何時かも並行して調査
したい。
　時岡二郎氏によれば、「世界陶磁全集第六巻」（河出書房）に、5代金太郎（黒沢幸吉）は明治12年秋
から明治20年頃まで新穂村潟上30番戸の乙にいたとしている。また氏のご教示によれば金太郎2代の弟
子に潟上の由右衛門という人がいたが、この人の事歴は未調査といい、潟上30番戸が当時由右衛門宅か
どうか想像を出ないという。
　5代金太郎が新穂村潟上にいたということは、八王寺窯が同村内であるので関係がありそうな気がして
くる。潟上の金太郎は、潟上の後藤四三九氏（明治10年生まれ）、後藤奥衛氏によれば、÷潟上のえいほう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママラ寺の小路のよしえむの付近にいたという。明治20年頃か”と云っており、よしえむは2代金太郎の弟子由右
衛門のことであろう。とすれば5代金太郎は相川大火にあってから2代の弟子であった由右衛門家を頼っ
たものと想像される。としても由右衛門は潟上へ帰ってから築窯したか、5代金太郎が潟上にきてから窯
作業したかは分かっていない。
　八王寺窯と潟上はおよそ1里以上はある。八王寺では明治ではなさそうだといい、初代とも2代ともいう
ことから、5代金太郎と八王寺窯とは関係がなさそうに思われる。由右衛門、金太郎の初代、2代のこと、
作品などから調査しなければならないように思う。
　以上、知り得た点の概略を報告したが、今後は窯の構造、ほんとうに金太郎焼か、時代は何時頃で何代
かを課題として調査を続けたい。よろしく先輩のご指導を得たい。
「金太郎焼に関する一、二の資料　一相川の土地売渡し文書について一」　昭和43（1968）年　河原
伊勢治・計良勝範　　『佐渡史学』第6集　佐渡史学会発行
　「金太郎焼」というのは、寛政12年（1800）、黒沢金太郎が、相川の自宅の裏山の通称檀特山に築窯
し、地続きの富士権現の土を用いて、佐渡で始めて本格的に施粕陶器を焼き、数代続いた焼物をいう。こ
の「金太郎焼」は明治になって廃窯にいたり、時の黒沢金太郎は相川の自己所有の土地を売却して新穂
方面へ転任している。
　右の土地売り渡しに関する当時の文書については、同町五郎左衛門町の清水増五郎方へ売り渡した記
録が、後継者の同町二丁目23番地、清水幸雄氏方（清水瀬戸物屋）に残されている。
　清水家の関係文書は二通あり、一つは明治12年1月の羽田村字南谷地と字大平の畑地買い受けの地境
の証文であり、他の一つは、明治16年8月のド戸村字白坂の山地売渡しに関する黒沢金太郎発行の文書で
ある。
　次にその二通の文書について発表いたしたいと思う。
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　清水家の文書は次のとおりである。
　清水家文書　其ノー
　　　　　畑境附之証
　　雑太郡羽田村
　　　百五十一番
　　　字南谷地
　　一　九等畑五畝四歩
　　　当境東ハ道切南者土手半分西北者土手五尺通り也
　　同郡同村
　　　弐百九十六番
　　　字大平
　　一　四等畑四畝六歩
　　　当境東北者畑切南者畔切西者道切也
　右者今般黒沢金太郎殿6買受候畑境附、村主江申入候処、立会衆中惣代相請之上、前記境附相違無
之、然ル上者末々迄右境附相守リ可有之、依之境附証書如件
　明治十二年一月
　　　　　　　　　　　　　右村
　　　　　　　　　　　　　立会　山田松平㊥
　　　　　　　　　　　　　　〃　田畑長平㊥
　　　　　　　　　　　　　惣代椎野吉平㊥
相川五郎左衛門町
　清水増五郎　殿
同　其ノニ
　　　山地売渡申証書之事
雑太郡下戸村之内
　四百九拾七番
　字白坂
一　山三畝歩
　地価金拾銭弐厘
　　　此境東者埋石切南ハ沢切井林伊三郎山境西者羽田村境土手井埋石切北者道切也
　（印紙一銭）
　　　　売渡代金参拾九円也
　右地所是迄自分所有罷在候処、本年八月ヨリ其許江売渡、土地代金前記之通正二請取申処確実也。然
ル上者此末、当地所二相掛ル地租井諸上納物村並無相違相勤地所永続可被成候。勿論右地所二於テ外
ヨリ異角等申者無御座、若構候有之段申もの御座候ハ・、地主及ヒ立会之者罷出急度玲明ケ、少モ御苦
労相掛ケ申間敷、依之為後日之山地売渡確証相渡所侃而如件
明治十六年八月
　　　　　　　　　　　　　相川四丁目
　　　　　　　　　　　　　　山地売渡人
　　　　　　　　　　　　　　　　黒沢金太郎⑳
　　　　　　　　　　　　　ド戸村
　　　　　　　　　　　　　　立会百姓
　　　　　　　　　　　　　　　　　福島小平　　㊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　宮川半五郎㊥
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　　　　　　　　　　　　　　　　　林与平　　㊥
　　相川五郎左衛門町
　　　清水増五郎　殿
前書売買地所反別字番号及ヒ持主共相違無之二付、奥印致置候也
　　　　　　　　　　　　　　　戸長池田喜平㊥　　　囲池田吉平とあったが喜平の誤り
　右文書の黒沢金太郎と買い主清水増五郎との関係については、清水幸雄氏および氏の母シゲ氏によ
ると、相川の五郎左衛門町の清水増五郎は、黒沢金太郎の弟子であって、明治2年に瀬戸物屋を始めてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラる。当時の金太郎の窯は五郎左衛門町の来向寺の山にあり、金太郎が窯をやめるので、山を買いうけ、焼
物を始めたという。
　二つの文書によって知れることは、黒沢金太郎は相川に相当の土地を持っていて、明治12年1月に畑地、
同16年8月には山地と、二度にわたって同一人へ売り渡していること。次に黒沢金太郎は相川四丁目に住し
ていたこと。売り渡した山地の「下戸村之内四百九拾七番字白坂」は、通称「富士権現」といい、彼の土場
であった。
　明治の黒沢金太郎が相川を離れたのは、「金太郎焼」の他にも窯業が盛んとなって、時代の流れととも
に、「金太郎焼」がおとろえたことなのであろうか。それは、当時の金太郎が常山窯の一職工として働いた
こともあることなどによってもうかがえよう。
　相川の土地を売り払った金太郎は、その後潟上村へも立寄ったと見え、通称「金太郎屋敷」と呼ぶ場所
が今も伝えられており、金太郎がなぜこの地区を選んだかについてはいろいろな疑問があるが、また要素
もあり、良質な粘土と焼料が豊かであったことも考えられる。
　黒沢金太郎の二代を名乗れといわれていた「与四右工門」というのが潟上におり、この人も当時窯業を
営んでいたという。今その窯趾は耕地整理で埋没している。一方、新穂村大字瓜生屋1556番、通称「八
王子」（旧井内村大字八王子20番地ノ1）、飯田登氏屋敷内傾斜地には、「八王子金太郎窯」と筆者が名
付けたところの窯趾があって、ここから出土する遺物の比較および伝承、その他から、黒沢金太郎の窯で
あったことが㈲知られている。
　おそらく、黒沢金太郎は一時相川を中心として窯業を行なっていたであろうが、新穂地方でも先代から
窯業を営んでいた可能性は充分うかがえるのである。
　なお、文書を提供下さった、清水幸雄氏に感謝いたしたい。
　（註）河原伊勢治、計良勝範「新穂村大字瓜生屋字八王子、金太郎焼窯（推定）予備調査略報」
　　　　　　　　　　　　　　佐渡考古歴史第2号、昭和40年8月。
　　　　河原伊勢治、計良勝範「新穂村井内、金太郎窯趾についての調査」佐渡考古歴史第5号、
　　　　　　　　　　　　　　昭和40年10月。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河原伊勢治　新穂村教育委員会嘱託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計良勝範　　佐渡博物館学芸員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラ「黒沢金太郎の身辺　一彼の墓標と過去帖をとうして一」昭和46（1971）年　計良勝範　　『佐渡史学』
第7集　佐渡史学会発行　　　　　　　　　　　　　　　　㈱以下「とうり」など多出するが訂正しなかった
　　　　　一、黒沢金太郎と黒沢家の墓
　相川三丁目に居住した黒沢金太郎は、寛政年間の末（寛政12年1800）、佐渡で始めて本格的な施粕陶
器を焼き始めた人としてω知られている。彼の窯場は自宅の裏山の通称檀特山にあったといわれ、数代継
続したが、明治に入ってからは時代の波におされ、ついに（2）廃絶してしまった。最近の調査ではそれらの相
川の金太郎窯跡の他、何代目のものかまだ明らかではないが、新穂村の八王子からも金太郎窯跡｛3）がみ
つかっている。彼らの焼物は一見して唐津焼風であるが、「金太郎焼」として㈲世に知られその作ゆきが好
まれている。しかし、そうしたなかで忘れてならないのは、この「金太郎焼」は佐渡における窯業史のなか
で近世窯業を確立させ発展させた重要な位置にあるという点であろう。
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　即ち、金太郎焼は単に古美術的なよさだけではなくて、右のような意味あいにおいて追求されなければ
ならないと思われる。そうした点で、金太郎の作品のみならず、その窯跡の発掘調査もぜひ行なわねばな
らないであろうし、また黒沢家や黒沢金太郎の菩提寺にある墓標や過去帖などの資料もみおとしてはな
らない重要な資料となろう。
　黒沢家や初代黒沢金太郎（以下金太郎）の墓標があるところとして知られているところは、
　（1）初代黒沢金太郎の墓（相川町大字下寺町浄土宗法然寺）
　（2）金太郎妻（？）の墓（相川町大字一丁目裏浄土真宗永宮寺）
　（3）黒沢家の惣墓（佐和田町大字沢根五十里浄土真宗万行寺）
であるが、これらの菩提寺にはそれぞれの墓標に関係した過去帖が存在している。
　右の三ケ寺の関係をみると、まず言えることは、浄土宗法然寺にある墓標は初代黒沢金太郎個人のも
のであって、他の二寺（永宮寺と万行寺）は浄土真宗であり、黒沢家の菩提寺と思われ、そのうちの万行寺
は惣墓であることに注意しなけれはならない。法然寺にある金太郎個人の墓標の存在は、一般的に言っ
て、金太郎が浄土宗に帰依したということによって存在の理由がうかがえるが、しかし金太郎自身と法然
寺との直接的なつながりは知らされていない。さらに黒沢家としての菩提寺は本来は永宮寺なのか万行寺
なのか、さらに永宮寺と万行寺との関係はどう理解すればよいのか判明していない。
　本論は、右の三ケ寺のうち、まず法然寺にある初代金太郎自身の墓標をとらえ、そこから法然寺の過去
帖をさぐり、さらに永宮寺の過去帖などをさぐることによって、金太郎の人間性や、彼の焼物を始めねばな
らなかったわけを、彼の身辺をさぐることによって追求してみようという試みである。
　　（註1）「佐渡四民風俗下」の「追加」の項。「追加」は天保11年12月、広間役原田久通によって書か
　　　　　れたもので、金太郎に関しては、次のとうり記録されている。
　　　　　「陶（を）作（り）候儀は、三丁目金太郎と申す者先年心掛け、他国え罷り越し習ひ受け、土地
　　　　　の土を以て薬に致し候儀相辮へ、国中穿墾致し、終に案に当り候に付き、寛政の末願ひの上
　　　　　相始め皿、鉢、瓶の類、其の外日用の品々出来、国用を辮じ調法の儀に御座候問、相続致さ
　　　　　せ度きものに御座候」
　　（註2）河原伊勢治・計良勝範「金太郎焼に関する一、二の資料一相川の土地売渡し文書について一」
　　　　　佐渡史学6、昭和42年10月。
　　（註3）河原伊勢治・計良勝範「新穂村井内、金太郎窯批について調査」佐渡考古歴史5、昭和40年
　　　　　10月。
　　（註4）「世界陶磁全集第六巻」（河出書房）所収の時岡二郎氏の研究にくわしい。
　　　　　二、黒沢金太郎と法然寺
　　　　　　1．金太郎の墓標
　相川町の法然寺には初代黒沢金太郎の墓といわれている一基の墓石がある。この墓標については、す
でに「相川町誌」（岩木拡著、昭和2年7月刊）には「浄土宗、広龍山法然寺」の説明の中に「陶器ノ創始者
黒沢金太郎ノ墓もアリ。」と記録している。
　この金太郎の墓と称されている墓標は、法然寺の山門をくぐるとすぐ向って右側の、門から続いている
屏の内側に所在している。墓標の形は、上端をわずかに山形にした四角柱の碑身で、碑身の大きさは、長
さ約54．5糎、巾25．5糎、奥行25．5糎位でありその下に蓮華座と基礎を有し、全高は約127糎位を計測する
ことができる。大体、中位の墓標であろう。碑身の正面および両側面には文字が刻まれており、次のとうり
である。
　正面　　　　　「専蓮社行誉求道西堂」
　向って左側面　「黒沢氏」
　向って右側面　「天保十二丑年正月廿六日」
　しかし、この墓標の文字だけでは、本当に初代黒沢金太郎の墓標なのかどうかについては明確になし
がたい。それで、どうしても法然寺の過去帖と照合してみる必要がある。法然寺過去帖と照合することに
よって始めて金太郎の墓標であるということが確認されるのである。法然寺過去帖によると、この墓標に
42
ついての霊位は、
　　　　　　　　　　　大巌寺起誉上人両脈相承
　　　「天保十二年　専蓮社行誉徳浄求道西堂　正月廿六日　黒沢金太郎事七十二才忠誉上人弟子ナ
リ」
とあって、この記録によって、右の墓標が明らかに金太郎の墓標であり、墓標の正面の文字は金太郎の戒
名であり、「黒沢氏」は黒沢家のものであるということをあらわし、年号は金太郎が72才で没した没年で
あることが理解される。そして金太郎は「大巌寺起誉上人」から「両脈相承」をうけていることと、「忠誉
上人」の弟子であったことが知られるのである。
　また、この黒沢金太郎が、金太郎焼の初代であるとするのは、前述した、「佐渡四民風俗」の記録にあ
る「三丁目金太郎」と同一人物であるとする考え方に立っているからであって、それは、年代的にも、同時
代とみてよく、さらに後述するが、永宮寺過去帖にでてくる黒沢家の霊位などによって、「三丁目金太郎」で
あることが明らかであるという理由によっている。
　いま、「佐渡四民風俗」の金太郎の記録とも併せて資料としながら、金太郎のこの間の事件を年代順に
みてみると次のようになることが知れる。
　（1）寛政12年（1800）　三丁目金太郎が焼物を始める。
　（2）天保11年（1840）　この年の12月に「佐渡四民風俗」の「追加」に、金太郎の焼物を始めたこと
　　　　　　　　　　　　などが記録される。
　（3）天保12年（1841）　この年正月26日、金太郎は72才で没す。
　このことによれば、「追加」に書きあげられて間もなく、翌月には金太郎は没している。
　最近、一、二の研究家が、この金太郎の墓標に対し、墓そのものなのか供養塔なのかを問題にしたり、墓標
の造建を記年号よりもよほど新しいという見方をするむきもあるが、私は石造墓碑の形式ヒの点と法然寺の過
去帖の記録の上から、明らかに金太郎の墓標でよいとみたい。墓造立の実年代は間題でないと思う。
　むしろ、それよりも問題点は、初代黒沢金太郎のみが、なぜ黒沢家から離れたかたちで法然寺によって弔ら
われねばならなかったかであり、さらに、法然寺過去帖に記録されているところの「大巌寺起誉上人両脈相承」
と「忠誉上人弟子」ということをいかに解釈するかが問題ではなかろうか。法然寺現住、末武清孝師によれば、
金太郎に関する資料は、当寺にはこの墓標および過去帖以外には全くなく、言い伝えもなさそうであるが、私は
法然寺過去帖をよりどころとして、法然寺と金太郎との関係を追求してみたいと思う。
　　　　　　2．金太郎と大巌寺起誉上人の関係
　法然寺過去帖による黒沢金太郎の霊位の書きあげには、「大巌寺起誉上人両脈相承」と添えがきされ
ているのであるが、これはまず「大巌寺」の「起誉上人」から「両脈相承」という戒律をうけたということ
に理解されよう。
　「大巌寺」（だいがんじ）というお寺は佐渡島内にはみあたらないので、島外にその寺をさがさねばなら
ない。望月信享「仏教大辞典」によると、下総国に「大巌寺」があり、その説明をみると次のように書かれて
いる。
　　「ダイガンジ大巌寺、下総国千葉郡蘇我町生実郷に在り。龍沢山玄忠院と号し、浄土宗に属す。関東
　　　十八檀林の一にして、又龍沢精舎（道場）と称ポ」
　これによると、大巌寺は浄土宗の道場であるということが知れる。起誉上人はこの大巌寺の上人であっ
たのであろう。「大巌寺」が右の大巌寺であるとすれば、金太郎は恐らく、大巌寺起誉上人が来島した様
子がないので、下総国の大巌寺におもむき、浄土宗の戒律の一つとしての「両脈相承」（僧侶になるために
修業する一つの戒律）を起誉上人からうけたのではなかろうか。このことによって黒沢金太郎は、単に焼
物師としてであるだけではなく、浄土宗をとうして修業した修業者でもあったと理解されなければならない
であろう。
　　　　　　3．金太郎と忠誉上人の関係
　法然寺過去帖による金太郎の霊位のもう一つの添えがきは、「忠誉上人弟子ナリ」である。これは、金
太郎が浄土宗をとうして修業するにあたり、忠誉上人を師としていたということに理解される。
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　それでは金太郎の師であったこの「忠誉上人」とはいかなるお方であったのであろうか。まず考えなけ
れはならないのは、法然寺に忠誉上人が住職としてでてこないかどうかということであろう。法然寺の「歴
代当山過去帖」によると、法然寺十八代に忠誉上人がおられ、その記録は次のとうりである。
　「従中興十八代乗蓮社忠誉上人念阿慧空実道大和尚
　　　　　　天保卜四卯年七月廿五日寂行命六十六才」
　即ち、「忠誉上人」は法然寺十八代であって、初代黒沢金太郎はこの忠誉上人を師として浄土宗に帰依
し修業していることが知れるであろう。従って、金太郎は法然寺れV代忠誉上人との直接的なつながりを
とうして、浄土宗法然寺との直接的な関係をまずみいださねばならない。法然寺に金太郎の墓標が存在す
るのも、まず右の関係によって理解されなければならないと思われる。
　しかし、忠誉上人と金太郎の間がらを年令の上からみてみると、忠誉上人は天保14年没66才であり、金
太郎は天保12年没72才であるので、金太郎は師の忠誉上人よりも8才位も年輩であるという関係である。
これは一般的にみて、年令的には師と弟子の間がらは逆の立場であって、このことは、単に金太郎と忠誉
上人との関係によってのみ法然寺と金太郎との関係が生じているのではなさそうに思えてくる。それはさ
らに、黒沢家が浄土真宗であるなかで、金太郎のみが浄土宗に帰依したわけがかくされているのではな
かろうかという疑問も生じさせる。
　　　　　　4．金太郎と黄誉上人と先祖
　初代黒沢金太郎と法然寺との関係については、先に記したとうりまず法然寺十八代忠誉上人との師弟
関係によってなりたっていたということを知った。しかし、さらにそれ以上に深い関係があるとすれば、そ
れは何であろうか。再び法然寺過去帖を入念に調べてみなけれはならない。その結果、金太郎自身のみの
ものだけでなく黒沢家に関係する霊位をも次のとうりみつけだすことができた。
　（1）　宝暦卜一巳年
　　　釈顕教二月廿三日　黒沢四兵衛　玄英父
　（2）　安永二巳年
　　　浄誉清心信女　四月十七日　黒沢金太郎祖母　当山黄誉母
　（3）　文政十二巳丑年
　　　金蓮社黄誉上人湛阿徳水玄英大和尚十七世　三月九日　七十五才
　（4）　天保十二辛丑年
　　　　　大巌寺起誉上人両脈相承
　　　専蓮社行誉徳浄求道西堂　正月廿六日　　黒沢金太郎事七十二才、忠誉上人弟子ナリ
　右の霊位のうち（4）は前記したとうり初代黒沢金太郎であり、この「黒沢金太郎」ということをよりどこ
ろとしてまず（2）の「黒沢金太郎祖母」の霊位をみつけだし、その霊位の「当山黄誉母」という文字をより
どころとして次に（3）の霊位がうかびあがり、この「黄誉」は「玄英」と同一人物であるところから（1）の霊
位がうかびだしてくる。
　これらの霊位のうち、まず注目されるのは、（3）の霊位、即ち黄誉上人玄英大和尚は法然寺十七世であ
るという点であろう。そしてさらに、右にうかびあがった霊位の関係は、黄誉上人の父が（1）の「黒沢四兵
衛」であり、母が（2）であり、この黄誉上人の両親は、（4）の黒沢金太郎にとっても祖父母にあたることが
知れ、このことから、黒沢金太郎と黄誉上人の間にも深い血縁関係がなりたってくる。しかも彼らは、この
（1）の「黒沢四兵衛」を先祖とした直系であるという関係が成立するであろう。
　それでは、法然寺十七代であり、さらにまた金太郎と深い血縁関係を有していた黄誉ヒ人とは一体いか
なる人物であったのであろうか。そして、黄誉上人と金太郎との間にはいかなる血縁関係がなりたつので
あろうか。
　まず、黄誉上人の人柄についてみてみよう。法然寺の「歴代当山過去帖」によると、黄誉上人は次のよう
に書きあげられている。
　「従中興十七代金蓮社黄誉上人湛阿徳水玄英大和尚
　　　此上人者大超寺九世当山十五世融誉上人之弟子ナリ其後本山興玄大僧正縁山学席五人目之節直
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　　弟二相成リ天明七未九月当山江入院、文化八未年大師六百年御相当之節法然寺卜改寺号文政十二
　　未年三月九口江戸大久保専念寺二於テ寂ス、住職三十年、七十五才」
　また、右の記録に「大超寺九世当山十五世融誉上人之弟子」とあることによって、現在、相川町の浄土宗
大安寺に保管されているところの浄土宗の「大超寺内過去帖上巻」を拝見してみると、黄誉上人は大超寺
十世でもあったことが知れ、次のように書きあげられている。
　「十世　金蓮社黄誉上人湛阿徳水玄英大和尚
　　　右上人ハ当国三丁目黒沢金太郎ノ子息ナリ九世融誉上人ヲ為師卜剃髪受戒シテ戒名ヲ圓英ト言
　　十五歳ニシテ三縁山二到リ時ノ学頭興玄上人ノ弟子トナル即玄英ト改名ス……安永八亥年帰国シテ
　　大超寺二住職ス弟子アリ嫡弟ハ法然寺十八主忠誉実道……在院九年天明七未年法界寺へ転住ス同
　　寺住職中元祖大師六百遠忌相勤本山江登リ法然寺ト寺号ヲ相改候事同寺在院二十八年文化十一戌
　　年隠居跡ヲ忠誉二附属シ江戸二到リ大久保ノ専念寺二住職ス即チ同寺ニテ文化十二丑年三月九日世
　　寿七十五才ニテ命終ス」
　以上の二つの書きあげによって知れることは、黄誉上人は本山学席五人日に列するぐらいの学僧であっ
たこと、今の法然寺という寺号は、法界寺という寺号を文化8年に法然寺と改めたこと、安永8年から大超
寺住職となり、そののち天明7年に法界寺住職へ転住したこと、嫡弟ハ、法然寺十八代忠誉上人であったこ
となどが知られるのである。右の大超寺の過去帖に書きあげられている「右上人ハ当国三丁目黒沢金太
郎ノ子息ナリ」というのは、法然寺過去帖によれば、この「当国三丁目黒沢金太郎」は「黒沢四兵衛」のこ
とを言っているのであり、この場合は、焼物をやった「黒沢金太郎」自身のことではなく、彼の先祖をさし
ていると思われ、後代に先祖の「黒沢四兵衛」をも「黒沢金太郎」と記録したものであろう。
　次に、この黄誉上人と金太郎との関係はいかに解釈されるのであろうか。いま、法然寺過去帖および大
超寺内過去帖によって、金太郎および黄誉上人の先祖である黒沢四兵衛との関係を直系であるとする前
提にたって考えてみると、黄誉上人と金太郎の関係は二つの場合が考えられる。その一つは黄誉上人を金
太郎のおじに当るとする見方であり、その二つは黄誉上人を金太郎の父とする見方であろう。即ちこれを
系図にすれば次のようになる。
ω灘女コモ：…金太郎
②灘女コモ　一金太郎
　しかし、（2）の場合について考えてみると、黄誉上人および金太郎の生没年をあわせて考えてみると、
黄誉上人が大体15才位の時の子が金太郎ということになって、不自然のように思えるし、また当時僧侶の
妻帯が認められていないということから、黄誉上人の子を金太郎とするこの（2）の考え方はあてはまらな
いように思える。
　それでは、金太郎のおじを黄誉上人とする（1）の場合を正しいとみて、金太郎の父（即ち、黄誉上人と
兄弟にあたると思われる人）は一体誰であったのであろうか。今ここでは彼の父に対する資料を全く見い
出すことができないが、恐らく、大超寺の内過去帖にでてくるとうり、「黒沢四兵衛」を「黒沢金太郎」と
記録しているところからみても、
　黒沢四兵衛一X　一黒沢金太郎
という直系の関係を成立させてよいであろう。
　今後、先祖である「黒沢四兵衛」は一体いかなる人物か、そして「黒沢金太郎」の父（X）は、誰であり
いかなる人物かが、「金太郎」および「金太郎焼」研究の重要な問題点となさねばならない。
　　㈹大超寺は相川中寺町にあった浄土宗の寺である。
　　　　　　5．金太郎と法然寺の関係
45
　黒沢金太郎は法然寺十八代忠誉上人の弟子であった。しかし、単にそればかりの間がらによって金太
郎と法然寺の関係がなりたっているのではない。前記した大超寺の内過去帖の黄誉上人の記録にあると
うり、法然寺十七代黄誉上人の嫡弟はこの法然寺1ソV代忠誉上人であったという点をみのがせないのであ
る。表向きは金太郎の浄土宗における師は法然寺十八代忠誉上人であっても、忠誉上人の師が同寺十七
代黄誉上人であり、しかもその黄誉上人と金太郎は、深い血縁関係（黄誉上人はおじ？）を有していたとす
るとき、内面的（本質的）にはこの黄誉上人をとうして、金太郎と、忠誉上人との関係および法然寺との関
係が生じているとみられるであろう。そうした関係によって、黄誉上人の両親も法然寺過去帖に書きあげら
れ弔らわれているのであろうし、金太郎自身浄土宗に帰依し、法然寺が彼の修行の場として登場するので
あり、さらに黒沢家にとっても金太郎自身の墓標のみが法然寺に存在するのであろう。
　　　　　三、黒沢金太郎と彼の先祖
　　　　　　1．金太郎の人間性
　黒沢金太郎は焼物師として有名である。しかし、その反面彼は浄土宗法然寺を舞台として修業する求道
者としての性格を有していたということを明らかになしえた。いわば俗人ではなく、半俗半僧としての性格を
有していたのであった。
　たまに、金太郎焼に関心をもつ古老から、「金太郎は千ケ寺で来たものだ」と聞かされることがあるが、
これは単的に彼のこの一面を物語っている。「千ケ寺」というのは一般的に廻国修業僧の様をさして言う
語葉（彙ヵ）であろうが、金太郎が法然寺のみならず、あちこちの島内の堂宇に入っているような気配を感
じさせるのもそのためであろう。「佐渡郷土辞典」には「晩年は隠居して浄土宗に帰依し念仏三昧に入っ
た」とあるが、これもその間の事情を物語っている。
　しかしながら、金太郎が浄土宗に帰依した時期については明確ではない。「佐渡郷土辞典」では晩年と
あるが、私は恐らく、精神的には相当早くから、黄誉上人などをとうして法然寺を中心的舞台としながら感
化されていったものと考えたい。即ち、彼は焼物を製作するという本業と同時に、常に修業者であるという
自覚があった。金太郎が佐渡近世焼物史上重要な事業家として理解するとき、彼の内面である宗教的色
彩のある求道者としての人間性を同時に理解しなければ完全ではないといえよう。
　　　　　　　　　　　　くママラ　金太郎焼のあたたかみや味いや、技巧ぶらない作風が、彼のこのような人間性を知ることによって、より
深く理解されるのではなかろうか。
　　　　　　2．金太郎の先祖は買石四兵衛
　　　　　　　　　　　　　くママハ　黒沢金太郎の祖父は黒沢四兵（戒名、釈顕教）であることを、法然寺の過去帖によって知ることがで
きた。しかし、彼の祖父の戒名「釈顕教」は明らかに浄土真宗に用いられる戒名であって、本来、浄土宗で
ある法然寺のものではないことを示している。それはさきにも記したように、法然寺十七代黄誉上人の関
係によって、本来浄土真宗でとむらわれた「釈顕教」が、浄土宗の法然寺でも供養されたことをあらわして
いる。それはもともと黒沢家の菩提寺が浄土真宗であって、そうした黒沢家のなかから、何らかの理由に
よって浄土宗の僧侶である黄誉上人がで、その関係をとうして金太郎も浄土宗に帰依し、黒沢家の菩提寺
から離れて浄土宗に入り、黄誉上人と金太郎の入った浄土宗の寺院に、彼らの先祖の霊もとむらわれたと
考えたい。
　黒沢家の菩提寺であると思われる寺には、相川の永宮寺と、佐和田町の万行寺があげられ、いずれも浄土
真宗である。金太郎の祖父の釈顕教はもともと、このいずれかの寺が菩提寺であらねばならないであろう。
　いま、相川の永宮寺の「過去牒」を入念に調べてみると、黒沢四兵衛に関する霊位は次のとうりであった。
　　　　　宝暦三癸酉　二月十四日
　　　○行　円　　　　　　二丁目四兵衛
　　　　　L一三丁目黒沢金太郎事
　　　　　宝暦九己卯　三月二日
　　　○妙　円　　　　　　二丁目買石四兵衛
　　　　　L三丁目金太郎婆子事九十一一
　　　　　宝暦十一辛巳　二月廿三日
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　　　○顕教　　　二」’目買石四兵衛
　　　　　L三丁目金太郎事
　以上の他に、「幸吉」（註）および「幸吉」の「何々」とでてくるものが、ひきつづいて四霊位ぐらいあり、明
治に入っては、「黒沢金太郎」の「尼」が一霊位みられる。
　右の永宮寺過去帖によって知れることは、まず第一に黒沢金太郎自身と黄誉がぬけているということで
あり、それは、黄誉と金太郎が浄土宗に入っていることによってそのわけが知れよう。第二は「釈顕教」は
相川の「二丁目」の「買石四兵衛」であるということであって、このことは、三丁目の金太郎の先祖が二丁
目に居住して買石業を営んでいた黒沢四兵衛であるということをあらわしている。しかも顕教の前にもう一
人の四兵衛がいるから
　　　二丁目　　　　二∫°目　　　　　　　三丁目
　　　四兵衛（行円）一買石四兵衛（顕教）……金太郎
という関係を成立させることができよう。しかし、この場合、先に記したとうり、顕教と金太郎の間には、金太郎の
親かも知れないところの（X）なる人物を入れねはならないのであって、この（X）なる人物が問題として残されよ
う。この（X）なる人物も「金太郎」と称したのであろうか。そして何を生業としたのであろうか。
　　　　　　3．買石業から製陶業へ
　永宮寺過去帖をみると、金太郎の先祖および黒沢家一族の霊位が大体記録されているとみられる。そ
してそれは、黒沢家の宗旨が浄土真宗であり黒沢家の菩提寺が永宮寺か万行寺であるということを物
語っている。しかしそうした永宮寺過去帖における黒沢家の霊位で気付く点は、それらのなかに、大超寺
および法然寺の往職であった黄誉上人と金太郎自身が入っていないということである。黄誉上人も金太郎
も黒沢家の一族であるのに彼らのみが浄土真宗永宮寺にとむらわれていないのは、黒沢家における一つ
の変動であろう。黄誉上人と金太郎のうち、黄誉上人は、黒沢家の宗旨である浄土真宗を離れて、浄土宗
の僧侶になっていることで一応解釈されようが、金太郎自身はなぜなのであろうか。それは単に、おじに
当るであろう黄誉上人について、浄土宗に帰依したという理由のみによってであろうか。この問題は、黒沢
家の流れという問題のなかで大きくとらえてみなければならない問題を含んでいる。
　即ち、黒沢家先代は買石業（四兵衛）であったのであり、その買石業を何らかの理由で廃業しそのなか
から新に製陶業（金太郎焼）を起したということを、黒沢家の家業の変動という形でとらえられねばならな
いと思われる。
　金太郎の先祖である二丁目買石業黒沢四兵衛は、何らかの変動（恐らく相川金銀山の衰微していくな
かで起った一つの重大な事件と考えられる）によって廃業をよぎなくされ、その子息のうちの一人は、黒沢
家の宗旨の浄土真宗をはなれ、浄土宗の僧侶（黄誉上人）となり、直系の金太郎も居を三丁目にかえて製
陶業という新興の事業を起していった。そして彼もまたおじにあたるのであろう黄誉上人の感化によって
浄土宗に帰依していったと考えなけれはならない。
　この黒沢家における買石業から製陶業への転業は単に「金太郎焼」としての問題ではなく、近世におけ
る佐渡製陶史を、相川金銀山の流れのなかで、社会経済史的方面から追究されなければならない重要な
問題として提起されねばならないことを意味しているであろう。
　　（註）私は万行寺過去帖を調査していないので、よりくわしいことはわからないが、永宮寺過去帖に
　　よってのみでは「幸吉」を金太郎一族とする理由がうかがえない。しかし、大安寺に保管されていると
　　ころの「大超寺内過去帖下巻」をみると、黄誉上人およびその両親の霊位が書きあげられていて、次
　　のように、黄誉上人の母の清心信女を「黒沢幸吉母」としている。このことから、「黒沢幸吉」を金太
　　郎の一族とみることができる。
　　　　　　　　宝暦十一辛巳年
　　　　　達誉通善信士　二月廿三日　黒沢四兵衛事　黄誉上人父
　　　　　　　　安永二癸巳年
　　　　　浄誉清心信女　四月十七日　黄誉上人母　黒沢幸吉母
　　　　　　　　文政卜二己丑年
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　　　　　金蓮社黄誉上人湛阿徳水玄英大和尚　三月九日　十主
　なお、右によって、金太郎の先祖（祖父母）であり、また黄誉上人の父母である「黒沢四兵衛」および
「清心信女」は、永宮寺・大超寺・法然寺の三ケ寺の過去帖に書きあげられてとむらわれていることが知
れる。これは恐らく永宮寺では黄誉上人（金太郎もそうであるが）が記録されていないことからみて、黄誉
上人が大超寺および法然寺の住職であった関係から、上人の住持する両寺においても、上人の両親として
とむらわれたのであろう。
　　　　　四、のこされた問題
　法然寺にある金太郎の一つの墓標をとうして、そこから彼の先祖が「買石四兵衛」であることを発見す
るまで論旨を発展させることができた。しかし、まだいくつかの問題点がのこされているし、それらの問題
をさらに大きく展開させなければならない結果ともなった。
　残された問題点は、黒沢家の菩提寺とみられるところの浄土真宗の永宮寺と万行寺の関係であろうし、
また、金太郎の親ともみられるところの（X）なる人物の究明であろう。それらは万行寺の過去帖の資料を
調査し、それと永宮寺過去帖などと照合してみることによって解明されるのではなかろうか。そしてさらに
より重要な課題とされねばならないのは、「買石四兵衛」および彼の廃業の理由を究明することである。こ
れは、「金太郎焼」の起りを、相川金銀山の衰微と買石業の変遷という問題とからみあわせながらとらえ
ていかなければならないことをあらわしている。
　これらの問題は、より専門的な考察が必要であろう。それらの問題が、今後、「金太郎焼」・「近世佐渡
製陶史」・「相川金銀山の社会経済史」の三つの分野でとらえられ、多少なりとも展開されていけばこの上
ない幸であろう。
　末筆ながら、法然寺の末武清孝師、永宮寺のト部倫師、大安寺の椎林静師からは、心よく資料を拝見さ
せていただき、深く感謝する次第である。また永宮寺の資料を拝見するにあたっては、河原伊勢治氏と、大
安寺保管の大超寺資料を拝見するにあたっては佐藤俊策氏より御教示御同行をいただいた。併せてお礼
申し上げる次第である。（昭和45年11月20日脱稿）　　　（佐渡博物館学芸員）
　『佐渡郡新穂村青木の歴史』　昭和46（1971）年　青木の歴史編集委員会編・発行
　八　教育・人物・名勝・芸能
黒沢金太郎氏　陶工であることは、一般に知られ、その製品は粕薬に特色があり、幽雅を旨としている。相
川にも居住していたことはたしかであるが、八王子青木にも居住し、その作品が八王子方面に多くあり、そ
の「かま跡」も残っている。次のような記録がある。
　　黒沢金太郎　弘化三年二月二十日生
　　住所　新穂村大字青木一二五番戸
とあり、数奇な生涯を送ったらしく、その子孫の調査については終っていないが、その作品は台所用品か
ら、高級の花びん等雅趣豊かである。
　『潟上郷土志』　昭和46（1971）年　後藤億衛編・著大字潟上発行
第四篇　地籍の変遷（産業篇）
　　　由右衛門と黒沢金太郎
　陶工黒沢金太郎の何代かは、明治12年秋頃から明治20年頃迄、相川町から新穂村に転住し、潟上30
番戸乙に居住した。30番戸乙は、栄法寺と石川喜平あと現土屋泰蔵の中間、奥田与右衛門旧宅跡で、青木
村黒沢金太郎から玄藤治郎左衛門立会で奥田鹿蔵への売渡証文が発見され（河原伊勢治氏の発見）、川
上久一郎、河原伊勢冶、計良勝範氏等が調査発堀の際多数の破片が出た。
　金太郎研究家で相川町出身時岡二郎氏は、二代三代黒沢金太郎の弟子に、潟上村由右衛門と云う者
あり、五代は先代の弟子であった由右衛門を頼って潟上へ来たのではないかと云っている。
　潟上村由衛門は、43番戸渡辺与四衛門渡辺要作氏から三代先の与四右衛門らしく、この妻ハル（川上
佐平長女）との間の長女ミナに瓦屋石川伝吉（音吉）の仲介で同職同名の音吉を養子としてむかえ、ナ
ヲ（金平を迎え）、イノ（青木中川長右衛門へ）、カネ（藤巻葉梨文左衛門へ）の三女をもうけ、屋敷内に
窯を築いて瓦や、日用雑器、福助などを焼いた。音吉はナオ7木イノ5才、カネ3才の大年の晩行衛不明に
なったが窯の失敗が原因で松前へ渡海したものと伝えられている。窯跡は大正期上町耕地整理の創まっ
た時まで宅地の東北側にあった。
第九篇　人物篇
　　　黒沢金太郎と由右衛門
　相川町誌に、二代黒沢金太郎の弟子に潟上村由右衛門という者がいたとある。渡辺由右衛門の先代で
あるが、女児に音吉という瓦職人を迎えて入婿させ、屋敷に窯を築いて瓦や陶器を焼かせたが、音吉は二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラ回失敗して、大年の晩、出たま・消息を絶っている。多分松前へ失走したものといわれる。音吉には妻との
間に女児三人をのこし、長女に村の中山喜右衛門から金平を迎えて嗣がせた。
　黒沢金太郎は、陶工として五代嗣承しているが、青木飛び郷の八王子飯田甚兵衛屋敷に窯趾が発見さ
れ、甚兵衛はじめ附近の各戸に日用雑器が遺っている。
　栄法寺境内の一画、潟上51番戸、奥田由太郎元屋敷は”金太郎屋敷”と称され、奥田鹿蔵に、青木村黒
沢金太郎が、玄藤治郎左衛門を立会人にして売渡した証書がある。が六代金太郎（金吾）は放浪者で養
老院に収容されていたが、金吾六才のとき、潟上から河原田町へ転移したと語っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママハ　五代金太郎が在住したことは、辻徳治、齋藤ラク、土屋タミの古老も、相川町法念寺住職も少年時代栄
法寺に在り、金太郎屋敷と呼んだことを知っているが、金太郎の先代の弟子由右衛門を頼って来たもの
か、或は金太郎の先祖は相川二丁目四兵衛という鉱山の買石業で、宝暦11年12月23日、抜け売りの筋金を
買い、一味18名死罪の一人で、法名顕教で、処刑されているので相川に居づらくて栄法寺に寄寓したもの
か、陶磁器の研究者もわからない。
「佐渡新穂村における陶工黒沢金太郎」　昭和47（1972）年　河原伊勢治　佐渡考古歴史学会発行
　本稿は、佐渡の陶土をもって陶器を作出し、始めてこれに施粕することに成功し、「金太郎暁」を作出し
た、かの黒沢金太郎、特に佐渡新穂村八王子およびその周辺に発見された資料を中心とし、「金太郎窯」
や、黒沢家の変貌していく過程を別表「黒沢金太郎年譜」と共に発表しようとするものである。
　　1．後妻の子にも金太郎の名を
　文久元年（1861）12月3日生のヒサが連れ子と共に陶工金太郎の後妻として入籍したのが、明治20年10
月28日（26歳）のことである。
　その連れ子にも父の名「金太郎」を襲名させ、弘化三年（1846）2月20日生の父、金太郎（当時41歳）の
庶子として入籍しているが、また別名を「金吾」とも呼んでいた。
　（註　金吾は父の名金太郎を襲名しているが混同し易いので以下金吾と書く。）
　　2．相川を出てから
　金吾を連れた夫婦は、金太郎が以前相川から伴った長男ぽ、黒沢栄蔵（当時14歳）と共に、その後雑
田郡河原田町百七十四番戸から、旧、加茂郡青木村百弐拾壱番地（現、瓜生屋）へ転籍移住しており、そ
の近くで築窯し、栄蔵も共に陶器を焼出していた。その後栄蔵をここに残して金太郎夫婦は金吾だけを連
れて同郡潟上村三拾番戸乙へと移って行きここにても築窯し、前記青木村と連携しながら二箇所にて陶
器の焼出を行なっていた。
　（註　長男栄蔵は明治6年2月12日生で父金太郎の先妻きりの育てた子である。）
　　3．「八王子窯」跡と金太郎の住家
　金太郎が妻子を連れて河原田町を転出してからの住家だった瓜生屋（通称八王子）の須田五一家のす
ぐ斜前に阿弥陀堂が建っており、今も近隣の人々は金太郎さんがこの堂にいたのだとうわさしている。また
その前の田圃を隔てて約100mの箇所に窯跡が残っている。
　此の地点は新穂村瓜生屋（旧、井内村八王子）飯田登氏所有の旧、井内村弐拾壱番八王子五等原野九
畝拾六歩（但し芝生）の地内で同家の直前に当り、窯跡と思われるややくぼんだ山の斜面が家屋の玄関に
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向って下方に伸びており、今は杉の若苗が多少植込まれ生長している。その周辺には焼土に混って施杣
陶片、鞘片、癒着煉瓦片等が多く散乱しており、落窯したと思われる状態が判然としている。
　　4．八王子
　ここは以前、青木の本村から約4km離れている飛村だったが、本村との往来その他で不便を感じてか、
その後、青木村から分れ、今は瓜生屋に所属しており、孤立的な環境の静かな山村だったが、近年ようや
く道も開け交通も便利になってきた。
　上位の黒滝峠を越えると、旧、岩首村（現、両津市）野浦、立間へも通じており、附近の山々には杉、松
その他の樹木も豊かで用材、燃料等も産出された。
　また上位から流れる黒滝川、臼が滝川、天神又川の水は酷暑時も満遍なく附近の新穂ダムに一且貯え
られ、再び部落の際から平野部へと流れ出ている。
　また、近くの山には赤、白の粘土が無尽蔵に層をなしていて、ダム建設時にもこの土を採って、堰堤の芯
を固めるのに用いた程で当時検査の結果、全国でも屈指な土質と認められた。近くには白山神社、薬泉
寺、阿弥陀堂等も建っていて、ここ八王子は経済的、且また風光明媚な地の利と見るべきであろう。
　戸数10戸の内7戸までが勝広寺（浄土宗）檀家で古くは部落の上手に此の寺が建っていたとされている
　　　　　　　ママラが、今は両津市港町へ遷っている。　園勝広寺は浄土真宗
　残り3戸は新穂村井内神宮寺（真言宗）檀家である。
　　5．あみだ堂
　阿弥陀堂は曾ては八王子の須田五郎左工門が名主時代に、率先して自己の屋敷の一部を提供し、仲間
と計って今の場所へ建て、勝広寺が遷る際に残して置いた阿弥陀の像をこの堂内へ安置したもので、以前
は建物もまだ大きく、勝手、囲炉裏等も付いていて人も楽々と住まれたもので、堂はほとんど須田家で管理
していた。
　毎年8月22日の「おとりこし（御取越し）」㈹には以前は仲間衆が二日前から堂へ詰めて酒肴の支度を
調え、前夜は盆踊り、相撲、のろま人形等で賑わったもので、一文商の屋台店も掛り、当日は檀家寺から僧
を招き近隣の人々と共に供養をした。その時五郎左工門は上座に付いたもので、堂内には仲間の書付けや
帳箱等も保管してあったがその後五郎左工門は仲間を離れたため帳箱等も紛失されていて堂内には今何
も残っていない。
　次に阿弥陀堂共有者名を記してみる。
　須田権十郎　本間治三郎　池野門治　須田権兵衛　本間長三郎　後田長十郎　井上藤左工門
　山本仁平　井上本丁　後田宇吉　須田五郎左工門
　以上十一軒の共有である。また部落には堂についての共有田もあったといわれ本間長十郎（代表）以ド
であった。
　（註）浄土真宗では12月23日から28日迄昼夜にかけて行なう行事がたてまえだったが、八王子では寒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママエ　　　　い季節にかかるため、今は簡略に8月22日だけに限られている。当日は本坊（港町、勝広寺）と寺
　　　　　くママハ　　　家（港町、真念寺）から僧を招いている。
　　6．須田五郎左工門家
　青木村には以前18名もの名主があり、五郎左工門もその内の一人であった。以前は青木の元村から今
の飛村へ移住したものといわれ、当時の家は間口十間、奥行五間もの大きな建物だったが、長株や家屋は
皆他人に譲渡してしまっている。今の八王子へ移ってからはここで木の実（椎、椿、胡桃等）を買集めては
搾り、油をとっては商っており、屋号も「油屋」である。
　また同家では代々男の子がたたず次々と他からの養子を後継者にしており、人々の出入りも多かった。
　　7潟上村へ移ってから
　金太郎は河原田町から青木村の八王子へ転籍してから二年後（明治22年12月31日）に潟上村上野町甲
二百卜壱番地の宅地や家屋（三拾番戸乙）を求めて登記（註）を済ませており、その間12月10日には夫婦の
間に長女「シゲ」をもうけている。
　将来の望をかけた名工金太郎も日頃の病が悪化したためついに陶作を諦めてか、折角、四年前求めた
潟上村の宅地や建物を同村の奥田鹿蔵に売渡したのが明治26年7月29日であり、つづいて12月8日、金太
郎は手当のかいもなくついに心臓病で没しており、行年四十八歳の若さであった。
　（註）　先代の黒沢家から伝わった土地か、新らたに求めた土地の登記か不明。
　　8．聞取り
　金太郎が青木村の外潟上村にも陶作していたことは同部落内でも前からうわさされていて、いささか資
料を得ることが出来たので述べてみる。
（1）昔、潟上栄法寺（浄土宗）の隣空地の「金太郎屋敷」に残されてあった窯跡の仕末にいったもので、
　　そこに金太郎がいて摺鉢、かめ、花立等を作ったものだときいていて自分の家にもある、と語ってお
　　り、軒下に投げてあった金太郎焼の片口を流し場で水洗いしたり、仏間から花立を持出して、見せて
　　くれている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潟上　　辻徳治八卜八歳談
（2）土屋泰蔵家の後方の土地に焼物師が住んでいて、粗末な茅葺の土間の敷藁の上で暮らしており、人
　　形．を作っていて、まきどおら（巻俵）に差込み吊ってあった。また、哀れな様子をした男の子が一人
　　で人形を持って遊んでいたのを学校帰りに立寄って見たのを覚えている。当時の学校は松井茂右工
　　門の近くの仁左工門所有の借家であり、土屋、池田、飯田等の先生が当っていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潟上　　菊地信太郎　八十二歳談
（3）奥田鹿蔵（通称与右工門）の土地（土屋泰蔵家の両津寄り空地）を「金太郎屋敷」といっていた。そ
　　こに沢根かどこかの人が妻と男の子の三人で暮らしており主人はおとなしい人格だった。家と離れた
　　場所に小さい仕事場があったように覚えており、今田圃になっているが当時は裏山の芽藪だったと思
　　われ「高野小路」かとも思われる。土人形が乾くと窯へ運んだのかも知れぬ。「有卦」に持つ小さな
　　福助や内裏雛、烏帽子人形等を作っていたのを立寄って見た覚えがある。おとなしい人格だったの
　　で貧しい暮らしだったかも知れぬ。当時、新穂町の半四郎煙草屋や芳右工門店にも此の人の作品を
　　売ってあった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潟上　　斎藤ラク　八十二歳談
上記三名の例を総合的に判断した結果、金太郎は潟上村栄法寺の近くで住居していたものと考えられ
た。
　　9．「宅地建物売渡シ証」
　或日河原は、以前自分と交誼のあったその近くの奥田氏を訪れ、右の事情を伺ったところ、同家に昔か
ら黒沢と書いた古証文が残されてあるので、後日見出してくれるよう引受けてくれた。
　昭和42年2月24日、奥田氏は前回約束の古証文を持出して心よく河原に見せてくれた。
　それによると、明治26年7月29日付の「地所建物売渡証」であり売渡人が新穂村大字青木の住人黒沢
金太郎であった。つまり、父、金太郎が病中のところ就業不能であったため、長男栄蔵（金太郎を襲名）
が捺印したものであり、この売渡証により、金太郎が潟上村にても窯業を営んでいたと思われる。
　次にその文書二通について発表する。
　　　　　　　　　　地所建物売渡シ証書
　加茂郡潟上村甲弐百拾壱番
　字上野町
一宅地　七畝廿弐歩
　　　　地価拾八円九拾五銭三厘
　全宅地二建アル
子号
　　　　　　　　五間五分一建家壱棟但シ　　　　　　　　　　　　拾三坪七合五勺　　　　　　　　弐間五分
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（切手　銭）6主）印紙
　　　　此売渡シ代金弐拾四円五拾銭也
右地所建物前記之代金ヲ以テ貴殿売渡シ候処確実也然ル上ハ向後該地所二関スルー切ノ諸税等其
許二於テ御完納可有之依之為後日地所売渡シ証書相渡申シ候処如件
　　　　　　　　　　　　　　　　　加茂郡新穂村大字青木
　明治二十六年七月廿九日　　　　　　　　黒沢金太郎　⑳
　　　全郡潟上村
　　　　　奥田鹿蔵殿
加茂郡潟上村甲弐百拾壱番字上野町
宅地七畝廿弐歩ノ内二建アル建物
明治二十六年七月廿九日
　　全郡潟上村
　　　奥田鹿蔵殿
　　　　　　　　　南
加茂郡新穂村大字青木
　黒沢金太郎　㊥
　　10．父、金太郎の没後
　父の死後直ちにピサの連れ子金吾に戸主の座を引継がせ、後日潟上村にて家督相続の届け出を済ませ
　　　　　　　　　　　くママラており、又栄蔵は長男の座を違母弟の金吾に譲っており、栄蔵については、青木村へ定着後の消息につい
ては今のところ不明である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラ　金吾は河原田町尋常小学校卒業後間もなく旅装を整え、遠く北海道シカン国へと旅立っており、そこの
羽二生商店の丁稚に雇われ、更に函館に移り、大正3年には横浜、日光等で働き、大正12年9月に神奈川
県江の島で震災に遇い、左腕骨折や腰部打撲、負傷等で不具の身となった。
　生涯の望を失なった金吾は、昭和26年11月8日神奈川県平塚福祉事務所に保護の身となり、その後佐渡
養老院（旧、佐渡郡金沢村千種）に送返され入院したが後日佐渡養老院は畑野町の待鶴荘へ移管され金
吾もここへ人寮し昭和32年1月16日ついに脳出血のため七十歳で没した。戒名は「春光明金信士」であり
遺骨は佐渡郡畑野町目黒町宝蔵寺（真言宗）に安置されてある。
　一方、母ピサは明治29年1月8日一年余りで男児、己之吉を生み、その旨潟上村へ届け出ており、明治39
年7月には長女シゲ巳之吉は母ヒサと共に潟上村を去って再び河原田町へ移住した。
　シゲはその後、宮城県志田郡下伊場野村の二男、山口広助に嫁ぎ、昭和3年5月2旧夫と共に樺太大泊
へ分家転籍しており、母ヒサは昭和2年1月18日河原田町で死亡し行年六十六歳であった。
　　　　　　　黒沢金太郎年譜
1846　弘化3．2．20
1869　明治2．4．17
1870　明治3．5．8
1873　明治6．2．12
1873　明治6．6．15
1876　明治95．
黒沢金太郎生まれる。
先代金太郎死亡　戒名釈信誓。
金太郎（弘化3．2．20生）が亡父の相続24才。
栄蔵生まれる（当時金太郎27才）
栄蔵、金太郎養子になる。
羽田町のきり、金太郎の嫁になる。
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1879　明治12．1．
1879　明治12．5．
1879　明治12．8．
1881　明治14．
1883明治16．8．
1884　明治174．
1885　明治18．3．13
1886　明治198．20
　日　時　不　詳
1887　明治20．4．22
1887　明治20．10．28
1887　明治20．10．29
1889　明治22．12．31
1893　明治26．729
1893　明治26．12．8
1894　明治27
1899　明治32．8．3
1906　明治3979
1914　大正3．
1923　大正12．91
1927　昭和2．1．18
1951　昭和26．11．8
1957　昭和32．1．16
1965　昭和40．4．15
金太郎自己所有の畑地を清水増五郎に売る。
金太郎相川三丁目2番地から四丁目13番屋敷へ転宅。
きり8月30日死亡。
戸籍の届け出は遅れがちであり金吾の生年月日は明治20年4月22日となっている
が、明治17年4月中金太郎が相川町下戸炭屋浜町に居住時、既に金吾が現われて
おり、同19年8月20日河原田転出時には5才だったと当人が述べているので実際の
生年はこの年と見るのが正しい。
金太郎相川下戸村白坂の山林を五郎左工門町清水増五郎に売る。
金太郎38才、栄蔵11才、のぶ17才、金吾3才、（当時ヒサ25才）
相川町下戸炭屋町38番地へ送籍同居。
金太郎次女9ケ月で死亡。
金太郎・栄蔵・のぶ・金吾、下戸炭屋町83番地から河原田町170番屋敷へ転居。
金太郎河原田町居住所を174番戸に変更。
庶子金吾生まれる。㈱明治14年の項参照
ヒサ（文久元年生）が金太郎の妻に入籍、金吾も入籍。
河原田町174番戸から青木村121番地へ同居転籍（ヒサ26才、金太郎41才、金吾の
三名。）児栄蔵も同年同日同地へ同行（14才）。
金太郎潟上村上野町甲211番地の宅地および家屋を買い登記する。
青木村の金太郎が潟上村上野町の宅地および家屋を売る。
戸主黒沢金太郎死亡（47才）。
黒沢金吾北海道シカン国羽入商店へ奉公に出かける（13才）。
父金太郎死亡後潟上村30番戸の乙で金吾家督相続の届け出をなし戸主となる
（12才）。
潟上村30番戸の乙から戸主金吾一家4名が河原田本町248番地へ転籍。
金吾，北海道シカン国の羽入商店から横浜へ転住。
金吾江ノ島にて震災にあい左腕骨折、腰部打撲で2ケ月入院。
黒沢ヒサ死亡（66才）。
金吾、神奈川県から佐渡金沢養老院入院。
金吾脳出血のため佐渡畑野町の待鶴荘にて死亡、戒名春光明金信士（70才）。
佐渡郡新穂村大字瓜生屋（旧井内村八王子）地内にて金太郎焼窯跡見つかる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和44年　現在）
6主）原文には金太郎直系以外の妻子の記事が記載されているが直接関係がないので掲載しなかった。また表現を改めたと
　ころもある
『新穂村史』　昭和51（1976）年　　新穂村史編さん委員会編　新穂村発行
　十四．近世の学問と文化
金太郎　佐渡の製陶家として名高い黒沢金太郎も、村内瓜生屋八王子（旧青木飛郷）須田五郎左衛門
家に寄食し、井内飯田甚兵衛宅地内にかまを築き、日用品の片口、こね鉢、小かめ、徳利類、又高級品の
花瓶、置物等を製作していた。いつれも雅致深いもので附近を初め村内に多数の遺品がある。時代は近
世末頃から近代初めと推定され、その後潟上に移っている。金太郎の何代目かは研究を要する。その他
「十、村の手工業」にあるように各職人の中には芸術的価値の高いものを製作した人も少なくない。又一
般に職業を単に金銭収入の対象とのみ考えず「職人かたぎ」としてその技能に傾倒する者も少くなかっ
た。㈱村の手工業の項は「十一」、ただし陶芸の職人についての記述はない。
『金太郎窯』発掘調査報告書　　昭和61（1986）年相川郷土博物館編・発行
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囲本書は昭和47年8月5日から31日まで、旧佐渡郡相川町大字羽田村17番地及び174の4・5番地にあった金太郎窯
　を金沢和夫氏を担当者として相川町教育委員会が調査主体となって緊急発掘した際の報告書で、ここでは発掘によ
　る知見を示す「Vまとめ」と金太郎焼きと関連の深い島内の窯について述べた「N参考資料」を掲載し、1調査の経過、
　n遺構、皿遺物は略した。なお原書ではIV参考資料、　Vまとめの順であるが一般の理解を図るためV・Wの順とした）
　　　　　　　　　　　　　　V　まとめ
　金太郎焼は、近世佐渡における本格的な施粕陶器の創始窯で、島内の需要に対応できる生活雑器の
焼成技法と、量産機能を確立したことで知られ、一方では茶陶器類の作陶を手懸け、多くの作品を残した
ことで名が高い。金太郎窯は、寛政年代後半の開窯から、明治年間に閉窯するまで約80年続き、比較的
年代が新しいにもかかわらず文献資料に乏しく、調査も不十分なため、その実態は必ずしも的確に解明さ
れているとはいえない。
　金太郎焼についての記述は少なくない。しかし、その内容は修業地や開窯年代あるいは茶陶器類に対
する工芸美術面からの評価など、数人の論考（註1）を引用したものが大半を占めている。近年、金太郎の系
譜（註2）や廃窯後の動向（註3）など、若干の新しい考察が見られるものの、金太郎窯および本業の生活雑器
に関する論究は皆無に近い。
　今回の発掘調査は、金太郎窯跡と伝わる畑地に、住宅建設が予定されたことから、相川町教育委員会
が主体となって実施したものである。調査の結果、窯の築造回数・規模・構造のほか、陶器の成形技法な
ど、いくつかの新事実が判明し、また整理の過程において、金太郎の土地・窯の売り渡し、明治期の市街
地への窯の移動など新知見を得ることができた。以下、これらの調査成果をまとめ、若干の考察を加えて
みたい。
　1．遺構（窯）
　（1）窯の規模・構造
　金太郎窯は、遺構から同一地で3回築造されていることが確認できた。最も古い第1期の窯は、規模の
大きい第2期窯後半部の下層から遺物を伴って検出され、第3期の新しい窯は、第2期窯前方部の上に焚口
の位置を同じくして、小型に築窯されている。第2期窯を中心に遺構がそれぞれ重複するが、いずれもその
一部が残るだけで、とくに中央部は遺存状態が悪いため、全容の確認に困難をきたした。したがって残存
部を基に、一部推定によって復元せざるを得なかった部分のあることを付記しておく。
　第1期窯の煙道部は判然としないが、第2期窯の煙道と同位置にある。すぐ後ろは直状の高い崖で石垣
が築かれているため、煙道の短い構造と思われる。焼成室床面は、火床・砂床併せて約90cmの奥行で、第
2期窯の床面とほぼ上下している。傾斜角度は約20度で4段の焼成室を有し、全長7m余、総巾4m余の規
模を持つ竪ザマ構造の倒焔式連房登り窯で、瀬戸・美濃地方に多い本業窯（陶器専用酸化窯）の型式に
類似する。焚口は、燃焼室巾から推して左右双方にあったと思われる。また窯内に30cmほどの丸石・角石
が多く散在しており、火を受けた痕跡がないが、築窯の基礎に用いたものであろうか。
　第2期窯は、第1期窯跡を盛土等で整地して築造しており、規模が大きく、発掘地全域に遺構を残丸とく
に前方部の焚口・燃焼室の側壁と、最後部の燃焼室奥壁から煙出しの一部に煉瓦が並列し、遺存が良い
が、中央部はわずかに焼土層が残存するのみである。燃焼室の奥行は1．3mで、側壁は轡曲して半円形を呈
し、焚口は左右2口となる。焼成室は巾3．6m・奥行約1．2mで、第1期窯よりやや広い。煙出し部の側壁は、大
きく外方へ開き短い。燃焼室から焼成室の段差は48cm、焼成室間の段差24cmで、勾配は20度を測る。8
部屋を有し、全長約16m・総巾4m余の大きな規模で、第1期窯と同様に本業窯類似の竪ザマ式である。焼
成室の広さから、陶器・瓦を焼成した併用窯であったと想定される。
　第3期窯は、第2期窯の燃焼室側壁を残したまま、その内側に焚口の位置を同じくして築造した小型窯で
ある。焚口・燃焼室側壁・燃焼室隔壁と、サマ孔（通焔孔）等の煉瓦が残って遺存が最も良く、前方部はほ
ぼ原形を留めるが、後方の煙出し部は残存せず、構造が確認できない。焚口は中央の1口のみで、燃焼室
は奥行1m・巾約1．8mで、前部が轡曲する。第1焼成室の奥行は50cm余で狭く、第2焼成室以下第4室まで
は約90cmとなり、奥行のちがう間取りは瀬戸地方の登り窯に共通し、巾は1．8mで、第1・2期の半分しかな
い。サマ孔数5の竪ザマで、20度の勾配で上がり、総llJ2m余、全長約6．5mの規模と推定される。煙出し部
は不明であるが、本業窯に類似点が多いことから、焼成室奥壁サマ孔のすぐ後ろに、煙出し部が立ち上
がっていたであろう。
　北九州地方で一般化していた横ザマ式の丸窯（磁器専用還元窯）は、近世後半から幕末にかけて、京
都・瀬戸・加賀など全国各地へ普及し、それぞれの土地で改良が加えられたが、佐渡の他窯はどうであっ
たろうか。佐和田町窪田の小沢窯（註4）は、サマ孔（通焔孔）が砂床より上部についており、次室の床と高さ
が同じため、焔が横に走る横ザマ式で、煙道も長いなど、丸窯構造の特徴を多く持っている。相川の羽口
屋富太郎窯（註5）（現伊藤赤水家）も煙道が長いことから、小沢窯に類似するものと推定され、いずれも丸
窯の影響が見られる。これに対し金太郎は、創業から閉窯まで80年の間に3回新窯を築造しながら、終始
一貫して古い竪ザマ式の本業窯系列から離れなかったのであり、小沢窯とは明らかに系統を異にする。金
太郎窯は、北九州の系統とちがい、瀬戸・美濃の系譜をひく地方窯ということができよう。
　（2）窯の焼成年代
　金太郎の窯跡は、従来から4ヵ所あるといわれてきた。すなわち、最初は来迎寺裏山の断丘面直下に築
造し、次いで斜面中腹に移り、さらに市街地裏へ移動したが、火災の心配から再び第2の場所へ戻ったと
いわれる（註6）ものである。今回の調査は、第2第4の築造伝承地を実施したが、その結果、3基の窯遺構が
検出された。従来の説と合わせると、5度の築窯となる。約80年の間に、こんな数多い窯の築造を必要とし
たであろうか。
　窯業者にとって、新窯の築造は大きな事業で不安も強く、長所・短所等の窯の特性を知るまでに、相当
の焼成を繰り返し、日時を要するという。したがって窯の性格を把握し、焼成が安定すれば補修しながら
可能な限り長く使用するのが通例とされている。例えば、風間窯は80年の間に、金太郎から譲り受けた窯
を含めて2基であり、しかも明治35年（1902）に築造した窯は、昭和30年代に廃業し、50年余を経過してい
ても、なお十分に使用が可能であったという。清水窯は、120年間に3回の築造であり、いずれも1基平均40
年となり、金太郎だけが築窯回数が多いとは考えられず、今回の調査地において、当初から焼成を続けた
可能性が強い。段丘面の直下は開墾によって不明であるが、市街地裏は、近世には防災面から認められ
る筈がなく、明治後半に移動築窯した清水窯の跡であろう。以上のことから、第1期窯は寛政年間後半に
築造した金太郎焼創始期の窯と考えたい。
　第2期窯は、8室を有する規模で焼成室が大きく火床も広い。金太郎隆盛期に焼造した陶器・瓦の併用
窯と想定される。文化元年（1804）2月に、金太郎は島外での製品販売を試みるために、無税による出荷・
輸送を願い出て、試験的販売を理由に許可されて、相川浜から船積み（註7）している。その成否は不明であ
るが、これが生産増強と販路拡大をはかる転機となって、積極経営に乗り出したのではないだろうか。ま
た文政4年（1821）10月に、真野真輪寺の屋根瓦1800枚を焼き上げ、相川から渋手浜へ海上輸送（註8）してお
り、当時は陶器ばかりでなく、瓦を焼造していたことがわかる。第2期窯は文政年間を中心に、その前後の
長期にわたって焼かれた金太郎隆盛期の窯と見たい。なお、窯の規模から、この時期にはかなりの職人や
人足を雇用していたものと思われる。さらに、出土遺物の中に使用痕のある輔（ふいご）の羽口が見られる
ことから、低火度焼成の生活雑器生産も併せて行っている。
　第3期窯は、金太郎最後の小型焼成窯で、生産量減退期の築造である。この時期も、第2期と同様に低
火度焼成の生産が続いている。金太郎窯の衰退期及び廃業年月は明らかではないが、明治2年（1869）の
4代死没後急速に衰退したものと見られ、明治12年（1879）に、土地・窯小屋・楽焼用の中窯とともに、一括
して相川三丁目風間泰蔵に売り渡し（註9）、金太郎窯は相川から消滅する。廃業はこの年なのか、あるいは
すでに廃業しており、遊休資産を売却したのか判然としない。
　廃業理由については、島外産の廉価品に押されて、島内需要が減少したとする説が一般に流布している
が、明治3年（1870）には、雑器生産窯業者が相川に6軒あり、しかも年々増加の傾向を示している（註10）こ
とから、島外産品の流入が要因とは考えられない。むしろ、経営に対する姿勢・手腕・力量が大きな原因と
見るべきではないだろうか。金太郎窯の職人であった相川二丁目の清水増五郎が、明治2年（1869）に分
離独立したのも、4代死没後の経営不安によるものと思われる。
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　金太郎の廃業後、第3期窯は羽口屋富太郎窯から独立した風間泰蔵が譲り受け、風間窯として、（註11）明
治12年（1879）から窯が市街地へ移動する（註12）明治35年まで、引続き使用されている。
　なお、これらの問題については、さらに詳細な検討と解明が必要であろう。
　註1　「佐渡陶器沿革」三浦常山家文書
　　　　平井栄一『佐渡に於ける陶器の歴史』相川町教育委員会　昭和28年
　　　　時岡二郎「佐渡焼」『世界陶磁全集6』河出書房　昭和30年
　註2　計良勝範「黒沢金太郎の身辺」『佐渡史学7』昭和46年
　註3　河原伊勢治「黒沢金太郎年譜」
　　　　河原伊勢治「佐渡新穂村における陶工黒沢金太郎」『佐渡文化1』昭和47年
註4
註5
註6
註7
註8
註9
『小沢窯』佐和田町教育委員会　昭和45年
「本焼窯」相川郷土博物館蔵
「煙筒許可書」風間家文書
「佐渡国略記」舟崎文庫蔵
「佐渡国略記」舟崎文庫蔵
「端書一札之事」風間家文書
　註10「乍恐以書付御願奉申上侯」相川郷土博物館蔵
　註11「奉願上候」風間家文書
　註12註6に同じ
　2，遺　　　物
　（1）窯道具
　ここで扱う窯道具は、窯詰めの際に使用する用器具で、窯に付随する色見孔蓋や、楽窯の羽ロなどは含
まない。出土量は比較的多いが、器種はチンガラ・ツク・厘鉢・ハマ・輪ヨリに限定される。これらは、あら
かじめ焼成して使用に堪える限り繰り返し利用するものと、その場に応じて即製し、一回の使用で廃棄す
るものに分けられる。窯道具は、報告例が少ないため各地との比較ができず、また不明な点も多いが、器
種別に用途・製法などについて述べてみたい。
①チンガラ
　重ね積み用具の主流を占め、出土量が最も多い。円盤状の輪台側下に5本の三角錐形の脚がつくが、小
形4脚品や大形6脚品もたまに見られる。大きさは多様であるが、いずれも輪台中央部に通焔用の丸い穴が
あき、脚の先端は鋭い。耐火土で水挽き成形後、側縁下部を箆切りで脚をつくり出し、あらかじめ大量に
焼成生産して窯詰めに備える。
　甕・鉢・皿などの内底面に置き、その上に器物を乗せて順次重ね積みしてゆく積み台に用いるもので、
水漉・成形・焼成の工程を要するため一回で廃棄せず、可能な限り連続して使用する。割れても破片を組
合せて使う場合が多い。ほとんどの器物の内底面（見込み）に目跡が付いているのはこの脚先端の跡で
あり、第26図のように本体が溶着したまま放棄したのもある。他窯では宮城県切込窯（註1）に使用例が見ら
れ、器形も類似している。
　風間窯では年代が降ると6脚が多くなり、清水窯では大正期後半にはいると使用しなくなったと伝え
る。
②ツク
　上下両面が円形で平たく、胴部がくぼむ鼓状器形の支台である。耐火度の強い大工町土を用い手捏成
形で、あらかじめ焼成しておき、チンガラ同様破損するまで繰り返し使用する。水漉しないため胎土に白い
小石と砂を大量に含む。出土量は多くないが、器高は3段階に区分され、大きいものは21cm、小さいもの
で14cmを測る。
　用途は明らかではないが、瀬戸その他に見る棚積み用（註2）の支柱ではなく、匝鉢積みの支台に使用した
と思われる。それは床面温度の関係から通焔空間を必要としたためである。器高のちがいは焼成室の置
く場所によって使いわけたのであろう。そのほか、北九州のトチン（註3）のように焼成器物の重ね積み支台に
利用することもあったと推定される。
③匝鉢（さや）
　器物の焼成を保護する収納容器であるが、出土量は少ない。丸厘鉢ばかりで角厘鉢はない。粘土紐積
上げで成形し、軽い削りとナデで仕上げる粗いつくりで、径は30cmに統一されている。胎：ヒは精粗の2種
類が見られる。その第1は、耐火度の強い大工町土を混入した粒子の粗いもので、白い小石や砂を大量に
含む。第2は、粘土とシャモット（焼粉）の混合土で成形する粒子の緻密な胎土で、出土量は大工町土の粗
い胎土がやや多い。あらかじめ焼成し、壊れるまで連続して使用するのはチンガラ・ックと同様である。
　底部が残る匝鉢で器高のわかるのは11cm・12cmの2例しかない。残欠部で19cmを測るものが見られる
ので器高は多様であったと思われる。リング状の継厘鉢は完形品がなく、器高など詳細は不明である。厘
鉢の蓋は器肉がほぼ一定し、2cmを測る。
　出土量が少ないのは、比較的大きな雑器生産が主体で、厘鉢を要する器種がわずかなことと、シャモッ
トの再製利用のほか、新窯の築造移動に際して使用可能なものは新窯へ運びこんだためと思われる。
④ハマ
　窯詰に際し、その器種や積み方に応じて生粘土で即製する手捏の器物敷台である。1度の使用で廃棄さ
れる粗製具で、用途・形態から2種に大別できる。
　A類は、楕円状に丸めた手で握れる程度の粘土塊で、全面に籾殻痕が残るが、とくに上ドの面が顕著で
ある。即製のため形態・大きさは一定しないものの、著しい差はない。チンガラより高台径の大きな器物の
重ね積みに使用するもので、チンガラと同じ役目を持つ。器物の内底面、あるいはその際の斜面周囲に数
個を置き、その上へ高台を乗せ順次重ねてゆく仕法で、揺鉢に多く使用例を見る。出土ハマは深く食い込
んだ高台の圧痕を残すものが大半を占め、第37図（図略）の播鉢は、内面と高台の両面にハマが数個付着
している。
　B類は、手で円筒状に丸めたやや細長い粘土塊で、A類同様に籾穀痕がつく。用途・器物に応じてその
場でつくるため、棒状形態の長さ・太さに若干のちがいがある。用途は、器物を乗せる支台のほか、窯壁
と厘鉢の上端を繋いで、厘鉢の倒れや傾きを防ぐ支脚に使用されたと思われる。いずれもヒ面に高台や厘
鉢の縁端圧痕を残している。とくに器物を乗せる支台は、脚の長さから粕の流れを受けとめるのに利用さ
れたと考えられ、出土遺物の中に柚の流れが脚の途中でとまり、他の器物との溶着を防いでいる例がいく
つか見られる。
⑤輪ヨリ
　生粘土を紐状にのばし、必要の長さに切って輪状に丸めてつかう器物の敷台で、1度限りの使用で終
る。厘鉢底・チンガラなどに置いて重ね積み焼成の敷台に用いるほか、厘鉢積の継ぎ目や歪みの補正、あ
るいは粕の溶着防止・器物の水平補材に使用するなど、利用範囲が広く、消費が大量なため出土量が多
い。
　使用の多様さから形態は、輪状や半円・短い紐、そしてこれらは片薄があったり一様ではない。全面に
籾殻の付着痕を顕著に残すものが大半を占めるが、籾の痕跡がないのは砂を敷いたり、匝鉢積に用いた
ものである。紐状の丸い輪には、円周に沿って高台の圧痕を有するものが多く、薄い板状に押圧した輪に
は平底の跡が認められる。また粕が流れ、輪ヨリを打欠いて取り離したものも散見される。
　美濃では輪トチンと称し、大窯（註4）にその例が見られ、用途・形態がほぼ類似し、古くからの使用を知る
ことができる。
　註1古賀孝『切込焼』雄山閣　昭和49年
　註2　加藤唐九郎『原色陶器大辞典』淡交社　昭和53年
　註3　中里太郎右衛門「唐津」『陶磁大系13』平凡社　昭和47年
　註4　田口昭二「美濃焼」『考古学ライブラリー17』ニュー・サイエンス社　昭和58年
　　　　　（2）陶器類
　本遺跡は、上層と下層から検出された陶片が接合できるなど、全般に各窯の焼成遺物が混在している
ことが多い。このため、検討対象として単一期の遺物包含が確実視される層序の出土遺物を選定し、各窯
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に付随するものとして器種別に口縁・高台形態や、成形技法の特徴・変化などについて、比較検討したも
のである。すなわち、後方最下層の検出遺物を第1期窯付随遺物とし、その直上層の窯内出土を第2期窯付
随遺物、さらに前方部の小型窯内最前部出土を第3期窯付随遺物としたが、対象が狭い範囲に限定され、
充分な資料を得るに至らなかった。
　それでも、全期を通じ、ほとんど形態が変化しない器種や、あるいは窯によって特有の形態を持つ器種
が盛行するなど、いくつかの新知見を得ることができたが、その反面、資料不足から焼成器種の種類、生
産量の多寡による需要の動向などが不明のほか、器種によっては形態変化を明らかにできなかったものも
ある。
　また、第3期の小型窯は、金太郎に続いて風間泰蔵が明治35年（1902）まで焼いていることが判明し
た。風間泰蔵は伊藤富太郎窯から独立した職人で、系統を異にすることから、両者のちがいを明らかに
するため、金太郎窯から分離した清水増五郎、及び5代金太郎が移住築造したと伝わる八王子窯の作品
を参考に、遺物の形態・技法を比較検討した。しかし、相川諸窯の胎土は、いずれも富士権現の原土を用
い、粕薬もカラミ・土灰が基調で、調合・発色に差がなく、しかも風間泰蔵と金太郎は交遊が深いなど、
それぞれ関連があって、形態・技法に共通するものが多く、遺物の中で両者を区別することはできなかっ
た。
　このような資料が少ない条件で、全体の傾向を判断するには無理があるが、以下、知り得た若干の事項
について述べてみたい。
①第1期窯盛行の器種形態
　　　　　　片口　　口縁A類　B類　高台A類　B1類
　　　　　　土鍋　　口縁A類　B類　D類
　　　　　　甕　　　口縁B3類
　片ロの口縁A類は、内面にふくらみがなく内轡し、外縁がわずかにふくらむ薄い［縁で、断面が半月形
を呈し、全般に成形が丁寧である。第1期に多くつくられ、第2期から第3期に向い漸減する。B類は、両面
のふくらみが緩く弩曲して断面が楕円となる。［縁端のくびれ部を直線で鋭く箆削ぎで稜をつくる手法と、
下端に沈線を切り込んで境を画す手法を持つ。本期が最も多く、第2期も引続き盛行するが、第3期にはい
ると急減する。高台A類は外面が外へ開く裾張りの一群で、高台脇に沈線を施す処理法と、ナデ調整法が
ある。B1類は外面が垂直かやや内傾し、高さが高台径の10％に満たない低い高台で、高台脇の成形はA
類と同じ手法をとる。いずれも第1期特有の形態で、第2期以降ほとんど見られなくなる。
　土鍋の口縁A類は、口縁がかえり気味となり、蓋受部の傾斜が緩い一群である。くびれを轡曲に箆で削
り境の稜を鋭く残すものと、くの字状に整形する手法が見られ、本期に盛行し、第2期には半減する。B類
は口縁が内にはいり、外面のくびれを弩曲に削って境に稜を残す処理法をとる。D類は縁帯中央が帯状に
凹む一群で、くびれの処理はB類と同じである。ともに本期に盛行を始め、第2期に最盛を迎える。
　甕のB3類は、口縁が水平に外へ張り出す平縁で、口縁から体部の器肉がほぼ均一で薄手づくりが多
い。植木鉢に類似する形態で、第1期・第2期に盛行を見せるが、なぜか第3期にはいると数が急減する。
②第2期窯盛行の器種形態
　　　　　　片口　　口縁B類　D類　　高台B2類
　　　　　　土鍋　　口縁B類　C1類　C2類　D類
　　　　　　甕　　　口縁A2類　B3類
　片口の口縁B類は、両面がふくらみ断面が楕円形を呈する一群で、第1期に続いてさかんに生産される。
D類は縁帯の中央部が帯状に浅く凹む一群で、くびれ部の成形法は、下端に細い沈線を切込む手法と、削
り整形だけの両技法に分けられる。本期特有の形態で、前後の出土数は極めて少ない。高台B2類は、高さ
が高台径の10％を超える高い高台で、外面が内傾し、内面が外傾する。高台脇の成形は、沈線で体部を画
す手法と、脇を直線で箆切りし小さな面をとる手法があり、本期から出土数が増え、第2期・第3期と盛行
が続く。
　土鍋のB類は、縁帯が広く口縁が内反する一群で、第1期に続き、第2期で最盛期を迎えるが、第3期に
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はいると急速に衰える。Cl類は、内傾する蓋受部がそのまま［縁に達する形態で、外縁が外傾し、くの字
状のくびれを持ち、口縁と受部の境が明確でない。本期から大量に現れ、第3期に引継がれる。C2類は口
縁内面が蓋受部から内傾して立上る形態で、くびれを弩曲に削り整形する手法が多い。第2期にはいり急
速に出土量が増加し、第3期に最盛期を迎え、土鍋の代表的形態となる。D類は縁帯の中央が帯状に凹
む一群で、くびれを沈線とくの字に処理する手法は、他類と同様である。第1期の盛行を受け本期も出土が
多いが、第3期には急減する。
　甕A2類は、小型品によく見る形態で、両面がふくらみ断面が球形を呈し、くびれが緩やかで胴張り器形
が多い。第1期には出土例がなく、本期から第3期に姿を見せるが、資料が少ないため、あるいは第1期から
あるのかも知れない。B3類は、口縁が水平に外へ開く広い平縁で、外傾する頸部を持つのが一般的で胴
が張る器形となる。比較的つくりが丁寧で薄く、第1期から本期にかけて盛行するが、第3期にほはとんど
見られなくなる。
③第3期窯盛行の器種形態
　　　　　　片口　　口縁C類　　高台B2類
　　　　　　土鍋　　ロ縁C1類　C2類
　　　　　　甕　　　口縁A2類
　片口の口縁C類は、両面のふくらみが緩く轡曲して玉縁となり、頂部がやや平たいため断面が偏平な球
状を呈する。体部の器肉に比し口縁が肉厚で、くびれは削りにより調整し、境に稜をつくる。第1・2期には
なく、第3期だけに見る特有の形態である。風間窯の片口・捏鉢に偏平気味の玉縁が見られることから、こ
れは風間窯の作品であろうか。
　高台B2類は、外面が内傾し内面が外傾する高い高台で、第2期から盛行が始まり、第3期へ引継がれ
る。
　土鍋C1類は、内傾する蓋受部が口縁に達するようなつくりのため、内面の立上がりが短く、受部の境が
不明瞭である。第2期に続いて本期でも出土量が多い。C2類は口縁内面が内傾して立上る土鍋の一般的
形態で、第2期から急激に増加し、第3期に最も盛行する。
　甕A2類は玉縁で、薄手小型の胴張り器形に見られる形態である。第2・3期窯にしか出土していない。し
かし、いずれも少量のため即断するには無理があり、全期を通して生産された可能性が強い。
④全期窯共通の器種形態
　　　　　　甕　　　口縁B1類　B2類
　　　　　　播鉢　　口縁A2類　B2類　高台B類
　　　　　　植木鉢　口縁
　甕Bl類は口縁の両面が内と外に大きく開く平縁で、断面がT字形となり頸部の器肉が厚い。頸部が内
傾するものが多く、体部との境に箆削りの稜をつくる。量は多くないが、各期を通じ平均して出土する。風
間窯・清水窯・八王子窯にも共通した形態が見られる。B2類は内縁が内轡して上端が内にはいり、外縁が
外に開く平縁で、断面が逆三角形を呈する。頸部が外轡し、胴張り器形となる一群で、各期から平均して
出土し、比較的数量が多い。風間窯・清水窯で成形法が近似した甕がつくられている。
　播鉢A2類は、外反する口縁の開きが小さく、くびれが外轡し、体部が内轡する。各期とも成形に大きな
差がなく、出土量もほぼ同じである。八王子窯に類似の［縁形態が見られるが、器肉や体部の器形がや
や異なる。B2類は口縁が外反して大きく外へ張り出す。中には口縁が折れて垂れる形態をとるものもあ
る。縁帯は丸くおさめる手法と直線に処理する2法に分れる。播鉢としては一般的な形態で、全期を通じ
生産されている。風間窯に基本的に共通する技法が見られるが、清水窯とは形態・技法が大きく異なる。
高台B類は比較的高い高台で、高台径の15％を超え、口縁A2類に付随するものが多い。
　植木鉢は輪花鉢を除けば、口縁形態は1種しかない。すなわち、口縁が水平に外へ張り出す平縁で、成
形は甕B3類に共通する。全体に量が少なく、各期の窯から出土するが、第1期窯に付随するものは口縁が
薄く、つくりが丁寧である。清水窯に見る植木鉢は口縁が片ロに共通する成形法で異質な形態を持つ。
⑤その他
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　ここには資料が少ないため、全期を通して生産があったのか、ある期の窯に盛行した形態か、判断でき
ないものを列挙したが、総体的に出土数が少ない器種は除外した。資料の増加を待って再検討する必要
があろう。
　　　　　　土瓶　　口縁A1類　A2類
　　　　　　甕　　　口縁A1類
　　　　　　播鉢　　口縁A1類　B1類　高台A類
　　　　　　植木鉢　口縁輪花
　播鉢の高台A類は、高さの低い高台で、第2期窯からの出土を見ないが、全般的に口縁が大きく開くB2
類に付随し、そのB2類が第2期窯に多いことから、全期を通じてつくられたものと思われる。
　（3）瓦器類
　瓦器類は黒焼窯・こしき窯（赤素焼窯）・楽窯で焼くものと、本窯で素焼するものがあった。第1期窯に
楽窯焼成があったかどうかは不明であるが、第2・3期窯から使用痕の顕著な楽窯用の輔（ふいご）の羽口
が出土しており、また金太郎の土地売渡し証文の中に楽焼用の中窯が含まれている。このことから、第2期
窯には、すでに楽窯による低火度焼成のあったことが知られるが、それに対応する遺物の出土量は多くな
いo
　瓦器類は、焙格（ほうろく）を除けは、器種・量ともにいたって少なく、どんな器種が焼かれていたのか
出土遺物からだけでは分らない。また、遺物はいずれも器体の一部の小片ばかりで、器形の全容が判別で
きるものは皆無に近い。
　焙烙は、ロクロ回転による型細工で体部を成形し、その上へ粘土紐を積上げて口縁をつくり出す手法を
とるが、この型は金太郎が廃業時に、風間窯・清水窯が譲り受けたといわれる。ここでは窯の期別に焙烙
の口縁形態の特徴などについて述べてみたい。
①第1期窯
　この期に盛行する口縁形態はA類である。A類は口縁の内外両面がふくらんで丸みを持ち、頂部が広い
ため肉厚となり、その縁帯下部に箆工具で浅く巾広い沈線を施しナデ調整する一群で、出土する［縁はほ
とんどこの形態が占める。ただ、この中に口縁の両面が平行して内傾するB類が1例含まれる。
　なお、新穂村八王子窯の焙烙に、A類に基本的に共通する技法を見ることができる。
②第2期窯
　盛行する口縁形態はB類・C類である。B類は口縁が内傾し、口唇部は外傾して丸くおさめる。口縁の
両面が平行するためA類に比し器肉がやや薄い一群で、丁寧なつくりが多い。C類は、　B類とは逆に口縁
が内弩して立上り、その上端が内へはいる一群で、両面が平行するため、B類同様に器肉が薄い。第2期
は、この両形態が主体となるが、縁帯下部に沈線を施す肉厚のA類が1例ながら見られる。
　他窯では、八王子窯にB類、清水窯にC類に近似する形態がある。
③第3期窯
　内面が内傾し、縁帯が外傾するため口縁が厚く、断面が三角形となる丁寧なつくりのD類が盛行する。
この期は単一形態だけで、他の形態は出土しない。
　他窯では、八王子窯に共通技法を持つ例が見られる。
　以上のとおり、少ない資料の中で焙烙の口縁形態を比較検討した結果、第1期窯のA類に次いでB類・
C類そしてD類へと変化していったことが知られる。
　3．金太郎焼の系譜
　金太郎の作陶技術は、北九州で修業し習得した（劃ものといわれ、これが一般に流布して通説となって
いる。金太郎焼の生活雑器はカラミ紬が主体で、鉄紬・飴紬・海鼠粕などの色調を呈し、当時、佐渡へ大
量に移入された北九州唐津焼の柚調に似ていることと、世に広く名を知られる古い窯業地に視点を置いた
ことから、九州修業説が生まれたと思われる。しかし、この種の粕は、近世後半には全国各地の窯に見ら
れ、北九州特有のものではない。
　「佐渡四民風俗」追加の項に「陶作候儀は三町目金太郎と申者年来心掛他国江罷越習受け・・」とあっ
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て、金太郎が島外で修業したことは疑いないが、習得地の記載がないため明らかでなく、はたして世上にい
われるように北九州かどうか、改めて再検討する必要があろう。ここでは発掘調査結果に基づいて、窯の
構造・窯道具・成形技法などについて北九州と比較し、修業地に対する今後の検討資料に供したい。
　（1）窯の構造
　金太郎窯については、遺構において記述したとおり、通焔孔が次室の床面より低いため、焔が立上る竪
ザマ式で、北九州地方に発達した横ザマ式とちがい、美濃・瀬戸地方に源流を持つ本業窯に共通した構
造を有する。竪ザマ式の登り窯は、桃山期に美濃へはいって以来、この地方一帯に広まり、幕末に瀬戸へ
丸窯系統の横ザマ式が導入されるまで、長く続いた陶器専用窯である。一方、横ザマ式は、磁器焼成専用
として北九州に生れた窯で、やがて陶器焼成にも使用されるようになり、この地方特有の窯に発展する。幕
末には京都・瀬戸・伊予・加賀など各地に伝播し、改良されて、その地域の特色を持つ窯に変化してゆく。
金太郎が修業したとされる天明から寛政の近世後期中葉の北九州は、横ザマ式が普遍的で、美濃のよう
な竪ザマ構造は見えない（註2）という。
　（2）窯道具（チンガラ）
　金太郎焼の製品には、見込に5個の目跡がつく。重ね積みしたチンガラの脚の跡で、この窯詰技法は、
明治の廃窯まで一貫して続く。チンガラはロクロ成形後、三角錐脚を切り出すが、5脚が大半を占め、小さ
いものに4脚、大きいものに6脚が稀に見られる。
　北九州では、この種の目跡は17世紀前半の陶器窯には多く見るが、18・19世紀には少なくなる技法であ
る。また、チンガラは脚付きハマと呼び、脚は良質な磁器土を用いて別につくり、円盤は粘土で型成形し、
磁器土の脚を後でつけるが、脚は3本（註3）が多い。金太郎窯とは、原土・形態・脚数・成形技法・多用年代
などが大きく異なり、一致するものがない。形態・使用法は、東北地方の宮城県切込焼（幽）に酷似例を見
る。
　（3）土鍋・土瓶の円錐アシ
　土鍋・土瓶の底部際には、突起物のような短かい円錐形の貼り付けアシがつき、金太郎焼の大きな特
徴の一つとなっている。3脚の円錐アシは、等間隔の三叉状につけられ、底部と一諸に接地して、薄手づく
りの底を補強し安定させる大事な役目を有し、廃窯まで継承されるが、他の窯にも影響を与え、相川の土
鍋にはみんなアシがついている。
　円錐形のアシを持つ成形技法は、近世においては北九州になく、明治にはいると稀に見ることがあると
いう（註5）。類例としては、山形県新庄焼の土鍋が酷似幟6）し、土瓶では三重県伊賀焼（註7）が類似するし、
福島県相馬焼にも近似するアシが見られる（註8）。
　以上のように、発掘調査によって得た若干の資料を基に比較して見たが、いずれも北九州とは基本的
な共通性に乏しく、むしろ東北との関連を強く感じさせる結果となった。近世後半にはいると、北九州・京
都・瀬戸などの陶工が各地に拡散し、その地の原土と自分の技術を用いて、新しく生産活動を開始し、地
方窯が成立する例が多い。金太郎修業地の検討は、古い著名な窯場だけでなく、新しい地方窯も考慮す
べきであろう。
　「佐渡四民風俗」は「奥州桑折近辺飯塚と申所にて焼物作出候処是は其辺に薬に掛候土有之を取候
て多く焼出候段尤下地の土も黒く下品に相見え薬色と黒赤の合色にて卑しく候へ共至極堅地故民用には
第一に御座候・・」とあるように、延享4年（1747）の半田銀山の佐渡奉行支配は、奥州桑折との交流を盛ん
にさせ、飯塚焼の存在を知って、佐渡でも飯塚のように生活用陶器の生産をさせたいと記している。
　金太郎焼が東北の関連を感じさせるのは、先祖が買石で半田勤めの可能性が強いことから、飯塚の影
響があるのかも知れない。今後の調査はとくに飯塚を含め、佐渡から半田への道筋を中心にした地域に
留意する必要があろう。
　註1「佐渡陶器沿革」三浦常山家文書
　　　　平井栄一『佐渡に於ける陶器の歴史』相川町教育委員会　昭和28年
　　　　時岡二郎「新潟の近世陶磁」『世界陶磁全集9』小学館　昭和58年
　註2佐賀県立九州陶磁文化館のご教示による
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　註3註2に同じ
　註4古賀孝『切込焼』雄山閣　昭和49年
　註5註2に同じ
　註6岡村吉右衛門「日本の民窯」『陶磁大系27』平凡社　昭和47年
　　　水尾比呂志「民窯1」『日本のやきもの25』講談社　昭和51年
　註7『陶器講座4　江戸後期』雄山閣　昭和49年
　註8水尾比呂志「民窯1」『日本のやきもの25』講談社　昭和51年
　　　　　4．買石四兵衛と買石九兵衛
　金太郎の先祖四兵衛が、買石（鉱石精錬業）であることはすでに知られている。（註1）買石の廃業理由、
窯業へ転向した動機などの解明が必要とされながら、買石という以外なにも分っていない。資料が少ない
ため明らかにできない部分が多いが、ここでは断片的な資料の中から四兵衛を追い、問題究明への手懸
かりの一助にしたい。
　金太郎の祖父四兵衛は、法名を釈顕教といい、宝暦11年（1761）2月23日に死亡しているが、（註2）これは
抜筋金の罪によって市中引廻しのうえ死罪になったものである。この一件は、江戸後藤座の小判師へ、相
川から多くの筋金が流れている噂が広がり発覚したもので、筋金密売事件としては、史上最大の規模に発
展した。獄門14人、市中引廻し3人、死罪1人の死刑者のほか、追放6人、所払い8人、牢死2人という大量な
刑罰で結着している。（註3）四兵衛も、筋金抜売りに加わって市中引廻しで処刑されたのであり、家財欠所
の付加刑で無一物になったのが、窯業を始める遠い原因の一つであったと思われる。
　ところで、この四兵衛には、当時僧籍にあった黄誉と、金太郎の父幸吉の2人の子供がいたことはすで
に分っているが、このほかに幸八という子供がいた。（註4）幸八は坂下町の出井家におり、後に九兵衛を襲
名する。四兵衛と出井家の関係は明らかでないが、四兵衛の本家の可能性が強く、しかも出井家にも四兵
衛の名が見えるので、出井家の動向を年次順に追って見よう。
　坂下町の九兵衛は買石で、代々九兵衛を名乗っている。檀那寺の下寺町浄土宗定善寺過去帳には、宝
永5年（1708）に初めて子供の法名が見えるので、元禄期にはすでに相川で買石をしていたと思われる。は
じめは濁川町にいたが、享保年間に坂下町北側｛註5）に移っている。
　当時、相川には66人の買石がおり、それぞれが自宅などに設備を持って粉成吹立てをしていたため、監
察が行き届かず、とかく世上に不正の噂が絶えなかった。享保8年（1723）、佐渡奉行小浜志摩守は筋金
抜売りの不正防止をはかって、買石の中から10軒の床屋を指定し、他の施設を撤廃させ指定床屋で吹立
てる仕法改革を断行するが、さらに同10年には寄床屋を3カ所に定めて、（註6）取締りを一段と強化してい
る。享保11年（1726）11月、九兵衛は吟味買石となり床屋・買石の指導監督にあたる。吟味買石は雇格で、
2人のうちの1人に選ばれていることから、九兵衛は経済力が豊かな信頼される有力者であったと考えられ
る。しかし、享保16年（1731）に御雇を解職となるが、（註7）その理由は明らかでない。
　元文3年（1738）5月、前年まで問吹世話人であった九兵衛家の四兵衛が、粉成所世話煎買石を仰せつ
けられる。給銀は月40匁で、雇並の格をもって橡通りで奉行に御目見しているが、（註8）この時苗字の使用
を許されたものと見え、以後出井四兵衛を名乗っており、九兵衛も代々出井九兵衛を襲名（註9）している。
　延享3年（1746）12月15日、粉成所世話煎買石の坂下町出井四兵衛と、振矩師の三丁目山下数右衛門
の両名は、奉行から奥州半田銀山（現福島県）の見立てを命ぜられる。両人にはそれぞれ1人の家来がつ
き、打合せのため江戸へ廻り、在府奉行佐々源左衛門と、幕府勘定奉行の指示を受け半田へ赴く。この
時四兵衛は公費の家来のほか、自分の経費負担で家来を現地へ召連れ、調査にあたっている。そして、半
田銀山で実施した粉成吹立ての試験結果を江戸へ報告し、翌年3月相川へ帰着（註10）して大役を果してい
る。
　この両者の見立てによって、延享4年（1747）に、奥州半田銀山は佐渡奉行の直轄支配となり、稼行が始
まる。佐渡から、役人・山師・買石・山留などが派遣され、交替・連絡役人のはか一般町人の往来もはげし
く、佐渡と半田の交流は、代官支配となるまで賑わいを増す。『佐渡風土記』の「半田銀山陣屋の図」に、
陣屋囲内の東側に四兵衛の御用小屋が見えるように、出井四兵衛は雇格の諸買石世話煎として家来を連
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れ、再度半田へ赴任している。（訓）
　ところが、寛延2年（1749）2月、四兵衛は相川へ呼び戻され、幕府勘定奉行からの達しによって、御雇を
召放しの上、向後買石は勿論のこと、銀山に係わりを持つ一切の商売を禁止する旨申渡（註12）される。半田
でなにがあったのか、放免理由の記録は見られず、佐渡年代記に「半田において不」守有之雇差免る」とだ
けあって、不埼の内容は不明である。
　この出井四兵衛が、金太郎の四兵衛と同一人物なのかどうか明らかではないが、もし同一人とすれば、
この一件を契機に坂下町から五郎左衛門町へ移ったものと思われる。それは、買石強制廃業後の新しい
渡世法のためと、九兵衛家に及ぶ迷惑を配慮してのことであろう。定善寺過去帳には、四兵衛の家業や
子・母の法名が残るが、一件以後四兵衛の名はなぜか見られなくなる。
　そして、その後の宝暦11年に、前述の抜筋金事件が発生するが、坂下町の四兵衛と五郎左衛門町の四
兵衛が同一人であれば、半田に近い飯塚焼の関連から、金太郎焼が東北の系譜を感じさせるのが理解で
きるような気がする。
　四兵衛と九兵衛の関係・出井と黒沢の姓・定善寺（浄土宗）と永宮寺（浄土真宗）の檀那寺など、解明
しなければならない問題が多い。ここでは、四兵衛の子幸八の存在を通して、買石出井九兵衛家を紹介
し、今後の調査の発展を期待したい。
註1
註2
註3
註4
註5
註6
註7
註8
註9
註10
計良勝範「黒沢金太郎の身辺」『佐渡史学7』昭和46年
一丁目裏町・浄土真宗永宮寺過去帳
「相川町年寄伊藤氏日記」舟崎文庫蔵
「佐渡国略記」舟崎文庫蔵
「佐渡国略記」舟崎文庫蔵
註4に同じ
「佐渡四民風俗」『佐渡叢書』昭和52年
註4に同じ
「佐渡名勝志」佐渡教育財団文庫蔵
下寺町・浄土宗定善寺過去帳
『佐渡風上記』臨川書店　昭和49年
「佐渡国略記」舟崎文庫蔵
　註11註10に同じ
　註12註10に同じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤俊策）
　IV　参考資料
　1．相川町三丁目・風間窯
　これは風間家に残されている風間窯の製品の一部を実測したものである。風間窯の初代泰蔵は嘉永元
年（1848）の生れといわれ、近世末頃から一丁目羽口屋富太郎（現伊藤赤水家）について作陶技術を習得
し、同家で生活用陶器類の生産に従事したが、明治12年（1879）に黒沢金太郎から土地と窯小屋を購入
し独立した。当初は金太郎が焼成していた羽田村の窯場を使用したが、明治35年（1902）に自宅裏に新し
い登り窯を築き、段丘下の傾斜地から平地に窯場を移転した。以来、昭和30年代に2代目泰蔵が廃業する
まで、およそ80年にわたって親子2代により、日常生活用陶器類の生産が続けられた。
　このように、今回発掘調査した羽田村の窯跡は、近世から近代にかけて黒沢金太郎・風間泰蔵の両者
が使用しているため、出土遺物の比較検討資料として、風間家に現存する製品を実測・記述するものであ
る。しかし、風炉・花生・剣山・行火（あんか）など、窯跡から出土しない器種については実測を省略したも
のもある。（以下略）　　　（佐藤俊策）
　2．相川町二丁目・清水窯
　これは清水家が所蔵する清水窯の初代及び2代の作品である。
　清水窯の初代増五郎は、黒沢金太郎のもとで働きながら作陶技術を習得し、明治2年（1869）に金太
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郎窯から独立分離したといわれる。当初は、金太郎の窯場とは道を隔てた向かい側の、来迎寺裏山に6室
の登り窯を築き、職人を雇って厨房用雑器類の生産を始めたが、明治の中頃、2代幸吉のときに五郎左衛
門町の下町へ窯を移動した。それは、条件付で市街地での築窯焼成が認められた明治35年前後と思われ
る。
　2代幸吉は、生活用雑器を焼造のかたわら、茶陶具類も数多く手懸けている。貼り文技法や箆彫り文様
等を得意とし、作品には「清幸」や「金幸」、または「清山」の銘をいれた。押込印と箆彫りがあるが、押込
印には「清」の1印や、「清」と「幸」の2印、あるいは「清金幸」の1印などが見られる。
　原土は、明治16年（1883）に金太郎から買い受けた段丘奥にある富士権現山地の採取土を基本に用
い、また雑器類の紬薬は、鉱石製錬津のカラミ・土灰・藁灰などをもとに、種々調合したものが主体をな
し、黒褐色から飴色まで、鉄紬の色調を呈するのが大半を占める。清水窯では、大正年代にはいるとチン
ガラ使用の重ね焼きがなくなったと伝わるとおり、内底面に目跡のないものも見られる。
　現在の4代幸雄氏は、戦後から無名異焼の茶陶器焼成に転じているが、清水窯は金太郎窯の流れをく
むため、初代・2代には金太郎の成形技法の継承があると考えられることから、出土遺物の比較検討資料
として実測記述するものである。（以下略）　　（佐藤俊策）
　3．新穂村八王子・金太郎窯の遺物
　黒沢金太郎は、明治20年（1887）に新穂村大字瓜生屋へ一家で移住しており、同部落の八王子地内に
窯を築いて、相川在住当時と同様に生活必需品の陶器生産を始めたと伝わる。これはその窯跡から表面
採集した計良勝範氏所蔵の遺物である。採集量は多くなく全容を知ることはできないが、相川金太郎窯
の出土遺物（以下出土遺物という）と比較検討するため実測・記述する。
　原土は鉄分が多く砂や小石を含み、素焼では黄褐色か赤褐色を呈し、焼き締めると濃鉄褐色から黒褐
色となる。相川富士権現の原土より若干鉄分が多く、粘着性も適度であるが、採取地は不明といわれる。
粕は鉄軸と土灰粕が主体で、珪酸分を含む稲科の藁灰を多用しており、失透性の斑現象を呈するものが
多く見られる。（以下略）　　（佐藤俊策）
『新穂村文化の先達』　昭和62（1987）年川上三吉編・著・発行
　七　陶芸
　　　　黒沢金太郎（金太郎焼）
　金太郎焼は黒沢金太郎が佐渡相川町で焼き出した陶器で、その創始は寛永年間とも元禄年間とも伝え
られている。黒沢金太郎の子孫は代々父祖の業を継いで、佐渡相川で金太郎焼又は佐金焼といい陶業に
従事していたが、その後商四代H？が矢張り黒沢金太郎を襲名したが事情により新穂村瓜生屋八王子に
移住し窯を築き陶器を焼き、その製品が数多く新穂村に残存していることが昭和30年頃になり解明され、
その窯跡も発掘された。
　黒沢金太郎（四代目か）は弘化3年2月20日生まれで、父祖の業をついで陶業に従事し相川町炭屋町（羽
田とも）に住んでいたが明治19年6月20日、金太郎（40才）は栄蔵（先妻キリの拾い子13才）のぶ（長女19
才翌20年死亡）金吾（庶子5オ〕を連れて住家相川町炭屋町から河原田町170番へ転居したが更に明治20
年10月29日、新穂村八王子へ転居した。八王子の転居先は須田五郎左工門家の前となりにある阿弥陀堂
に住むこととなった。この阿弥陀堂は八王子須田五郎左工門が名主時代に自己の屋敷の一部を提供して
建立したものでその堂内を住居とし製陶することとなった金太郎は先ず築窯の場所として阿弥陀堂の前
方百メートルの地点、八王子飯田甚兵衛（現主飯田登）新穂村大字井内21番の地点を借りて築窯したこ
の附近は杉松雑木その他窯たきに必要な薪炭材に豊富且つ黒滝川天神股川等の河川が流れ水源にも不
足なくその上窯の上方の山地から赤白の良質な粘土が無尽蔵にあり、陶器焼出には最適の場所であった。
ここで焼出した陶器は主に甕、摺鉢、片口鉢、花瓶、茶碗、床置、油さし、壷等で飴色紬薬の素地に白味
　　　　　　　　　　ぐすりがかった青磁色のたれ粕或は黄色黒色のたれぐすりを用い柚だまりをアクセサリーとしていて絵画模様
は付けていない陶器で飲食用雑器が大部分で、在銘や窯じるしなどはない現在の無名異焼よりは硬質で
ある。金太郎は八王子へ転居後二年後明治32年3月31日に大字潟上上野町甲211番地に宅地や家屋を求
めて移転した。即ち金太郎夫婦は金吾だけを連れて栄蔵は八王子に残して上野町へ転住した。金太郎
が潟上に移住後製陶したか否かについては諸説疑問点がある。窯跡が判定しがたい、製品が確認しがた
い。その後金太郎は明治26年7月29日に病没した。48才である。
　八王子金太郎窯は金太郎の潟上移住後連れていた栄蔵が残っていて製陶したことと思うが、確実な記
録や製品の認定は出来ない。
　八王子金太郎焼きの製品は現在新穂村内に50点以上の保有はあると思う。その中の主なもの一、二
点、次記する。
一、筒形花瓶　　　　　所有者　　瓜生屋　本間貞二郎
　　高さ　30cm　　口径　12cm　　底径　14cm
　　素地の色は赤茶色、黄味がかった飴色粕に青磁がかった白のタレグスリを上から一面にかけてあ
　　る。
一、口つき甕　　　　　所有者　　瓜生屋　飯田　登
　　高さ　20cm　　口径10cm　　胴張り、円筒形
　　素地は赤茶色、黒の粕、全面に光沢あり、肩の部分に6cm位の管状の口あり
一、花　瓶　　　　　　所有者　　前同人
　　高さ25cm　　胴は四角型　　口径10cm　　胴部茶褐色の素地に黒褐色の横線あり
一、甕　　　　　　　　所有者　　前同人
　　高さ30cm　　口径15cm　　茶褐色粕、白青磁色のタレ紬あり
一、甕　　　　　　　　所有者　　瓜生屋　本間匡治
　　高さ　30cm　　口径25cm　　赤茶色の素地に黒褐色の粕で全面を被い白の雪模様の雲紋を胴
　　部に表丸但しタレ紬にあらず
一、片ロドンプリ　　　所有者　　瓜生屋　須田　孝
　　口径25cm　　高さ16cm　　赤褐色の粕薬
一、口付油差し　　　　所有者　　瓜生屋　須田　孝
　　高さ17cm　　口径10cm　　管口長6cm
　　赤褐色の素地、上ぐすりなし
一、スリ鉢　　　　　　所有者　　右同人㈱前同人、以下同じ
　　径33cm　高さ28cm
－、甕　　　　　　　　所有者　　右同人
　　高さ35cm　　口径30cm
　　赤褐色の素地に黒褐色粕、上半分に白のたれ粕　大型で五升位はいる容積あり
一、寿老人座像　　　　所有者　　右同人
　　座幅16cm　　高さ17cm
　　巻物をたずさえたる寿老人（七福神の一）顔面並びに表側は白い紬、他黄褐色の上絵紬を用う
一、大黒天像　　　　　所有者　　右同人
　　高さ　16cm　　全面媒けである為、紬薬の彩色分明ならず、寿老人と同じく体内になる内部は
　　空洞に焼成してある。
一、花立て一対　　　　所有者　　瓜生屋　吉田繁雄
　　高さ　20cm　　口径14cm　　紫がかった青磁紬
『相川町の文化財』平成13年改訂版　　平成14（2002）年相川町教育委員会編・発行
　　　　　町指定文化財黒沢金太郎窯跡
区　　　分　　記念物
種　　　別　　史　跡
名　　　称　　黒沢金太郎窯跡
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指定年月日　　昭和49年8月1円
所在地　相川町大字羽出村171から174の5まで
所有者・管理者　　森　春代・相川町
　黒沢金太郎は、寛政年代後半（19世紀初め）から、明治初年まで約70年1｛｝j続いた、近世佐渡における
本格的な施糟陶器の創始者である、島内の需要に対応できる生活雑器の焼成技法と量産技能を確立し
たことでli1］られている．、また、茶陶器類の作陶をてがけ多くの作品を残した、
　昭和47fドの発掘調査によって、窯の構造、規模および陶器の成形技法などが明らかになった．窯は、3
期に重複して築造されていて、最盛期の窯は、幅約4m、長さ約16m、8焼成室を有する急勾配の大型登窯
で、大量の陶器と瓦を焼成していた。
　また、焼成室の規模、煙道の長さなどから、瀬戸・美濃の系譜をひく白然の地形を利用した登窯である
ことがわかった、・，
土　瓶
チンガラ
　メ　キ　　塁
輪ヨリ
片　口
揺　鉢
甑戦
－懸
縫・
麟’
藤
黙ぶ・こ熟
窯　跡
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうろく　出土品は、片口・土鍋・播鉢・甕・植木鉢・培烙などの生活雑器と、チンガラ・サヤなどの窯道具類であ
る。富上権現の粘土を用い、金銀鉱石の精錬津であるカラミや土灰を紬薬に使用したものが多い。
　19世紀前半の地方窯の系譜・技術を知る好資料である。
「黒沢金太郎と金太郎焼」平成15（2003）年　計良勝範　『佐渡歴史民俗叢書三　佐渡の文化史』
両津市郷土博物館発行
　本文は、平成14年2月9日、両津市郷土博物館主催【佐渡の文化史】講座で話をしたもの（録音記述）
で、あらかじめ内容を一、佐渡窯業略史　二、買石四兵衛の大事件　三、法然寺と金太郎の仏道修行
四、金太郎焼技術習得と作品の特徴　五、金太郎焼研究史　六、金太郎焼作品（略図・スライド）と項目
を立てた。
　しかし、実際にはそれにとらわれないで、それらを総括して話をすすめたもので、項目設定の順序には
従っていない。また、いくつかの推論を展開した。
　話は重複や説明不足や誤りがあり、ここでは重複削除、説明補足、誤りの訂正をできるだけおこなっ
た。
　添付資料は次のとおりである。
1．佐渡島の窯分布図
　　　一古代の須恵器窯と江戸から明治の窯一
　2．黒沢金太郎と金太郎焼（概略）
　3．陶作り関係文献
　　　『佐渡四民風俗』『佐渡国略記』『佐渡年代記』
　4．買石出井四兵衛の文献
　　　（黒沢金太郎の先祖）
　5．法然寺（法界寺）歴代住職
　6．初代黒沢金太郎の石塔（略図）
　7黒沢家御霊
　　　法然寺・大超寺・永宮寺・満行寺
　8．出井から黒沢へ（黒沢の地名）
　9．金太郎焼資料（略図）
　　　　　楼閣山水文鈴形水指
　　　　　梅花皿
　　　　　ひょうそく
　　　　　楽瑠璃粕向付
　　　　　角徳利　無名異紫泥焼
　　　　　イッチン手法草花文　　「以金銀山石土造之」銘
1．はじめに
　　これからお話を進めさせていただきますが、よろしくお願いします。今日は少し天気が悪くなりました
　中、大勢お集まりいただきまして、ありがとうございますら
　　両津市郷土博物館の館長さんから紹介いただきました、新穂村の計良勝範といいます。佐渡博物館
　にも金太郎焼はあります。しかし、佐渡博物館はまったくの独立採算制の博物館（財団法人）でありまし
　て、どこからも援助なしの博物館でありますので、特に美術工芸の収蔵品はゼロに近いんですね。大体
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
面取香炉　　　　　「佐渡金山天保辛卯」「金太郎作」刻銘
朝顔　　　　　「金太郎」刻銘
水指（半磁器）　「佐州金太郎窯」刻銘
水注　　　　　「佐金作」（凸字）押印
竹節形水指　　　「佐金作」（凸字）「佐金作」（凹字）押印
　　　　　　　　　　型作り「佐金作」（凹字）押印
　　　　　　　「佐金作」（凹字）押印
　　　　　　　「佐金作」（凹字）押印
　　　　　　　　「佐金作」（凹字）押印
67
　が委託で展示しております6
　　佐渡の金太郎焼の収蔵について今話しがありましたので、ついでにその本当の話をすると、金太郎焼
　のコレクションの一つが佐和田町諏訪町の伊藤勉治先生という、佐渡高等学校の物理の教師だった方
　のものです。この先生が金太郎焼を20点ばかり収蔵されておりまして、伊藤勉治先生が高齢でお亡くな
　りになりました時に、そのコレクションが島外に流失したり損失したりするということを私自身ちょっと憂
　えました。何とか佐渡に残したいものだなあという気はあったんですけれども、娘さんが新潟におりまし
　て、そのコレクションが一括して娘さんのいる新潟の方へ行ったんですね。これは相当いいコレクション
　なんです。これが、何十年来ずっと佐渡を離れて、新潟にあったんです。そのコレクションが、娘さんの方
　からだと思いますけれども、私が平成8年に満60才の定年で佐渡博物館を辞める前、何とか佐渡へ返し
　たい、佐渡で買って欲しい、という話が佐渡博物館にきたんです。
　　佐渡博物館では、何とかそれを収蔵したいという気持ちで、予算付けして買いたいという話になった
　んで丸その時20点で200万円以上欲しいという、値段の要望がありました。しかし、何しろ独立採算制
　の佐渡博物館にとっては、とてもじゃないが、そんなに予算の裏付けができないということで、評議委員
　会・理事会で佐渡博物館ではこういうことはできませんという話になり、計良さん、あなたが買ったらと
　いうふうな話になった。でも、私がそんな高価な品を買えるわけはないんで、そこで、何とかそれでも佐
　渡へ戻したいということで、新潟交通にお願いした。佐渡博物館は、敷地と建物を新潟交通から借用し
　て佐渡の島民が建てた博物館なんです。中身は完全に独立の組織で、佐渡島民が建てた博物館。しか
　し、敷地と建物は建てる時のいきさつで新潟交通から、開館以来無償無期限で借用して経営してきまし
　た。ところが、増改築の話がありましてから全館一年間休館しまして、新潟交通の建物ですので新潟交
　通から数億円の金を投入していただいて、建物を増改築してもらったんです。その時点では、世の中の
　景気がいいものですから、観光客もどんどん入るからという話で、入館料を急激に700円にアップしまし
　た。そして、そんなに景気がいいのなら、借款料の無償無期限をやめて、1年間約1，000万円の借款料を
　支払うことになりました。そういう博物館ですので、経営は苦しいのですが、金太郎焼が散失して島外
　へ行っても困るという運動をしました。その結果、20点を220万円で新潟交通から買ってもらい、それを
　佐渡博物館が新潟交通から委託という形で、預かって収蔵展示しているというような現状であります。
　　したがって今、館長さんから佐渡博物館に収蔵したという話は、本当は佐渡博物館が収蔵したんじゃ
　なくて、交通の物をお預かりしているということです。その作品のスライドを2～3点準備してきましたの
　で、後で紹介したいと思います。ちょっと今、余談をしましたけれども、金太郎焼の佐渡博に展示できた
　経過をちょっとご紹介させていただきました。
　　今日の私の話は、【黒沢金太郎と金太郎焼】というテーマでございますので、なぜ金太郎焼かという
　ようなところを中心に、そしてもう一つは黒沢金太郎は佐渡の本格的施粕陶器の一番最初の焼物という
　ことなどをお話ししたい。
2．黒沢金太郎と金太郎焼のながれ
　佐渡の焼物
　　金太郎が、相川で本格的な粕薬のかかった焼物を焼くまでは、近世佐渡の焼物というのはすべて
　が移入品で、瀬戸とか唐津とか伊万里などから移入されている物が使用されている。それを寛政12年
　（1800）に、相川の黒沢金太郎が一つの産業改革、産業の開拓をやった。始めて本格的な焼物を興し
　た人なんです6
　　金太郎は主として日常雑器を焼成しまして、安い値段でどんどん売り出し、その製品は島内一円に普
　及します。特に、漬物の甕とか壷とかなどの日常雑器を焼成しました。その日常雑器の普及ということ
　が、金太郎焼の最も中心になるんですけれども、その他には茶器とか花器なども焼成します。だいたい
　の日常雑器には刻銘とか押し込印はありません。
　　皆さんのお宅にある漬物の甕なども、恐らくほとんどが金太郎焼が使われていたと思われま丸今日
　ご参加していただきました新穂の方が、「金太郎焼を持ってきたので見て欲しい」とおっしゃいましたの
　で、せっかくですから、ちょっと拝借いたしまして、こちらに出させてもらっておりますが、こういう比較的
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地味な焼き物であります。こういうものが典型的な金太郎焼の甕だと、こう言っていいと思います。こう
　いう焼物が、もし皆さんのお宅にありましたら、特にヒビが入ったり欠けていなければ、もうなかなかご
　ざいませんので、漬物の甕でもお値段は比較的高価でありますので、一つ大事にしていただきたいと思
　います。
　　それで、今日は、特に金太郎焼の先祖の話をして、佐渡の焼物の歴史みたいなことをお話しまして、そ
　れから金太郎焼を理解していきたいと思います6
　　それでは、その前に日本の焼物の歴史の大略からお話をはじめます。
　　まず、日本に縄文土器というのがあります。これは大体1万2T・年前頃から焼物として起こるんです
　が、口本一古い焼物であります。これが、今のところ世界最古の焼物の起りだと言われています61万2千
　年前頃にH本で縄文土器が誕生、これが世界焼物の発祥ということです。この縄文十器は数千年間続
　きます。草創期・早期・前期・中期・後期・晩期というふうに、だんだん時代と共に発展していきます。
　　その次に弥生時代になりますと、朝鮮半島から弥生文化が日本へ伝わってきまして、櫛目紋などを使
　う比較的薄手の土器に変わってきます。それが弥生土器です。弥生時代は、本格的な稲作文化の発祥
　ということになって、最近は稲作も縄文時代からその動向があるんだという話がだんだんありますけれ
　ども、弥生時代の土器が弥生土器であり、前期・巾期・後期と分けられ、同じ焼成法で継承されていき
　ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　き　　次に古墳時代（大和時代）という時代になりますと、それが土師器という名前に変わりまポ三番目の
　土器が土師器です。これは弥生土器の流れをくんだ、模様なんかはほとんどない土器です。
　　その古墳時代の五世紀の半ば頃に、朝鮮半島から比較的固くて鼠色をした土器が伝わってまいりま
　　　　　す　え　き　す。それを須恵器といいます。この須恵器という焼物は平安時代まで続きま女これら土師器と須恵器
　は古墳時代の半ば頃から両方ずっと使用されていくわけです。特に須恵器は、佐渡島では羽茂町小泊
　という所に約百基の窯があったとみなされています。それは、〈小泊須恵器窯跡〉といわれ、こうした一
　大窯業地帯が佐渡にありました。最近の調査では、北海道へも佐渡の須恵器が移出されていたのでは
　ないかという説が出るほど、佐渡の須恵器が大量に焼成されたとみられます。また、全島的には小泊だ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がなな　けではなくて、二見半島の須恵器窯跡とか両津市北松ケ崎の蟹穴須恵器窯跡などにも須恵器の窯跡
　が発見されていますが、中でも小泊窯跡が最大の須恵器窯跡ということになります。（資料1「佐渡島の
　窯分布図」）
　　それから今度は中世に入りますと、日本のあちこちにまた窯業が興りました。
　　　　　　　　　　す　ず　　そして、能登半島の珠洲という所で、須恵器窯の系統を持った珠洲焼というのが起こり、中世には、
　小泊窯は消滅していますので、その珠洲焼とか、瀬戸・常滑・越前・信楽・伊賀・備前などの焼物も始
　まっていて、それらが佐渡へも入って来ました。
　　近世に人りますと、近世の初頭頃から相川に相川金銀山が興ってきます。特に、相川の羽田町の通り
　のあたりに瀬戸物町（または唐津町）という町ができてきまして、慶長の頃から、相川へと千石船に乗
　せられまして、特に唐津・伊万里・志野などや南京などの焼物が大量に佐渡に輸入されてきます。これら
　は相川の瀬戸物町で販売され、その売られた品物が国仲周辺の裕福な農家とかあるいは庄屋さんたち
　に、どんどんわたっていきました。佐渡は伊万里の宝庫といわれるくらいに普及してきます』
　　そういう流れの中で、近世佐渡の焼物の起りはどうかといいますと、相川の金銀精錬の輔の羽口を焼
　く羽口屋という方々がおりまして、その羽口屋の中で伊藤伊兵衛という人が楽焼を始める（安永四年『佐
　渡四民風俗』）。のちにその分家が今の伊藤赤水焼になります、
金太郎焼の起こり
　　ところが一方相川の地役人たちのなかで、試し焼をして、佐渡でも何とか窯業を興したいという気運
　が高まるんです。それは、今日お配りいたしました資料No．3の『佐渡四民風俗』にその経緯が書かれて
　いるわけですね。時間の関係で、これを全部は読みませんので、お暇な時に読んでいただきたいと思い
　ます。どういうふうに書かれているか要約いたしますと、「佐渡には焼物が焼成されていない。それを何
　とか興したい相川の地役人たちがいろいろとその試し焼をやっている。」その様子が書かれているわけ
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　です。「焼物を焼いても、粕薬が流れたり黒ずんだり、あんまり良い焼物ができない。ですけれども、何
　とか試し焼などをやって、佐渡でも国用一助になる窯業を興そう」という気運が、こういうふうに出てき
　ている、ということがわかります。
　　その一つで、五郎左衛門町に浄土宗の来迎寺というお寺がありまして、その住職に抽誉上人という方
　がいて、この人は出雲の生まれです。この抽誉上人が焼物の仕法を心得ていて、来迎寺で香箱様の焼物
　を焼いた（元文年間）、とこういうふうに書いているわけですね（『佐渡四民風俗』）。この来迎寺の抽
　誉上人が、初代黒沢金太郎の石塔があります、佐渡の浄土宗の触頭である法界寺（後の法然寺）という
　お寺の住職さんに後に入ってくるんです（法然寺14代）。そこが、今日の金太郎焼の話の一つのポイント
　だと思います6
　　さらに、奥州の福島県伊達郡桑折に半田銀山があるんですけれども、その近所に飯塚焼というのが
　あって、「黒ずんであんまりきれいな焼物ではないけれども、硬くて日常雑器として非常に良いので、佐
　渡でも何とかこの飯塚焼に似た焼物を興したい」ということが『佐渡四民風俗』の後ろから4行目あたり
　から書いてありますね。ですから、福島県の飯塚焼あたりの知識導入が、佐渡の役人の間でも考えられ
　るのです。
　　そして『佐渡四民風俗』の追加という所に、ようやく黒沢金太郎が出てきます。「陶作候儀は三丁目
　金太郎と申者年来心掛、他国え罷越習請土地の土を以て薬に致候儀相弁へ、国中穿整致し終に案に中
　り候に付、寛政の末願の上相始め、皿鉢i甕の類、其外日用の品々出来致し国用を弁し調宝の儀御座候
　問相続為致度ものに御座候。」とあります。
　　この追加によって、始めて佐渡に金太郎焼が興ったということがわかるわけです。この寛政の末とい
　う年号が寛政12年（1800）で、三丁目の金太郎が金太郎焼を興したというわけです6
初代黒沢金太郎と法然寺
　　このように、黒沢金太郎がついに佐渡で始めて、粕薬のかかった本格的な焼き物を興したわけです
　けれども、そこで一つの問題提起をしたいと思いまポ私は、なぜ相川の浄土宗法然寺に、初代金太郎
　のお墓がただ一つだけ、ぽつんと建っているかということの追求を始めたんです6
　　黒沢家のお墓というのは、佐和田町沢根五十里の満行寺という浄土真宗のお寺に黒沢家の総墓があ
　るんです。その総墓のある満行寺に、黒沢家一門の御霊がずっと書上げられて祀られているんです。私
　は、長年間その過去帳を拝ませてもらいたくて今まできましたが、なかなか機会がありませんでした。
　　ところで、佐渡の金太郎焼を研究されまして、学問的に価値を高めた時岡二郎さんという方がおりま
　す，この方が満行寺の過去帳を丹念に調べられまして、黒沢家系図を作成し、金太郎焼の特徴を『世界
　陶磁全集　六』に初めて紹介している。ところが、私は満行寺の金太郎系図を知りませんで、相川の法
　然寺へ通いました。ここの末武清孝住職さんから御親切にしていただき、「少しでも見なさい」と言って、
　過去帳を拝ませてもらい、なぜ黒沢金太郎初代のお墓がたった一つそこにあるのかを追求しました。
　　別紙の資料7〈黒沢家御霊〉を見てください。石塔銘を基にして過去帳と付け合わせをしたんです，そ
　の結果、相川の浄土宗法然寺の過去帳をみますと、まず、天保12年（1841）1月26日の書上げで七「専
　蓮社行誉徳浄求道西堂」という戒名と「大巌寺起誉上人両脈相承」、そして「黒沢金太郎事七十二才
　　忠誉上人弟子ナリ」と書かれてあります。そこでそれを基にしまして、また過去帳を、ずっと前の方へと
　いうふうにたどっていきますと、「金蓮社黄誉上人湛阿徳水玄英大和尚　十七世　七十五才」とあり、こ
　れは文政12年（1829）です。それから安永2年（1773）に「浄誉清心信女　黒沢金太郎祖母　当山黄誉
　母」とあります。その前の宝暦11年（1761）には、「釈顕教　黒沢四兵衛　玄英父」と、こういう家系が
　出てまいります。
　　そうしますと、ここでどういうことが浮かぶかといいますと、まず釈顕教（宝暦ll年没）は黄誉玄英大
　和尚の父である。それから、その奥さんの黒沢金太郎祖母（浄誉清心信女）が黄誉上人のお母さんであ
　る。顕教と浄誉清心信女はご夫婦であって、当山（法界寺）17世金蓮社黄誉上人のお父さんお母さんと
　いうことになります。そして、黒沢や黒沢金太郎を名のりますから、黒沢金太郎の親や祖父の関係がわ
　かり、彼らの関係が解明されたわけです6
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黒沢金太郎の先祖は買石出井四兵衛
　　次に、私は永宮寺さんを訪ねました。ここは浄土真宗のお寺で七永宮寺のト部倫住職さんにお伺い
　致しまして、永宮寺の過去帳をずっと拝ませてもらって、黒沢家のことをそこで抜き書きさせてもらい、
　その抜書きの結果が、資料7〈黒沢家御霊〉にあります三段目の真宗永宮寺の黒沢家の過去帳になり
　ます。ここで特に注日していただきたいのは、宝暦ll年の顕教という人が、四か寺（浄土宗法然寺・浄
　土宗大超寺・浄土真宗永宮寺・浄土真宗満行寺）ともに祀られておりますが、そのうち永宮寺のみによっ
　て、この顕教という方は「買石四兵衛」であるということが判明するんです。
　　買石というのは何かといいますと、相川の金銀鉱の鉱石を精錬する精錬業のことを買石というんで
　す。それで、顕教が精錬業者であるということがここで判明してくるわけです』
　　宝暦11年に亡くなった、買石であった買石四兵衛という人が、黒沢金太郎の祖父であるというのがこ
　こで判明してきます。そして、その前に行圓という方がいてこの人も買石と思われます。その人たちは「黒
　沢金太郎事」と書かれています。そうしてこの時に、相川法然寺の黒沢金太郎の先祖は、相川の精錬業
　者であるという発見ができたわけです6
　　そして満行寺の過去帳は、現在兼務をされている、佐和田町諏訪町の真宗善宗寺本間唯史師から2
　～3日前に行きました時に、その過去帳を拝ませてくれ永年の願いがかないました。それを拝見した結果
　が、資料〈黒沢家御霊〉の一番下欄にある、黒沢家総墓があります所の佐和田町沢根五十里の真宗満
　行寺過去帳の記録です。ここでおもしろいことは、初代黒沢金太郎が、総墓のあります満行寺にも永宮
　寺にも大超寺にも書上げがなくて、黒沢家を離れてぽつんと一人だけ、法然寺のみに祀られているとい
　うことがわかります。
　　さて、もうちょっと歴史を遡りまして、相川の黒沢金太郎が金太郎焼を興すもっと重要な遠因というも
　のが、買石四兵衛まで遡る可能性があるということを、今日はご紹介したいと思います。
　　　黒沢金太郎焼の先祖は、相川金銀山精錬業四兵衛という方が、祖父であるということがこの〈黒沢
　家御霊〉の記載の過去帳で判明するんで凱そこで四兵衛が、どういう人かという追求をやりましたが、
　資料4の〈買石出井四兵衛〉です。元文3年（1738）の「買石四兵衛」（『佐渡名勝志』）が初見で、延
　享元年（1744）には「買石坂下四兵衛」（『佐渡国略記』）とあって、買石四兵衛は坂下町に居ること、
　鍵粉成所世話煎であること、延享三年（1746）の奥州半田銀山見分に出立した時の記録（『佐渡国略
　記』）では、「出井四兵衛」とあり、「出井」姓であることが知られるのです。この「出井四兵衛」が、黒
　沢金太郎の先祖で、「買石四兵衛」は「出井四兵衛」となるわけで丸のちに黒沢を名乗るのだと思い
　ます。
買石出井四兵衛の大事件
　　また、この買石出井四兵衛という方が、どういう人かといいますと、買石業の筆頭株で鍵粉成所世話
　煎という役になって出てくるんで女江戸の初期には、600人とかというほど買石業が多いんですけれど
　も、後々になると整理されて50人ぐらいかになります（『相川志』）。当時（延享3年）、その買石精錬業
　者の筆頭株が黒沢金太郎の先祖の出井四兵衛であるということが、この記録の中からわかります。
　　実は奥州半田という所に銀山があり、佐渡奉行から命じられまして、振矩師（測量師）山下数右衛門
　という人が奥州半田銀山に出張して下調べをする（延享3年）。吟味して来いというんで出張するんで
　す。そして、いい鉱脈がありますということで帰ってきます。その時に振矩師の山下数右衛門と一緒に
　行った人が、買石世話役煎で坂下町に居りました出井四兵衛です。この筆頭株の買石が奥州半田銀山
　ヘー緒に行くんです。延享4年（1747）に奥州半田銀山が佐渡奉行所支配になって、相川から役人や山
　師や山留や買石業などが派遣される。
　　その時に、買石として、半田銀山に行って金銀を精錬しているのが買石出井四兵衛です。しかし、そう
　こうしている内に大事件が起こります。
　　半田銀山へ行きました買石出井四兵衛が、悪いこと（抜筋金）をやります。寛延2年（1749）、半田で
　不埼なことをしたので、御雇を召上げられ、向後、買石はもちろん、銀山に係る一切の商売を禁止されて
　しまうのです（『佐渡年代記』）（『佐渡国略記』）。恐らくその後も、江戸の金座の小判師と結び、相川
71
　の諸町人らと組んで、抜筋金をやりました。資料にありますように、宝暦9年（1759）「抜筋金御吟味一
　件」というように露呈して、そしてついに宝暦11年（1761）に市中引廻しの上、買石四兵衛が首を刎ねら
　れ、一家路頭に迷うのです6
　　ここでおもしろいことに、買石業出井四兵衛が居住した所が、従来は坂下町という所なんですが、宝
　暦9年の記録を見ますと、同業以下7人引廻しの上首を刎ねられる。この時、処刑になった人が合計する
　と18人いるんで女（獄門14人、引廻し3人、死罪1人、計18人。他に追放6人、所払8人、手鎖1人、総計54
　人）。これは相川金銀lll最大の大事件で丸その時の買石業出井四兵衛の住居は、なぜか五郎左衛門
　町四兵衛と書いてある。本当は坂下町と書いてなければいけません。処刑になる時に、住居を替えてい
　るということを言って良いかと思います。（「抜筋金御吟味一件」にはさらに、「一，卯閏七月廿日入牢、
　同十二月廿九日出牢　坂下町幸八親四兵衛存生之内之儀二付申分相立　坂下町幸八」とあり、四兵衛
　が子一人を残して五郎左衛門へ移っていることを知ることができる）。坂下町から五郎左衛門町へ移っ
　て、宝暦11年に黒沢金太郎の先祖買石出井四兵衛が処刑になるということです。五郎左衛門町では、
　さっき言いました焼物の知識がある抽誉ヒ人がいた来迎寺があり、五郎左衛門町の通りに並んで海側
　に二丁目と三丁目があって、来迎寺わきの小路を登ると金太郎窯があり、三丁目の角には黒沢金太郎が
　居住をしているということで、みんなこういう風に段々とつながってくるんです。来迎寺のあります五郎左
　衛門町へ移った時点で、買石四兵衛が処刑になりますので、推測の域を出ませんけれども、坂下町の出
　井家は顕教の三男とかが、出井家というものを潰さないで残るんじゃないかと思うんです。悪いことをし
　た買石四兵衛はその地を離れて五郎左衛門町へ来て、そして処刑になっている。
初代黒沢金太郎の仏道修行
　　その処刑になりました出井四兵衛の子どもに、〈黒沢家御霊〉の真宗永宮寺と満行寺の過去帳を見
　ますと、文化9年（1812）に亡くなりました遥海という方がおります。この人が釈顕教の長男でありまして、
　法然寺17世の黄誉上人という人が次男なんで丸そうすると黒沢金太郎は、三丁目遥海の子どもとして
　出てくるわけです。また、黄誉上人という方は、法然寺の17世でありますけれども、初代黒沢金太郎の叔
　父さんにあたるという関係がここで判明いたします。そして、次に資料をもう一枚捲っていただきたいん
　ですけれども、資料5〈法然寺歴代住職〉という所をご覧ください。そこに、来迎寺住職でありました抽
　誉上人が法然寺の14世として入って来ておりまして、ここで焼物の書物を法然寺に残し伝えているらしい
　というのが時岡説なんで丸そして、金太郎の叔父さんの黄誉上人が大超寺から移ってきて法然寺17世
　を継ぐ。そして、この黄誉上人のお弟子さんが法然寺の18世忠誉上人です。
　　ところで、黄誉上人の弟子忠誉上人が18代になって入ってきまして、黒沢金太郎はこの18代の実道忠
　誉上人の仏道上のお弟子さんとして仏道修行をやっているということが法然寺の過去帳からわかるんで
　す。さきほど言いましたように「忠誉上人弟子ナリ」と書いてありますとおりです。忠誉上人の師匠である
　17世黄誉上人は、実は金太郎の叔父さんである。したがって、その意味で黒沢家は浄土真宗のお寺に祀
　られてはおりますけれども、初代金太郎のみは、黄誉上人・忠誉上人の関係を通じてたった一人だけ相
　川の浄土宗法然寺に祀られ、石塔が建てられているということが解明されました。実は黒沢金太郎は単
　なる焼物師ではなくて、仏道修行をやっているわけで、さらに、浄土宗　十八壇林の一つである、千葉県
　の大厳寺という所に行きまして浄土宗の坊さんの資格を得ています（法然寺過去帳「大厳寺起誉上人
　両脈相承」）。ですから、私は初代黒沢金太郎のことを半俗半僧と言っているのです』
　　寛政12年、31才の時に、黒沢金太郎が窯業を興しますけれども、その後、初代の子どもの金太郎が
　二代・三代・四代と続きます。ですけれども、天保元年（1830）に初代金太郎は、長男に窯を譲りまして
　晩年吉井に隠居するんで丸そして、天保12年（1841）に72才で、吉井で亡くなったということが、巷では
　一応通説になっております。その間は窯業を子どもに譲って吉井の小さなお堂かなんかに入るんだと思
　います。
　　けれども、私はその吉井の隠居場所がわからないんで丸ちょっと訪ねてあちこちを探索いたしました
　が、どこのお堂に居たのか、どこのお寺さんに居たのか、晩年吉井に居たというのみで、その場所を私は
　まだ解明しておりません。実際に居た場所がよくわかるとなお良いとは思います。そういう中で、黒沢金
72
　太郎というのは、単なる職人ではないんだということを今日は特にご紹介させていただきました。
金太郎の窯場と金太郎焼
　　もう一つは、黒沢金太郎の窯はどこにあったかといいますと、これもかつては相川町で3～4回窯を
　移転したという通説がありました。ちょうど二丁目の裏山の来迎寺の小路を上がる傾斜地で、檀特山と
　いう所があります。そこから金太郎窯が発見されまして、相川の教育委員会で発掘調査をいたしました
　（昭和47年8月）。その結果、同じ場所で3回は窯を築直しているということがわかりました。したがいま
　して、金太郎窯が3回移転しているという説はどうも間違いで、同じ場所で窯を3回築直したという方が、
　正しいらしいです。そして土をどこから持って来たかといいますと、その台地を登りますとせともの屋地蔵
　というお地蔵さんの祠がありまして、そこからずっと行きますと、富士権現という山がありましてそこから
　土を持ってきた。富士権現（南沢の上）は金太郎の土取り場であった。檀特山というのは、なぜ檀特山か
　といいますと、外海府石名の清水寺の奥の院で、山の中に檀特山という聖山がありまして、木食弾誓上
　人が6年間とも、10年間ともいいますが、山の中に籠もり木食行をやって、山居の池と檀特山を往来しま
　して、五穀断ちをして修行し、悟りをひらいて弾誓経六巻をあらわします。有名な木食行のお坊さんで、
　天正17年（1589）に佐渡に入ってくるんです。その関係かどうかわかりませんけれども、檀特山の僧が晩
　年隠居した場所なので檀特山と言う、という記録があるのです（『相川志』）。
　　そこに、黒沢金太郎が窯を築きました。それを発掘調査した結果は、相川の教育委員会によって『金
　太郎窯』という立派な報告書が刊行されております（昭和61年3月）。そこには、窯の規模とかいろいろ
　出てまいりまして、焼物の破片とかチンガラとかツクとか焼物をやる時のいろいろな道具なんかもありま
　す。窯は登り窯です。登り窯というのは、山の傾斜面に連続焼成窯といいまして窯の袋（焼成室）を傾
　斜ごとに上へ一つずつ連続して、一袋・二袋・三袋というようにする連続焼成窯のことをいいます。粕薬
　は、土灰紬とか藁灰粕とかカラミ粕とかを用いました。色からは一応黒紬とか飴紬とか海鼠粕などにな
　ります。
　　特徴の一つといたしましては、相川金銀山の金鉱石を精錬する時に出る精錬カス、これをカラミとい
　います。その鉄とか銅とかいろいろな物が含まれている精錬カスを細かく砕きまして、それを他の紬薬と
　混ぜて、紬薬として利用いたします。そうしますと、大体海鼠粕などの変化にとんだ紬薬となります。
　　以ヒのことから黒沢金太郎の先祖は、実は買石業出井四兵衛で、抜筋金の大事件の処刑の後、黄
　誉上人というえらいお坊さんが出て、その顕教（買石出井四兵衛）の次男黄誉上人の兄、四兵衛の長男
　〈遥海〉の子どもとして、一家路頭に迷う中から黒沢金太郎が佐渡の窯業を開拓した。いわば一大産
　業開拓者という見方をしていいと思うんです。そして、佐渡の金太郎焼が発展して、日常雑器として、島
　内外に普及されていく（文化元年、無税で島外輸出許可。『佐渡国略記』）。それが、金太郎焼の流れだ
　と思います。
　　明治になりますと、相川に常山窯という焼物が興りま丸三浦常山が無名異土を利用した硬質の新し
　い無名異焼を興しまして、幾人かの職人が雇われます。一方、本州からもいろいろ新しい焼物がどんどん
　入ってきますので、佐渡中に普及してきた金太郎焼は、時勢にも呑まれてついに廃窯に追いこまれてゆく
　のです。
　　このように、明治になりますと、五代金太郎は三浦常山の一職工になったともいいます。その後さらに
　相川に居られなくなりまして、相川の土地・屋敷・窯などを風間泰蔵さんとか清水増五郎さんなどに譲り
　ます。清水増五郎というのは五代金太郎の弟子なんですけれども、清水焼という焼物が最近まであった
　ようです。風間さんとか清水さんに土地や屋敷を全部売り払い、明治19年、相川から離れ、ついに明治
　の五代金太郎は河原田に転居しま七さらに、河原田から明治20年、今度は新穂村の青木（八王子）と
　いう所に移ります。そこで五代金太郎は最後の金太郎窯を焼くのです6
　　資料2〈黒沢金太郎と金太郎焼（概略）にも書いてありますけれども、明治になって相川を離れた金
　太郎は、新穂の青木に移ります。新穂ダムの下に飯田登さんというお宅がありまして、土田麦倦の関係
　ある家ですが、ちょうど新穂ダムの下の一角で小さな窯を築きました。これを私たちが八王子金太郎窯
　と呼んでおります。（昭和41年7月・10月、河原伊勢治、計良勝範他試掘調査。『佐渡考古歴史』第2号・
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5号）。これは、5～6年間でしたが最後の金太郎窯であります。佐渡の近世窯業を興しました金太郎窯
は、ついに完全消滅をしてしまう。その子どもさんは、金吾さんというんですが、焼物は継がず、北海道
などで就職しますが、畑野町の待鶴荘でついに亡くなります。大体の大雑把な金太郎焼の歴史は、そう
いう流れです。
　なお、金太郎焼を見る感触といたしまして、いくつかあった江戸時代の佐渡の焼物の一つではある
が、特に佐渡での大産業革命だという見方がありま女時岡二郎さんは、金太郎焼は一大産業革命家と
表現しておるんですけれども、私もそう見ていいと思います三
　ただ、革命という言葉は少し大げさですので、大産業開拓者という目で見ていただきたいと思います
し、その金太郎焼が興る経過というものに一つの気運があって、そして買石出井四兵衛という買石業の
筆頭株が悪いことをやって、一家路頭に迷う中から新しい窯業が興ってくる。それともう一つは、黒沢家
そのものは、一つの力を持った買石業の世話煎になるくらい頭角を現した方ですので、当時の知識人や
文化人との交流が相当あっただろうということが考えられま丸ある意味では、どうも相当な資産家では
なかったかという気もするんです。例えば、窯を築くといってもそう簡単にできるわけではなかった。ま
た、北九州へ行ったとか、京都へ行ったとか、最近では、奥州方面の飯塚窯あたりへ黒沢金太郎が技
術修得に行ったという説がありま女これまでの通説では、北九州の唐津地方へ行って習ってきたという
ふうに言われておりますけれど、その点はどうも明瞭ではありません。焼物そのものは、唐津の特徴であ
る、かけ流した粕薬のかかった、なかでも朝鮮唐津によく類似したものがあります』ですから、そういっ
た焼物のその風格から、金太郎焼は唐津方面へ行ったのだろうというのが通説なんですが、正確には
どこへ行って習ってきたかという証拠はありません。
　もう一つ、初代黒沢金太郎は、当時の知識人文化人的なレベルがおそらくあったのだろうと思いま
す。特に時岡二郎さんの先祖になります時岡亮庵というお医者さんがおります。この人は、長崎へ留学し
西洋の医学を学んできまして、そして相川へ帰りますと、ちょうど五郎左衛門町の通りの二丁目という所
で、お医者さんをやるんで女この人が、長崎に行きました時に、焼物が好きで唐津地方の焼物を勉強
して来まして、粕薬の調合なんかを非常によく知っている。そして、金太郎焼初期の頃は、紬薬が流れた
り、上手く出なかったりと、いろいろ苦心している。その時に、時岡亮庵が初代黒沢金太郎に粕薬の調
合を伝授しただろうというのが時岡説でありま女その可能性は非常にあるかと思います。
　また、その他にも佐渡奉行所のお抱え絵師であった石井夏海という方との親交もあったようでありま
す5後ほどスライドでご覧いただきますけれども、金太郎焼の一つで、順徳上皇の釣花器を金太郎が写
して焼成した作品が、東京国立博物館に収蔵されております。順徳上皇ご愛品の中に、クサビライシと
いう天然珊瑚で草鮭のような格好をしたものがありまして、それを釣花器にした順徳上皇愛用品という
のが、相川の今井さんというお宅に伝わりました。その実物は、現在真野宮に収蔵されておりますけれ
ども、それをそっくり焼物に写したものが金太郎焼にあるんで丸東京国立博物館には、その他に四方
形の香炉（「佐金」刻銘）というものが収蔵されている。その他、ボストン美術館にも鯉が二匹絵付けさ
れた鉢と、臥牛香合（「佐金作」刻印）の二点があります。
　このように金太郎焼は中央でも注目されております。何と言いますか、柔らかい雰囲気の、ほのぼのと
した雅趣と言いますか、そういう風格を持ったものが金太郎焼であると言っていいと思います。最近の
焼物は、どうも嫌味がさしてみたり、晴れやかすぎであってみたり、露骨であってみたり、奇抜になってみ
たりするものが多いんで丸しかし、金太郎焼の特徴は、基本的には日常雑器を主体としておりながら、
非常に嫌味のない、もう、見ていれば見ているほどだんだんとその味わいが出てきて、心が和む性格を
持った焼物だろうと思います。私は、そういう点で佐渡の焼物で一番好きな物は何かというと、やはり金
太郎焼です。
　金太郎焼がそういう風格を持っておりますのは、一つは、初代黒沢金太郎が相川金銀山の流れの中
で、仏道の修行をやっておるというのが、やはり精神的な特徴の一つではなかろうかと、そう思うわけで
あります6
　大体、まとまりのないようなお話でございましたけれども、若干コピーの中でも触れておきましたが、
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相川の黒沢金太郎の他に両津市でも三太夫窯という焼物がございまして、これは今の両津の飛行場へ
入る小路にありました。両津の飛行場を造るためにこの道を広げました時に、焼物の破片がたくさん出
てまいりまして、私たちはそれを三太夫窯と一応呼びました。それは何故かと言いますと、黒沢金太郎
が焼物を興しましてからやや後になりますが、佐和田町沢根に矢島主計という励風館を興した人がおり
ます。
　その矢島主計さんが持っていた土地に佐和田町窪田の台地上に「のら」という所があります。そこは
今の佐和田中学校のグラウンドがある辺りなんですが、矢島主計は、越後から開墾師三太夫という人を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ござわ呼び寄せまして、それと一緒に瓦師も呼んで、その荒地を開墾するかたわら、そのうちの小沢という所に
窯を造るんです。
　　ここは佐和田町の教育委員会が昭和44年に発掘調査を行いまして、昭和45年に『小沢窯跡』という
報告書が出ているんですけれども、そこで入ってきました窯職人が開墾師三太夫と一緒に同行している
のです。皆さんはもうご存知かと思いますが、開墾する時に担ぐモッコのことを「三太夫モッコ」とか、開
墾する時に使う小さい鍬のことを「サンデエ鍬」といいます。そういう開墾師三太夫が佐渡へ入ってきま
した時に、矢島主計が小沢で興した窯を「小沢窯」と名付けました。
　そして、その開墾師三太夫と同行しまして、天保五年（1834）には、「上横山村　與右衛門焼物細工を
始る」（『佐渡年代記』）とありますが、この時の窯師が佐和田町の小沢窯からおそらく飛行場の入り口
の所へ移って三太夫窯を開いた方だろうと考えます。ただし、焼物師は三太夫ではなくて、実は満行寺
の過去帳をみますと、ちょうど焼物を興した三太夫さんが入ってくる頃に、美濃国の清蔵という人が矢島
主計の屋敷に寄寓しま丸おそらくその人が、三太夫と同行している窯師だろうと思われます。
　　それから最後に、金太郎焼は初代とか二代とか三代とか一応五代まで続くわけですけれども、その
各代における特徴といいますか、これは初代で、これは二代あるいは三代が作ったのかという話はよく
ありますけれども、一つの作品を見まして、これは初代である、これは二代であるという断定は私にはで
　きません。大体、粕薬・土が、まず一貫して全部同じと言っていいと思います。土も紬薬も同じものを使う
わけですから、私は、これは初代で、これは二代でしょうと言わない方がいいのではないかという考えで
あります。
　例えば、寛政12年に初代が31才で焼物を焼きまして、文化元年（1804）に焼物を無税すなわち税金な
　しに輸出する許可を得まポそれから長男が寛政8年（1796）、金太郎27才の時に生まれて、それから次
男（これは三代です）が、文化6年（1809）、金太郎40才の時に生まれます。それから、文政4年（1821）、
真野の真輪寺に瓦千八百枚を焼いて納めま七これは初代が52才の時です。そして天保元年（1830）に
吉井に隠居いたします。今度は、天保6年（1836）に二代が41才で亡くなり、それから天保9年（1838）に
三代が30才で亡くなるんです。そうしますと、初代金太郎が盛んに焼物を焼いている時には、二代も三
代も相当な年齢なわけです。おそらくみんな一緒にやっていると、言っていいと思います。ですから、こ
れが二代だ三代だというのは、私は言わない方がいいんだろうと、おそらく親子して一緒に仕事をやる
　んだろうと思います。そして、天保9年に初代は生きていたのに三代目が30才で亡くなります。天保12年
　（1841）に初代が亡くなるんですが、異母弟の四代目が文化9年（1812）に生まれております。天保9年に
　三代も亡くなりました時点で、四代が27才になっています。ですから、二代と三代はおそらく一緒に仕事
　をやってますし、ひょっとすると四代も一緒にやっているということが、私は言えるのではなかろうかと思
　います、
「金太郎」と「金山」は同一人物か
　　それから、もう一つ付け加えさせていただきますと、五代金太郎の弟子に金山という方がいると、また
　二代金太郎の弟子に金兵衛という人がいるというのが時岡説です。ところが私は、それはちょっとわか
　りません。二代金太郎の弟子という金兵衛の作品はありません。それから五代金太郎の弟子に金山とい
　う作品は時折あるというふうに時岡さんが書いているんですけれども、それは私は見ていませんのでわ
　かりません。
　　後でスライドをさせていただきますけれども、金太郎焼の在銘年号がある作品が7点あり、そのうち一
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　番古いのは、沢根五十里の山田屋三井家にある作品です。それは大形の長方形線香立で、前後面に牡
　丹と飛雲を刻文しておりまして、左右横面に「佐渡　金山」「文政丙戌」と刻銘してあります。文政9年
　　（1826）に当たり、これが金太郎焼の最も古い在銘年号のある焼物です。
　　そこで注目したいのは、「佐渡金山」という彫り込みで丸「佐渡金山」をちょっと頭に入れていただ
　きたい。金太郎焼に「佐渡金山」の銘です。
　　それからもう一つ他に、天保7年銘の長方形の線香立です。天保7年といいますと、二代金太郎が亡く
　なった年ですね。
　　この天保7年の年号が入った線香立は、佐和田町諏訪町の真宗善宗寺にあります。この善宗寺は今、
　沢根五十里の満行寺を兼務されておりまして、その善宗寺にある一対の長方形の線香立です。この一対
　は、大きさと形は同じです。前後側面の幅は19センチ、左右横面の幅は11．3センチ、高さは95センチのも
　のです6
　　お寺さんでは線香立は、線香を立てなくて寝かして置きますので、線香立といいませんで、これを香炉
　と言うんだそうですらまあ、線香立でもいいでしょうと、お寺さんでは言っております6
　　一対のうちの一つは、前後面に蓮華文と梅鉢文を描き、裏底に「天保申歳　佐渡　金山作」と隷書
　体の文字を刻銘する。もう一つは前後面に「無碍光山」と、斜井桁文の中に「上」と描き、その裏底に
　「天保申年　金太郎作」と楷書体で刻銘している。
　　これは同品の一体物でありながら、一つは「金太郎作」で、一つは「金山作」なんです。全く同じ天保
　申年（天保7年）です。そして、作柄・形・大きさ・粕薬が全く同じです。そうしますと、「金山作」の「金
　山」と「金太郎」という人は、私は同一人物だろうと言わざるを得ないんです三
　　そうすると、時岡説の五代に金山というお弟子さんがいたというのは、どうも私は賛成できない。すで
　に天保7年（1836）といいますと、二代が亡くなった年で、まだ初代も三代もおりますら二つ（一対）は全く
　同じ作品で、「金太郎」・「金山」と出ますので、私は、初代金太郎が「金山」という銘も用いたのではな
　かろうかという考え方で七これは後ほどスライドに写しますが、おそらく「金山」は「金太郎」と同一人
　物であろうと思いますも
「出井」から「黒沢」へ
　　そこで、話をさらに飛躍をさせていただきますと、金太郎焼は相川金銀山の大きな流れの中で生まれ
　てくる焼物だという紹介をさせていただきましたが、「黒沢」という姓は一体どこからとったのかという
　ことなんです6
　　本来は、出井という名前を持っている買石業であります。そして、宝暦11年に処刑になる時に、とたん
　に五郎左衛門町という所に移って住所替えをやっているんですね。そして名前が、おそらくその時点で
　黒沢姓を名乗るのではなかろうか。本来の出井という姓を変えて黒沢と名乗るのは、どうも買石四兵衛
　が奥州半田銀山へ行っている付近に、「黒沢」という地名が2～3か所出てまいります。そしてちょっと興
　味深いのは、奥州の福島県の会津地方に「黒沢金山」（黒沢銀山ともいわれた）という非常に質の良い
　金山がありました。その辺から「黒沢」名を取っているのではなかろうか。確かな論拠はありませんけれ
　ども、イメージとしてはどうもそういうふうに考えたい。
　　資料8〈出井から黒沢へ〉というところを見ていただきたいんですけれども、相川金山には「黒沢」と
　いう地名はありません。佐渡島内にも、「黒沢」という地名も名字もありません。ただ、「黒」という文字
　のついた地名は、両津市の「黒姫」とか、新穂銀山のずっと奥にあります「黒滝山」とか、それから西三
　川砂金山の隣村に「黒山」という地名があります。ですけれども黒沢という地名は、佐渡島にはありませ
　ん。黒沢という地名は大体全国にありまして、東日本辺りにやや多いそうです。そして奥州半田銀山周辺
　に、黒沢という地名が2～3か所出てまいります。現在の耶麻郡西会津町という所に黒沢街道があり、お
　もしろいことに天正19年（1591）に発見され金銀がたくさん出たという「黒沢金山」というのがある。で
　すから、会津地方の「黒沢」という地名から、おそらくその辺をイメージして「黒沢」を名乗るというこ
　と、そういうふうに私は考えたいと思うんです6
「金太郎」の「金」は金山をイメージ
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　　そして、焼物を起こした「金太郎」の「金」という字について、これも柑川金銀山の金のイメージした
　申から生まれてくる。単なる太郎次郎などではなくて、黒沢姓で金太郎という名を名乗るその気持ちの
　中には、「金山」銘と「金太郎．」銘（善宗寺の一対の線香立）を同一人物としてとらえることによっても、
　相川金銀111の金や金山というものをイメージした）IIから山てくる名前のような気がします．金太郎の叔
　父の法然寺17世黄誉上人の法号、「金蓮社黄誉」もまた、「黄金」イメージしているように思われてくるの
　です。
　　以上ちょっと長くなりましたけれども、かつては代表的な焼物でありました金太郎焼を、漬物の甕一
　つでも壷の’つでも大事に愛用されて、そういう裏に潜んだ大きな相川金山の流れの中から、大企業と
　して生まれてきた焼物だということを理解していただきたいと思います。
　　少し長くなりましたが、後はスライドを若干させていただきます、
三金太郎焼の資料（スライド）　（この項略）
【資料】
1、佐渡島の窯分布図一占代の須恵器窯と江戸か
　ら明治の窯一
2、黒沢金太郎と金太郎焼（概略）
窯主
金太郎焼
開窯に関
する記録
上取場
窯場
窯形式
製品
相川町三丁日　黒沢金太郎　初
代～ヱ1：代
黒沢金太n1≦が寛政12年（1800）、
佐渡で始めて相川で創始開窯した
本格的施紬陶器、，近世佐渡窯業
のはじまりで、明治のなかばまで、
五代で廃窯した．日常雑器を多く
焼き、佐渡島内全般に広く使用さ
れた．．唐津焼風、庶民的おおらか
な美、脱俗的風格、茶道に適合す
る雅趣がある。
「佐渡四民風俗』（追加θ）項）
「陶作候儀は三丁日金太郎と申者
年来心掛、他国え罷越習受け、土
地の土を以て薬に致候儀相辮へ、
国中穿整致し、終に案に当り候に
付き、寛政の末願ひの上相始め、
皿、鉢、瓶の類、其の外日用の品々
佐渡の窯分布図
一古代の須恵窯と江戸から明治の窯一
出来、国用を耕じ調法の儀に御座候問、
柑続致させ度きものに御座候」
相川町下戸村字白坂、富十権現川麓、鉄分
多く細砂まじり
相川町羽田村171他　’ド田見　通称檀特
川　近くに瀬戸物屋地蔵あり
登り窯〔竪ザマ式）　窯遺構の他各種陶
片、窯道具（チンガラ、ツク、ハマ、輪ヨリ、
厘）
片口、⊥鍋、⊥瓶、鉢、圷、皿、壷、甕、擶
鉢、植本鉢、仏花器、茶湯甕、茶器類、瓦、瓦器
　せともの屋地蔵
　　　　　　　薄
　　　　　戴
　五郎左魎二二」
　　　　ニコ風二
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粕薬　　　　土灰粕、藁灰紬、カラミ紬、（黒粕、飴粕、海鼠粕）
銘、押印　　　彫銘「佐州金太郎作」「佐州金太郎窯」「佐金作」「金太郎作」「金太郎」「佐金」
　　　　　　押印［佐金作］まれに［圃
　　　　　　註　押印の四角ぶちは、実際は楕円形である。
系譜
　　本姓は出井
　先祖　宝暦3年2月14日没　　　祖父　宝暦11年2月23日没　　　　父　文化9年3月19日没　70才
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相川博、『金太郎窯』より）
初代　天保12年1月26日没　72才
　　　　　　金太郎（専蓮社行誉徳浄求道西堂）
　　　　　　　　　　大厳寺起誉上人両脈相承、忠誉上人弟子ナリ
二代　天保7年9月8日没　41才
　　　　　　金太郎（釈顕道）
三代　天保9年6月21日没　30才
　　　　　　金太郎（釈幻響）
四代　明治2年4月17日没　58才
　　　　　　金太郎（釈信誓）
五代　明治26年12月8日没　48才
　　　　　　金太郎（釈金定）
昭和32年1月16日没71才
　　　　　　金吾（春光明金信士）
明和7年（1770）
寛政8年（1796）
寛政12年（1800）
文化元年（1804）
文化6年（1809）
文化9年（1812）
文政4年（1821）
天保7年（1836）
天保9年（1838）
天保12年（1841）
弘化3年（1846）
明治2年（1869）
明治12年（1879）
明治16年（1883）
明治19年（1886）
明治20年（1887）
明治26年（1893）
　　　　　　　　（年齢はよびどし）
金太郎生まれる
長男生まれる〈二代＞
31才焼物を始む
35才焼物輸出無役許可（『佐渡国略記』）
次男生まれる〈三代〉
三男生まれる〈四代〉
真輪寺瓦1800枚焼立52才
長男〈二代〉没　41才
次男〈三代〉没　30才
晩年金太郎吉井村に隠棲（天保元年）
1月26日　金太郎没　72才
五代金太郎生まれる
四代金太郎没　58才
五代金太郎、羽田村の畑地を清水増五郎に売る。窯を風間泰蔵に売る。三丁目か
ら四丁目へ
五代金太郎、下戸村白坂を清水増五郎に売る
五代金太郎河原田町へ
五代金太郎青木村へ、八王子金太郎窯を開く　42才
五代金太郎没　48才
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初代金太郎の墓
黒沢家の菩提寺
開窯のなぞ
金太郎焼の内面的特質
発掘調査
3．陶作り関係文献
　『佐渡四民風俗』
　一、陶作候儀古来は如何御座候哉及承不申候。三十四五年も以前後藤庄三郎当国屋敷の内に、高田
　　与右衛門と申者江戸表にて陶作覚候由にて、田島四郎右衛門当時の四郎右衛門曾祖父屋敷の内に竈
　　を幕へ、皿を焼申候処、薬の艶出不申下品の砂皿よりも一段悪敷出来候段及承申候。其後元文年中
　　相川五郎左衛門町来迎寺僧当子年相果候下寺町法界寺雲州松江の産にて、於彼地陶作覚候由にて、
　　香箱様の物焼申候。楽焼の目当にて細工手際を不好、田夫に仕立唐の土一味を以焼申候。其節私共
　　三四輩見習焼申候内、保科喜右衛門当喜右衛門親喜右衛門と申者は都て細工功者に付、右の出家と
　　は格別細工を第一に仕立、香炉、香箱、茶碗等迄焼申候へ共、薬は唐の土一味にて仕立候迄に御座
　　候、然共薬の艶は随分宜敷、以前高田与右衛門焼候節の不手際とは格別に候を相考候処、与右衛
　　門は仕方を存候迄にて、唐土の目利を不存故当国にて調候薬にて焼候故、薬掛り不申者と相見え申
　　候。右来迎寺伝の第一は、唐土の目利致方に御座候、当所薬店に有之品は用立不申方に候。担又私
　　共打寄色々の薬掛け方の儀、右の出家えも相尋候処、伝書は数々有之候へ共仕方不分明に御座候。
　　依之外に致方も無御座候儘、江戸表より難置候色々の薬を下引に致し、上へ唐の土を塗り焼候へ
　　は、其色薬の処艶無之色も不宜候。然間唐の土を下塗に仕其上江色々薬を彩り焼申候得ば、下地の唐
　　土と一所に流れ候て模様留り不申候。兎角此義は一伝有之儀と奉存打捨申候。乍恐御江戸表にても
　　近年時花候儀にて御手廻り方の内御功者も御座候は・、仕方御書付御伝被下候様仕度奉存候。後々
　　は国用一助にも可相成筋故奉願候。且又土の義は相川南沢の上、富士権現と申所の土此辺にては宜
　　く候へ共、是以土の生を抜候義習有之と相見え、私共焼候品は格好より重く其上土目有之儘に相見
　　え候様にて卑く相成申候。是等の義伝法の事年来希ひ罷在申候。奥州桑折近所飯塚と申所にて陶物
　　作り出候処、是は其辺に薬に掛け候土有之を取候て多く焼出候段、尤下地の土も黒く下品に相見え
　　薬色も赤黒の合色にて卑く候へ共、至極堅地故民用には随一に御座候。当国にて前々より用来候陶
　　の器物は皆々肥州唐津の産にて、日用の茶碗皿鉢等も多くは唐津物を用ひ申候。数百里海上の運送
　　を掛候て調候義に御座候間、何卒当国にて多く為焼出国用可也にも相足り候様に支度奉存候。前段
　　申上候模様色々薬の掛方決定仕候上追々為焼習候は・自然と四民の助にも相成可申奉存候。
追加
相川町下寺町　浄土宗法然寺（17代黄誉上人、18代忠誉上人）
黄誉上人は叔父、忠誉上人は仏道の師　　「専蓮社行誉求道西堂　天保十二丑年
正月廿六日　黒沢氏」
佐和田町沢根五十里　一向宗満行寺　総墓
①修業地　唐津地方とする説。京都とする説。奥州（福島県）地方（飯塚窯）とす
　る説。
②開窯にいたるなぞ、金太郎の先祖と金太郎焼の起こりとの関わり
　祖父は買石四兵衛［宝暦11年（1761）没、釈顕教］
　　延享4年（1747）　奥州半田銀山佐渡奉行直接支配、出井四兵衛は諸買石
　　　　　　　　　　世話煎
　　寛延2年（1749）　出井四兵衛御雇お役御免、買石および銀山一切の商売
　　　　　　　　　　禁止
　　宝暦9年（1759）　抜筋金にて四兵衛入牢、江戸後藤座の小判師へ筋金密
　　　　　　　　　　売事件
　　宝暦11年（1761）　四兵衛、市中引廻しの上処刑、家財欠所（獄門14人、市
　　　　　　　　　　中引廻し3人、死罪1人、追放6人、所払い8人、牢死2人）
　相川金銀ILI史の流れの中から、黄誉上人があらわれ、金太郎焼が生まれた
　新産業開拓者として、求道者としての初代黒沢金太郎
　金太郎窯趾発掘調査　相川町教育委員会、昭和47年8月
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　　陶作候儀は三丁目金太郎と申者年来心掛、他国え罷越習請上地の土を以て薬に致候儀相弁へ、国
　中穿撃致し終に案に中り候に付、寛政の末願の上相始め、皿鉢瓶の類、其外日用の品々出来致し国
　　　　　くママハ　用を弁し調宝の儀御座候間相続為致度ものに御座候。
文化元甲子年
　●二月七日、三丁目金太郎搭立候瓶類、摺鉢・片口・火鉢・火入・植木鉢・花立・上瓶、一切小細工も
　の焼立候品、是迄他国江売出不申二付、今般為試差遺申度、無役二而船積被仰付被下候様、町役人
　加印を以願書差出候所御聞有之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
文政四辛巳年
　　（十月）
　●廿四日、三丁目金太郎儀、此度真野村真輪寺屋根瓦千八百枚焼立候二付、船積二而差遺申度、依
　之材木町、沢根御番所井渋手浦目付所宛無役御太印被下候様願書差出ス、同廿九日御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
文政七甲申年
　　（一月）
　●廿五日、下戸町弥三七儀、於当国清水焼取立申度、去未十二月相願候処、瀬戸物類之儀者三丁目
　金太郎加印を以可願出旨二而、願書御下ケニ相成、然処此度右試焼之品可差出旨、河嶋才右衛門殿
　より御談有之、三品差上候処、売出直段御尋有之、今廿五日地方へ弥三七被召出、清水焼之儀者金
　太郎焼物等者違ひ候儀二付、焼立方被仰付候旨被申渡、請書差出ス　　　　　（r佐渡国略記』）
文政十丁亥年
　　（十二月）
　●下戸町弥三七儀、京都清水二而仕立候焼物、職人迄呼下シ当所二而焼立候得共、大造成元手銭
　入用有之、自力二難及、依之五十里本郷作郎江引渡職業為仕度、対談相調間、弥三七拝借仕候出銭
　をも此後之分共作郎より相納可申候間、名前御附替被下候様、双方連願書指上ケ候処、御聞済有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
　　　　　＊註「作郎」は「作兵衛」か。「作兵衛」は矢島主計の門名。
天保六乙未年
　　（九月）
　●廿九日、四町目金太郎儀、真字弐歩判金百四捨両向所持いたし候旨届書差出二付上候処、当月限
　り二而通用御停止二候間、越後新発田其外引替所江差出し、早に引替可申旨請書御取被成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
　　　　　註「四町目金太郎」とあり、黒沢金太郎か疑問である。
小沢窯
文化（十四）年
　……田中村主計と申す者数年江戸え罷り出居り、山本北山の弟子に成り、学問致し（て）医者に成
　り、文化中帰国の上国益など世話致し、越後より新聞師三太夫を呼び寄せ、願ひの上住居致させ、自
　分所持の畑（を）田と成し、新田など仕立て、耕転力を尽すべき事を始め、養蚕の事など近郷迄勧め
　弘め或は越後より瓦師を呼び寄せ（て）焼き立て、寺院の鐘楼、土蔵屋根等に用ひ候事を勧め、当時
　は相川にても広恵倉、其の外山の神、須灰谷御米蔵にも瓦屋根御仕立て御座候。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡四民風俗』下、瓦師）（『小沢窯跡』）
天保五甲午年
　　　（七月）
　一、上横山村與右衛門焼物細工を始る。　　（『佐渡年代記』）〈秋津の「三太夫窯」か〉
4．買石出井四兵衛の文献（黒沢金太郎の先祖）
元文三年（1738）
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　　一、買石四兵衛義粉成所相勤候故、五月廿五日一ケ月給金四十匁宛被下候、去巳年御問吹一ケー
　　　吹主ノ世話仕候テ六十匁ツツ被下候処、五ケー問吹止候故被召ヒ候処、今度又々給銀四十匁
　　　ッッ被下御雇並之格ヲ以テ橡ニテ御目見被仰付候　　　　　（『佐渡名勝志』巻六）
延享元年（1744）
　●子五月十一日、吟味方役松永藤太夫、山方役小田切覚之進・高田忠左衛門、銀山掛り御目付役
　石井助右衛門・今井新治郎遠慮被仰付、六月四日藤太夫御免、山師味方与治右衛門・小川吉郎右衛
　門、分床屋荒川仁兵衛、粉成所掛買石坂下四兵衛、銅床や中町伊兵衛、かなご下相川村伊右衛門、
　買石大工町長右衛門、各戸〆被仰付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
延享元年（1744）
　●子七月十八日、鍵粉成所世話煎買石坂下町四兵衛入牢、是ハ此度銀山稼方之儀二付、同八月十八
　日御免併買石商売井粉成所（世）話煎被召上、勿論銀山御構之由被仰出候　　　（『佐渡国略記』）
延享二年（1745）
　●丑五月二日、買石坂下四兵衛・油番ミそや町七郎左衛門、各前々之通商方被仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
延享三年（1746）
　一、振矩師山下数右衛門世話煎買石坂下町四兵衛と云ものを奥州半田銀山見立として遣す両人とも
　　江戸表へ出て在府奉行の差図を受し後彼地へ至る御勘定奉行逸見羽州此事に預る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡年代記』）
　●寅十二月十五日、三町目山下数右衛門此度奥州半田銀山見分師被仰付、則御目見江相勤、其外粉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より　成所世話煎買石坂下町出井四兵衛指添、各同廿八日相川ヲ立、正月五日小木β出船、同十五日江戸
　江着、御奉行佐々源左衛門様御差図ヲ以、御勘定所江罷出、同廿二日各江戸出立、同廿九日半田江
　着、二月廿九日江戸江帰り半田銀山見分之趣申上、三月十五日、江戸出立、同廿一日出雲崎着、廿七
　日小木江渡海、右家来壱人宛召つれ、〆上下四人雑用被下置、尤四兵衛家来壱人別二召つれ、是者
　自分払之由、家来石拍町主蔵・清助・伊助　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
延享四年（1747）
　一、旧冬奥州半田銀山見分として遣せし山下数右衛門井買石四兵衛彼山所にて嫁をなし出来立し金
　　銀を江戸表へ持行て在府奉行の差図を受御勘定所へ差出相応の出方にも可成由を委細申立今年
　　立帰る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡年代記』）
　　　　奥州半田行一件
　●松平宮内小輔領分奥州半田銀山並地方、佐渡御奉行支配被仰付候由四月十八日夜御用状到来、
　翌十九日広間江被仰出、依之山方役以下半田在勤之役人並山師、仕度被仰付候得共…・・
　　　諸買石世話煎　出井四兵衛
　　……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
寛延二年（1749）
　一、奥州半田銀山景気衰へし故御代官所となる神山三郎左衛門へ彼地可引渡と七月中江戸表より
　　御沙汰せられ十一月中石州但州より役人到来に付万事引渡帰国右人数の内在方役壱人は江戸表
　　へ罷出彼地神山三郎左衛門へ引渡相済段御届をも申立帰る買石四兵衛は春二月中立帰り半田に
　　おいて不舞有之雇差免るさると云　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡年代記』）
　●巳二月十六日、買石出井四兵衛、半田方帰候所、御雇被召上、買石商売勿論、銀山方江立障候儀
　無用之由被仰付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
宝暦四年（1754）
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　　●同（五月）七日、坂下町買石四兵衛死去　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
　宝暦九年（1759）
　　●抜筋金御吟味一件
　　　近年相川町人之内、於内々買石共β筋金を買請、他国江致持参商ひ候儀達御聞、今般御吟味二付
　　白状いたし、巳二月廿三日御仕置
　　　獄門拾四人
　　一、卯九月朔日入牢・・…（略）
　　　引廻シ三人
　　一、辰七月六日入牢　五郎左衛門町四兵衛（外は略）
　　註　獄門14人・引廻し3人・死罪1人（死罪計18人）・追放6（7）人・所払8人・手鎖1人、
　　　　計34人
　宝暦十一年（1761）
　　一、今年二月小六町花屋孫兵衛外五人抜筋金の事顕れ江戸表へ伺の上追放となる　羽田町津右衛
　　　門始銀見壱町目井口嘉兵衛と云ものは獄門となるへき者なりしか吟味の内牢内にて死し壱町目文
　　　右衛門外拾三人は獄門になり羽田町薬種屋六兵衛は死罪坂下町新兵衛山之神町長八五郎左衛
　　　門町四兵衛は引廻し之上死罪となり外敲なとになりしものもあり　　　　　　（『佐渡年代記』）
　　●巳二月廿三日、抜筋金致候もの御仕置一件、三ケ年以前卯年日記二有之、愛二略ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡国略記』）
　　註　他に出井姓は延宝八年（1680）、鈴木奉行の用人として出井利兵衛があらわれる。
5．法然寺（法界寺）歴代住職
　十四代　心蓮社抽誉上人法性海真達大和尚
　　　　　　本山麗誉大僧正之御代当山蒙一代金欄衣御免許・…宝暦六年子二月廿五日寂ス
　　　　　　　註「元文年中相川五郎左衛門町来迎寺詩罐鰐雲州松江の産にて、於彼地陶作覚候由に
　　　　　　　て、香箱様の物焼申候。楽焼の目当にて細工手際を不好、田夫に仕立唐の土一味を以焼
　　　　　　　申候。…」　　　　　　　　　　　　　　　（『佐渡四民風俗』）
　十五代　一蓮社融誉上人慈雲海無磯圓龍大和尚
　　　　　　此上人者大超寺七世名誉上人之弟子ナリ・・…天明三卯年六月九日六十七才ニテ寂ス
　十六代　通蓮社神誉上人在阿寂静海龍洞大和尚
　　　　　　此上人者大超寺八世当山十五世融誉上人之弟子ナリ・…天明七未年三月八日四十九才ニテ
　　　　　　寂ス
　　十七代　金蓮社黄誉上人湛阿徳水玄英大和尚
　　　　　　此上人者大超寺九世当山十五世融誉上人之弟子ナリ其後本山興玄大僧正縁山学席五人目
　　　　　　之節直弟二相成リ天明七未九月当山江入院、文化八未年大師六百年御相当之節法然寺ト
　　　　　　改寺号文政十二未年三月九日江戸大久保専念寺二於テ寂ス、住職三十年　七十五才
　　　大超寺内過去帳
十世
十八代
金蓮社黄誉上人湛阿徳水玄英大和尚
右上人ハ当国三丁目黒沢金太郎ノ子息ナリ九世融誉上人ヲ為師ト剃髪受戒シテ、戒名ヲ圓
英ト言十五才ニシテ三縁山二到リ時ノ学頭興玄上人ノ弟子トナル即玄英ト改名ス・…安永
八亥年販国シテ大超寺二住職ス弟子アリ嫡弟ハ法然寺十八主忠誉実道・…在院九年天明
七未年法界寺へ転住ス同寺住職中元祖大師六百遠忌相勤本山江登リ法然寺ト寺号ス相改
候事同寺在院二十八年文化十一戌年隠居跡ヲ忠誉二附属シ江戸二到リ大久保ノ専念寺二
住職ス即チ同寺ニテ文化（政）十二丑年三月九日世寿七十五才ニテ命終ス
乗蓮社忠誉上人念阿慧空実道大和尚
・…V保十四卯月七月廿五日寂行年六十六才
　註　十七世黄誉上人は、初代黒沢金太郎の叔父、十八代忠誉上人は金太郎（初代）が浄
82
⊥宗に帰依した師
6，初代黒沢金太郎の石塔（略図）
（注｝この項は石塔の図のみであり、本書前出「黒沢金太郎の身辺一彼の墓標と過去帖をとうして一」の二、黒沢金太郎と
　法然寺1．金太郎の墓標に詳しいので、ここでは略す
7黒沢家御霊
浄土宗法然寺
叶?ｬ下寺町
m初代金太郎石塔］
浄土宗大超寺
叶?ｬ中寺町
真宗永宮寺
叶?ｬ一丁目
　真宗満行寺
ｲ和田町沢根五十里
@［黒沢家総墓ユ
宝暦三年（1753）
@二月一四日
行圓　：町日四兵衛
?P’q黒沢金太郎事
釈行圓
舞?K占
宝暦九年（1759）
@三月二日
妙圓二］一目買石四
ｺ衛　・、rll金太郎
@婆子事IL．トー・
釈尼妙圓
舞?K吉
宝暦一一年（1761）
@二月二三日
　釈顕教
?ﾚ四兵衛
@玄英父
達誉通菩信L
舞?l兵衛事
ｩ誉．ヒ人父
顕教二町H
ヰﾎ四兵衛
OTu金太郎事
釈顕教
舞?K占
安永二年（1773）
@四月一七日
浄芹清心信女
舞?熨ｾ郎祖母
@当山黄誉母
浄誉清心1言女
舞?K吉母
ｩ誉上人母
釈尼妙顕
舞?K吉
寛政一一年（1799）
@　九月十日
妙智一ヨ層1けξ吉
@　行年1［ず
釈尼妙智‘相川．三rFl
舞?K≠「孫娘　四：r
文化四年（1807）
@一月二十日
妙讃　二丁目
@幸吉　妻
（・月九日〉　相川二．1’日
@　　釈尼妙讃
舞?K吉妻六1・四十
文化六年（1809）
@三月一七日
　釈尼妙賢
¥㍉≒嫁　二1・六才
文化九年（1812）
@三月十九日
道海　．三ザ目
@　幸吉
釈遙海　相川三丁［1
@幸吉事　Ll一セ
文政一二年（f829）
@　三月九日
金蓮社黄誉L人湛
｢徳水玄英×和尚
qト五：「トビ川
金｝重社黄誉七人湛
｢徳水玄英大和尚
@　　1主
天保七年（1836）
@九月八日
　　釈顕道　w【川
舞?熨ｾ郎事四｝’一・才
天保九年（1838）
@　四月四日
釈尼妙恵　相川
舞?熨ｾ郎妻
天保九年〔1838）
@六月ニー日
　釈幻響　三丁目
舞?熨ｾ郎事　口才
天保一二年（1841）
@一月二六日
大厳寺起誉1：人両脈相承
齪@目二行誉徳浄求道西堂
@忠誉卜人弟子ナリ
舞?熨ｾ郎事　七．L二才
嘉永三年（1850）
@一一月六日
　釈尼妙聞
舞?熨ｾ郎母
明治二年（1869）
@四月一七日
釈信誓　相川二ITl
熨ｾ郎事五十八十
明治一二年（1879）
@八月二八日
　釈尼恵了
舞?熨ｾ郎妻
明治一八年（1885）
@三月一三日
尼　照沢金太郎
@二女　九ケ月
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浄土宗法然寺 浄土宗大超寺 真宗永宮寺 真宗満行寺
相川町下寺町 相川町中寺町 相川町一丁目 佐和田町沢根五十里
［初代金太郎石塔］ ［黒沢家総墓］
明治二六年（1893） 釈金定
一一肢齠 （川原圧隈町居住）（一二月八日河原説） 黒沢金太郎事四十八γ
〔満行寺数霊略｝
8．出井から黒沢へく黒沢の地名）
　　佐渡島には黒沢の市字（姓）はない．．地名もない、
　「黒」のついた地名としては、「黒山」（真野町）・「黒滝」（新穂村）・「黒姫」（両津市）などがある。
　「出井」の姓から「黒沢」へかえたわけは．また「黒沢」の姓をどこからとったか．
　　福島県の「黒沢」の地名　地名とともに「黒沢金山」がみえ、関心がよせられる．．
　　黒　沢　　会津地方西部　　伊南川右岸　只見町人’了：黒沢　南会津郡
　　黒　沢　　会津地方叩部　　滝谷川西岸　irl∫沼郡柳津町人字黒沢
　　黒　沢　　会津地方北西部長谷川卜流　　現在那麻郡西会津町ド谷
　　　　　　　　会津藩領、越後街道から南に分1岐する黒沢街道あり、，
　　　　　　　　鈍子岩の銅山をはじめ、黒沢・帯のIUから銀・鉛などを産出する、，
　　　　　　　　野沢本町村武兵衛所蔵文苦「新編会津」には「黒沢銀山1「狸倉御金山」などの記事
　　　　　　　が見え、慶長から寛永年間頃には金・銀が盛んに産出されていたことがわかる，これらを
　　　　　　　総称して黒沢金山といい、開鉱は天正19年と伝える，、代々加賀茂助が営業にあたり、寛
　　　　　　　文6年五万洞鉱、元文4年舌ll’両鉱などが開鉱し、同年の小屋数480軒余にのぼった、そ
　　　　　　　のため漆本が枯死して取調をうけた（寛文3年加賀家文書｝、さらに享保6年鈍子岩鉱山
　　　　　　　を発見した坂内家は、［1向倉・｛：田沢・姥沢θ）各鉱を開鉱し、同12－：年は江戸会津藩邸
　　　　　　　へ銅板10万351｝0枚を献ヒした．，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（角川書店「ヒ1本地名大事典　7　福島県］より）
　　なお、11C田銀川は福島県伊達郡桑折村にあり、また桑折近所の飯塚に陶物作りが行われていた。
　　　　　　　（『佐渡四民風俗』）
9．金太郎焼資料〈略図〉　繕図［ま略した
　　（U　香炉　六而取　［辺部から腰部にかけて紬薬かかり，，化粧⊥（白）をかけ、その．ヒへ透明紬を
　　かけている。胴部を六面取りし、各面に「佐」「渡、「金山」「天」「保」「†｝卯」と、右側から刻み込
　　み、紬薬はその上からかけている、底部に「金太郎作」と刻銘、内側と底部は無軸、胎上茶褐色、平
　　底．
　　　　　　＊「天保辛卯」は天保二年（183D．，
　※時岡一：郎氏の記録「灰紬白化粧掛天保辛卯佐渡金山文字人六角面取香炉］1金太郎f乍彫銘」
　　（2）朝顔　胎土赤褐色　三角状筒部はヒ部にナマコ紬、卜’部はアメ紬．筒部背面はアメ紬で、下方
　　は紬薬剥落．正面ナマコ紬の下にアメ紬が部分的に観察されるので、アメ軸の．．ヒからナマコ紬をか
　　けたことが知れる。後面は無紬で、向かって左肩部に「金太郎」の刻銘，
　　（3）水指　半磁器　柿紬　平底、底部の端よりに「佐州金太郎窯」の彫銘あり．胎十は白色をおび
　　た灰色，外底部をのぞき、内外とも鉄粕かけ。但し、「金太郎窯」の「窯」の文字は「造之」と判読す
　　る説（時岡）もある。
　　（4）水注　蓋・本体ともに金体に緑がかった青色の紬薬が平均にかかる，、本体の内側はアメ紬であ
　　る、蓋は獅子のつまみ付きで、蓋の裏は無杣、、胎土は赤褐色．、けずり出し高台．、底部は無粗，注Llは
　　円形でなく、やや縦長のノ∫形，底部には凸字「佐金作」の押印。
　　（5）　竹節形水指　緑粕かかり、共蓋、貼布竹虹．正面に竹文を貼付している，一点の作品に「佐金
　　作」の凸字印と凹字印を使用、竹節形で、節が五つ造りでできている。止面胴部に竹文を貼りつけ
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　　文としている。全面に緑色の紬をかけている。下地に鉄粕をかけた上から、内側は全面にアメ紬を
　　かけ、肩から緑粕をかけ流していて、2／3くらいまで二重に紬がかかっている。蓋内側に［働の
　　押印あるも文字がくずれている。これは凹字印。底部は削り出し高台としている。底部に［囲の押
　　印、凸字。
　（6）楼閣山水文鈴形水指　型作り、胎土灰色、あげ底。文様は凸文、空間はすべて波文。鉄粕を全
　　体にかける。茶色。外底部と蓋裏は無紬。本体は上部と下部を型作りして帯でつないでいる。本
　　体の外底部わきに凹字画］の印形押印あるも文字が出なく、改めて本体の立ちあがり
　　の脇に凹々佐金作印を押印している。蓋内側にも同じ凹字魎を押印。
　（7）梅花皿　胎土褐色　口辺部を梅花形の五弁状とし、化粧土をかけて、内側底中央に鉄粕（アメ
　　紬）で梅花芯を描き、全体を透明粕がけしている。外底部と高台は無粕。底部内側の高台よりに
　　凹字［佐歪桐の押印あり。
　（8）　ひょうそく　燈火具の一つ。薄茶色の柚薬を、本体、蓋とも内外にかけている。胎土はやや灰
　　色。本体底部の舌状の部分に灯心を立てて点火するもの、短藥用。底部に凹字の［囲の押印あ
　　り。
　（9）楽瑠璃柚向付　楽焼　向付（皿）の内側は瑠璃紬、外側は胴部および高台と底部ともに黄色の
　柚薬である。高台は長方形をなす。底部の高台の向かって左側に接して凹字［魎の押印あり。
　外側胴部一面に細かい印形文を押す。印形は前後面は細かい六角形文、左右側面は細かい波
　　形文。
　（10）角徳利　無名異紫泥焼　イッチン手法による草花文及び「以金銀山　石土造之」の文字書き。
　　その部分へ紬薬をのす。ドロを錐状にした強い紙袋に入れておし出して線状に描く。そこへ葉などの
　広い部分に紬薬をのす。白みがかった空色の粕薬である。あげ底。
　　桐箱蓋裏墨書「佐金翁作紫泥海鼠粕描画紋酒鐸　常山識　［剰固」
　和紙墨書一・枚あり「佐金翁作の酒鐸と見て　常山　陶造るむかしの人のこのたくみおもひ見るさへし
　たはしきかな　佐金翁作　紫泥海鼠紬草花紋　酒鐸　常山識」
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『小澤窯跡発掘調査概報』　昭和45（1970）年　佐和田町教育委員会編・発行
新潟県佐渡郡佐和田町小沢窯跡（概報）
一．小沢窯跡発掘調査
　所在地新潟県佐渡郡佐和田町大字窪田字野70の6。通称、附近を「のら」と呼ぶ。または「小
　　　　　　　沢（ござわ）」・「小沢新開」ともいった。
　土地所有者　新潟県佐渡郡佐和田町大字窪田992
